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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

第
一
号

・
昭
和
五
十
一
年
一
月

昭
和
五
十
年
七
月
受
付

徳
川
時
代
の
鉱
山
の
珪
肺

浦

豊

彦

Iま

じ

め

珪
肺
は
珪
酸
(
石
英
)
を
含
む
粉
塵
を
吸
入
し
て
お
こ
る
職
業
病
で
あ
っ
て
、

の
珪
肺
は
、
鉱
山
の
盛
衰
に
も
大
き
な
影
響
を
も
っ
た
程
で
あ
る
。

わ
が
国
の
職
業
病
の
歴
史
を
み
て
も
、
徳
川
時
代
に
は
鉱
山

( 1 ) 

現
在
、
珪
肺
は
塵
肺
の
一
種
と
さ
れ
、
わ
が
国
の
塵
肺
に
は
珪
肺
の
ほ
か
に
、
滑
石
肺
、

ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
肺
、
硫
化
鉱
肺
、

ア
ル
ミ
ナ
肺
、
黒
鉛
肺
、
炭
素
肺
、
炭
鉱
夫
じ
ん
肺
、
活
性
炭
素
肺
、

ろ
う
石
肺
、

硫
化
焼
鉱
肺
、
け
い
そ
う
土
肺
、
石
綿
肺
、
溶
接
工
肺
(
酸
化
鉄
肺
)
、

線
香
肺
、
商
草
麗
肺
な
ど
と
よ
ば
れ
る
各
種
の
塵
肺
が
あ
る
。

昭
和
四
十
八
年
(
一
九
七
三
〉
に

X
線
の
健
診
を
う
け
た
二
十
一
万
人
を
こ
え
る
粉
塵
作
業
者
の
な
か
で
、
何
等
か
の
所
見
の
あ
っ
た
者
が

一
七
、
四
五
九
あ
っ
た
。

つ
ま
り
有
所
見
者
率
は
八
%
で
あ
っ
て
、
業
種
別
に
は
金
属
鉱
山
、
窯
業
、
い
も
の
業
な
ど
に
有
所
見
者
率
は
た
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
塵
肺
は
今
も
か
な
り
存
在
し
て
い
る
し
、
そ
の
な
か
で
も
珪
酸
に
よ
る
珪
肺
は
多
い
と
考
え
て
よ
い
。

こ
の
職
業
に
よ
っ
て
お
こ
る
珪
肺
が
徳
川
時
代
に
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
、
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
た
か
、
概
観
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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マ
ッ
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こ
と
貝
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益
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国
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民
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ロ
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N
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見
区
〉
は
イ
タ
リ
ア
の
有
名
な
臨
床
医
家
で
そ
デ
ナ
大
学
、
パ
ド

ア
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
。
貝
原
益
軒
が
生
き
て
い
た
の
は

一
六
三

O
年
か
ら
一
七
一

四
年
で
あ
っ
た
か
ら
、
ラ
マ
ッ
チ
ニ
と
益
軒
は
同
時
代

で
あ
り
、
二
人
と
も
当
時
と
し
て
は
珍
ら
し
く
八
十
歳
を
こ
え
る
長
命
で
、
晩
年
ま
で
著
述
活
動
を
続
け
た
こ
と
ま
で
も
よ
く
似
て
い
る
。

一
七

O
O年
に
ラ
マ
ッ
チ
ニ
は
「
工
芸
家
の
病
気
(
ロ
目

E
R
Z
〉

2
5
2
5ど
を
出
版
し
た
。
初
版
で
は
四

O
の
職
業
病
が
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。

一
七
一
三
年
に
は
彼
は
補
遺
版
を
出
し
、
夏
の
休
暇
の
聞
に
モ
デ
ナ
の
職
場
を
訪
問
し
て
資
科
を
集
め
て
十
四
の
職
業
を
追
加
し

て
い
る
。

貝
原
益
軒
の
「
養
生
訓
」
の
出
版
さ
れ
た
正
徳
三
年
は
一
七
一
三
年
に
あ
た
り
、

「
工
芸
家
の
病
気
」
の
補
遺
版
の
出
た
年
で
あ
る
。
益
軒

は
八
十
三
歳
、
ラ
マ
ッ
チ
ニ
は
八
十
歳
で
あ
っ
た
。
健
康
を
考
え
る
の
に
全
く
、
自
ら
を
慎
む
と
い
う
こ
と
を
主
眼
と
し
て
、
労
働
や
環
境
を

と
り
あ
げ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
益
軒
と
、
す
で
に
労
働
や
環
境
や
社
会
を
健
康
障
害
の
原
因
と
み
た
ラ
マ
ッ
チ
ニ
の

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で

の
認
識
の
大
き
な
相
違
は
や
が
て
半
世
紀
の
後
に
産
業
革
命
の
開
始
を
む
か
え
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
産
業
革
命
の
一

O
O年
以
上
も
お
く
れ
た
わ

が
国
の
状
態
だ
け
で
は
説
明
で
き
そ
う
も
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
、
益
軒
流
の
養
生
科
や
医
学
が
、
労
働
や
環
境
か
ら
く
る
病
気
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
当
時
す
で

に
多
数
の
労
働
者
を
も
っ
た
鉱
山
で
、
職
業
病
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
は
い
な
い
。

鉱
山
の
珪
肺
年
表

世
界
史
的
に
み
て
も
一
六
世
紀
中
期
か
ら
貴
金
属
生
産
の
歴
史
に
急
激
な
変
革
が
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
世
紀
に

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
ド
イ
ツ
と

オ

l
ス
ト
リ
ヤ
に
金

・
銀
鉱
山
の
新
し
い
開
発
が
行
わ
れ
た
が
、
も
っ
と
大
き
な
意
味
を
も
つ
の
は
ア
メ
リ
カ
(
現
在
の
ボ
リ
ビ
ア
南
西
部
)

( 2 ) 



の
ポ
ト
シ
(
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3
鉱
山
の
採
掘
開
始
と
ア
マ
ル
ガ
ム
製
錬
法
の
採
用
の
結
果
が
銀
の
生
産
に
画
期
的
な
大
増
産
を
も
た
ら
し
た
の
だ
と
い

う
わ
が
国
の
貴
金
属
も
こ
の
時
期
に
急
激
な
開
発
が
全
国
的
に
行
わ
れ
、
金
銀
の
大
増
産
が
お
こ
っ
た
が
、

一
七
世
紀
の
中
頃
に
は
す
で
に
金

銀
の
産
出
は
減
退
し
て
、
か
わ
っ
て
銅
鉱
業
が
お
こ
っ
て
く
る
。

元
禄
十
年
(
一
六
九
七
)
に
は
日
本
の
産
銅
量
が
世
界
一
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
早
く
聞
け
た
鉱
業
国
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

だ
か
ら
多
数
の
人
が
鉱
山
で
働
い
て
い
た
。
た
と
え
ば
金
山
と
し
て
栄
え
た
佐
渡
相
川
は
寛
永
六
年
三
六
二
九
)
に
は
人
口
二
五
万
五
百

人
と
い
う
記
録
が
み
ら
れ
る
程
で
あ
っ
た
。
鉱
山
に
は
多
数
の
労
働
者
が
集
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
鉱
山
の
抗
内
の
粉
塵
、
こ
と
に
珪
酸
(
石
英
)
を
多
量
に
含
ん
だ
粉
塵
を
吸
入
し
て
、
職
業
病
、
つ
ま
り
珪
肺
が
発
生
し
た
の
で

ゑ
U

ヲ。。

(1
l
3
)
 

こ
の
珪
肺
の
歴
史
に
つ
い
て
は
先
に
、
く
わ
し
く
ま
と
め
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
主
な
事
項
を
表
一
の
年
表
に
ま
と
め
、
こ
の
う
ち
の
い

く
つ
か
の
事
項
を
と
り
あ
げ
て
、
こ

の
職
業
病
を
当
時
は
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
立
て
て
い
た
の
か
考
え
て
み
た

( 3 ) 

し、。

「
煙車骨
」

「
よ
ろ
け
」
は
珪
肺

表
一
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
職
業
病
に
対
し
て
、
当
時
の
日
本
医
学
は
無
関
心
で
あ
っ
て
、
余
り
医
師
の
記
載
は
多
く
は
な
い
。

徳
川
の
金
山
奉
行
や
銀
山
の
代
官
も
、
直
接
、
抗
内
に
は
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
医
師
や
、
医
学
者
が
、
抗
内

に
入
っ
て
作
業
を
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
聞
き
書
き
程
度
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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佐
渡

・
紫
金
丹
施
薬

延
宝
年
間
三
六
七
三
|
八

O
〉

佐
渡
、
珪
肺
患
者
を
掘
だ
を
れ
、
疲
れ
大
工
と
い
う
。
こ
の
原
因
は
金
銀
の

毒
気
の
あ
る
石
挨
或
は
灯
油
の
煙
、
治
療
薬
に
解
煙
散

大
蔦
金
山
、
姻
と
い
う
病
で
男
は
若
死
、
三
十
二
歳
で
四
十
二
歳
の
年
の
祝

を
す
る
。
女
は
一
生
に
七
人
、
八
人
の
夫
を
も
っ

大
蔦
金
山
、
姻
と
い
う
病
気
の
原
因
は
石
粉

生
野
銀
山
、
文
政
二
|
五
年
の
三
年
半
で
煙
毒
死
一
一
一
人
、
こ
の
治
療
を

す
る
医
師
は
薬
礼
が
と
れ
ず
生
活
に
困
る

金
掘
る
人
は
地
気
に
蒸
れ
て
咳
歎
を
疾
む

ヤ
マ
ケ
の
原
因
は
油
姻

大
宮
崎
金
山
の
金
掘
辰
五
郎
、
江
戸
医
学
館
で
診
断
を
う
け
る
。
大
蔦
金
山
坑

内
で
覆
面
を
使
用
、
竹
筒
の
水
入
で
ロ
を
す
す
が
せ
る
。
掘
り
急
が
ぬ
よ
う

に
し
た

佐
渡
、
掘
だ
を
れ
の
原
因
は
油
姻
の
た
め
に
脳
破
れ
る
。
坑
夫
は
二
十
五
歳

で
六
十
歳
と
同
じ
気
持
ち
で
祝
を
し
た
。

佐
渡
、
治
療
薬
解
煙
散
を
知
る
人
も
な
く
な
っ
た
。

生
野
銀
山
、
煙
議
予
防
に
梅
干
使
用
、
当
時
坑
内
夫
人
六

O
人

日
本
伝
説
叢
書

佐
渡
の
巻
(
大
正
七
年
〉

佐
渡
四
民
風
俗

宝
暦
六
年
(
一
七
五
六
〉

秀
酒
企
乃
温
漆

享
和
三
年
(
一
八

O
一ニ〉

金
掘
病
体
惑

文
化
八
年
(
一
八
一
一
)

代
官
所
記
録

文
政
二
|
五
年
(
一
八
一
九

|
一
一
一
一
)

理
斎
随
筆

文
政
七
年
〈
一
八
二
四
)

北
窓
演
談
巻
之
二

文
政
八
年
(
一
八
二
五
)

文
政
九
年
(
一
八
二
六
〉

島
根
の
す
さ
み

天
保
十
一
年
(
一
八
四

O
〉

佐
渡
四
民
風
俗
追
加

天
保
十
一
年
三
八
四

O
〉

代
官
所
記
録

天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
〉

( 4 ) 



中

騰

斎

生
野
銀
山
、
騰
斎
の
煙
毒
薬
施
薬
〈
五
千
帖
、
代
金
二
十
両
〉

痩
惑
の
原
因
は
煙
気
石
末
、
予
防
に
息
爽
末
の
吸
入

治
療
薬
と
し
て
滝
浪
玄
白
の
救
工
丹

煙
毒
の
予
防
に
猪
牙
息
爽
末
を
か
が
せ
る
、
ま
た
は
撚
子
を
き
し
て
く
し
ゃ

み
さ
せ
る

山
気
は
金
銀
況
の
毒
に
あ
た
り
お
こ
る
。

治
療
薬
と
し
て
滝
浪
玄
自
の
救
工
丹

煙
毒
の
原
因
は
石
煙
(
石
屑
)

石
川
日
記

天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
〉

待
選
読
我
寄

弘
化
三
年
〈
一
八
四
六
〉

生
野
銀
山
庁
事
備
忘
録
の
元
竪

の
手
紙

弘
化
三
年
(
一
八
四
六
〉

橘
資
年
譜

弘
化
四
年
(
一
八
四
七
〉

生
野
銀
山
孝
義
伝

嘉
永
二
年
〈

一
八
四
九
)

鉱
山
で
は
こ
の
職
業
病
を
煙
毒
と
い
っ
た
。
抗
内
で
照
明
に
使
用
す
る
灯
油
の
油
煙
を
す
い
こ
ん
で
お
こ
る
肺
の
病
気
と
み
て
い
た
わ
け
で

( 5 ) 
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あ
る
。
抗
内
か
ら
出
て
鼻
を
か
む
と
、
真
黒
だ
っ
た
り
、
茨
も
黒
い
と
い
う
の
で
こ
の
よ
う
に
み
た
わ
け
で
、
多
く
の
医
師
も
原
因
は
煙
と
み

多

市己

フE

堅

こ
の
病
が
進
行
す
る
と
、
心
肺
機
能
障
害
が
あ
ら
わ
れ
、
労
働
や
行
動
が
不
可
能
に
な
る
。
少
し
動
い
て
も
よ
ろ
よ
ろ
す
る
の
で
「
よ
ろ

.
け
」
と
も
よ
ん
だ
。
鉱
山
で
は
今
で
も
珪
肺
を
よ
ろ
け
と
よ
ん
で
い
る
。

多

紀

フロ

堅

延
宝
年
間
三
六
七
三
l
八
O
)
に
佐
渡
の
医
師
益
田
玄
陪
が
、
鉱
夫
の
煙
毒
を
病
む
を
あ
わ
れ
ん
で
紫
金
丹
と
い
う
解
毒
薬
を
施
薬
し
た

と
い
う
記
載
は
藤
沢
衛
彦
編
の
日
本
伝
説
叢
書
「
佐
渡
の
巻
〕
に
の
っ
て
い
る
。
こ
の
薬
方
を
門
人
の
松
岡
某
に
授
け
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る

浅

栗

回

園

が
、
筆
者
の
調
査
で
は
こ
の
松
岡
某
は
佐
渡
相
川
の
松
岡
玄
盛
で
そ
れ
か
ら
十
て
十
二
代
続
い
た
当
主
の
松
岡
元
盛
氏
か
ら
松
岡
家
に
伝
つ

合

意

た
紫
金
丹
の
処
方
を
教
示
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
紫
金
丹
施
薬
は
事
実
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
延
宝
年
聞
は
ラ
マ
ッ
チ
ニ
の
著
書
、

芸
家
の
病
気
」
よ
り
三

O
年
ば
か
り
前
に
あ
た
る
。

)11 

て
い
た
。

「工



大
葛
金
山
の
煙
毒

す

す

き

菅
江
真
澄
(
本
名
白
井
英
二
秀
雄
一
七
四
五
|
一
八
二
九
)
は
享
和
三
年
三
八

O
三
)
に
「
秀
酒
企
乃
温
濡
(
秀
酒
企
の
い
で
ゆ
〉
」

い
う
紀
行
を
書
い
て
い
る
。
こ
の
年
の
五
月
に
今
の
尾
去
沢
鉱
山
に
近
い
、
当
時
の
大
蔦
金
山
を
訪
問
し
て
い
る
。
五
月
五
日
は
節
句
の
祝
で

金
山
は
休
目
だ
っ
た
が
、
金
吹
屋
を
見
学
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
記
事
の
お
わ
り
に
、
こ
の
大
耳
金
山
の
珪
肺
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。

「
わ
き
て
こ
こ
の
こ
が
ね
山
は
、
こ
と
山
と
こ
と
な
る
ふ
り
多
し
、
い
つ
ら
の
山
に
て
も
、
か
な
ほ
り
の
工
と
な
る
身
は
、
畑
て
ふ
病
し
て
齢

み
じ
か
く
、
四
十
と
世
に
ふ
る
は
ま
れ
な
り
、
:
:
:
(
中
略
〉
:
:
:
か
な
ほ
り
の
家
に
て
は
、
男
の
三
十
二
と
齢
の
つ
も
れ
ば
、

よ
そ
ち
ふ
た

つ
の
と
し
祝
ひ
の
こ
こ
ろ
も
て
、
年
賀
し
け
る
と
な
ん
、
さ
り
け
れ
ば
、
誰
れ
も
女
は
若
く
し
て
男
に
を
く
れ
、
身
の
老
ぬ
る
ま
で
は
、
七
た

り
八
た
り
夫
を
も
た
る
が
多
し
と
、

声
の
み
て
話
り
け
る
に
、
な
み
た
お
ち
た
り
」

大
蔦
金
山
で
は
「
畑
て
ふ
病
」

(
煙
毒
〉
で
男
は
若
死
す
る
の
で
、
普
通
は
四
十
二
歳
で
と
し
厄
を
祝
う
の
を
、
こ
の
大
首
相
で
は
三
十
二
歳

で
四
十
二
歳
と
同
じ
心
持
ち
で
祝
っ
て
い
る
。
男
が
若
死
す
る
の
で
女
は
一
生
の
聞
に
七
人
、
八
人
の
夫
を
も
っ
と
書
い
て
い
る
わ
け
で
「
な

み
た
お
ち
た
り
」
と
真
澄
は
書
き
残
し
た
わ
け
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
は
ア
グ
リ
コ
ラ
(
〉
伺
ユ
nogu

。・一
四
九
四
|
一
五
五
五
)
が
「
デ

・
レ
・
メ
タ
リ
カ
(
り
巾
円
四

γ
P
E
-
-
8
5
8
)」
と
い

う
書
物
を
あ
ら
わ
し
、
そ
の
な
か
で
カ
ル
パ
チ
ア
の
鉱
山
に
は
男
が
つ
ぎ
つ
ぎ
肺
の
病
気
で
倒
れ
た
の
で
、

〈

5
〉

た
婦
人
が
い
る
と
書
い
て
い
る
。
ア
グ
リ
コ
ラ
は
十
五

・
六
世
紀
、
菅
江
真
澄
は
十
八
、
九
世
紀
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ

一
生
の
う
ち
に
七
人
も
夫
を
も
っ

れ
に
し
て
も
、
全
く
同
じ
内
容
が
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
鉱
山
の
労
働
条
件
や
、
鉱
山
の
抗
内
の
環
境
条
件
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
大
高
金
山
か
ら
江
戸
の
医
学
館
へ
、
こ
の
職
業
病
の
治
療
の
教
示
を
も
と
め
た
「
金
掘
病
体
書
」
の
草
稿
が
残
っ
て
い
る
。
文
化
八
年

(
一
八
一
一
)
の
手
紙
で
あ
る
。

と

( 6 ) 



「
金
掘
病
体
重
同

十
四
五
歳
よ
り
昼
夜
格
番
に
鋪
内
に
入
宜
き
砿
石
を
掘
り
身
体
の
力
を
撃
と
鎚
と
に
入
れ
働
候
故
汗
を
流
呼
息
せ
わ
せ
わ
敷
畑
の
如
き
石
粉

呼
息
に
臨
ひ
て
飲
込
申
候

竹
煙
又
は
昼
夜
出
湿
を
得
候
事
は
金
掘
同
様
鋪
内
に
居
る
者
も
有
之
候
へ
共
石
粉
を
呑
不
申
故
に
や
老
年
迄
病
無
之
候
:
:
:
(
以
下
略
)
」

こ
の
あ
と
に
極
め
て
適
確
な
こ
の
病
気
の
症
状
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

抗
内
で
労
働
し
て
、
呼
吸
に
し
た
が
っ
て
石
粉
を
吸
い
こ
む
、
抗
内
に
い
て
も
石
粉
を
吸
い
こ
ま
な
け
れ
ば
老
年
ま
で
病
気
は
お
こ
ら
な

い
、
つ
ま
り
病
気
の
原
因
は
石
粉
だ
と
か
い
て
い
る
。
病
気
の
た
め
に
抗
内
で
の
労
働
を
中
止
し
て
も
、
二
、
三
年
し
て
か
ら
石
粉
の
ま
.
さ
つ

た
黒
い
疫
を
は
く
よ
う
に
な
る
と
も
書
い
て
い
る
。

こ
の
病
体
書
の
珪
肺
の
症
状
に
つ
い
て
は
く
わ
し
い
こ
と
は
ふ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
症
状
の
記
載
が
余
り
に
適
確
な
の
で
、
こ
の
病
体
書

の
筆
者
の
荒
谷
忠
兵
衛
は
医
師
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
大
基
金
山
に
は
今
で
い
う
産
業
医
が
い
た
と
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
と
こ

ろ
が
、
実
は
こ
の
筆
者
は
医
師
で
は
な
く
、
大
基
金
山
の
山
主
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
な
ら
鉱
山
会
社
の
社
長
で
あ
る
。
荒
谷
忠
兵
衛

は
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
以
来
、
大
葛
金
山
の
山
主
で
あ
っ
た
。

( 7 ) 

文
政
九
年
(
一
八
二
六
〉
に
は
こ
の
金
山
の
金
掘
辰
五
郎
と
い
う
患
者
を
江
戸
に
送
っ
て
診
断
を
受
け
さ
せ
て
い
る
。
当
時
の
医
学
館
は
多

紀
元
胤
の
時
代
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
金
山
で
は
覆
面
と
い
う
物
で
、
ほ
こ
り
を
防
ぐ
こ
と
、
抗
内
で
竹
筒
に
い
れ
た
水
で
ロ
を
す
す
が
せ
る
予

防
も
や
っ
て
い
る
。

と
に
か
く
、
当
時
の
医
学
が
、
こ
の
粉
塵
に
よ
る
職
業
病
に
適
確
に
答
え
る
す
べ
を
知
ら
な
か
っ
た
時
、
す
で
に
鉱
山
の
現
場
で
は
事
業
主

で
あ
る
山
主
以
下
の
労
働
者
は
、
こ
の
病
気
の
原
因
を
知
っ
て
い
て
そ
の
予
防
に
も
心
が
け
て
い
た
。
医
学
に
期
待
し
た
の
は
治
療
薬
だ
っ
た

が
、
医
学
は
そ
れ
に
も
答
え
て
は
い
な
い
。

宝
暦
の
頃
に
は
佐
渡
で
解
煙
散
が
治
療
に
用
い
ら
れ
た
と
い
う
が
、
九
十
年
ば
か
り
た
っ
た
天
保
年
聞
に
は
解
煙
散
は
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
っ



た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

生
野
銀
山
の
煙
毒

徳
川
の
天
領
で
あ
っ
た
生
野
鉱
山
で
も
煙
毒
は
大
問
題
で
あ
っ
た
。
山
田
仁
右
衛
門
の
代
官
時
代
の
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
か
ら
文
政
五

年
〈
一
八
二
一
)
に
か
け
て
の
煙
毒一
死
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
が
、
文
政
二
年
(
一
八
一
九
)
が
三
十
二
人
、
同
三
年
(
一
八
二

O
〉
は
二
十

六
人
、
同
四
年
(
一
八
一
一
一
〉
三
十
四
人
、
同
五
年
(
一
八
二
二
)
六
月
ま
で
の
煙
毒
死
二
十
五
人
、
さ
ら
に
六
月
現
在
で
生
存
し
て
い
る
煙

義
人
(
患
者
〉
数
は
二
十
六
人
と
あ
る
。

当
時
の
抗
内
労
働
者
数
を
考
え
る
と
権
患
率
は
熱
め
て
高
い
。

そ
こ
で
こ
の
予
防
に
代
官
も
力
を
つ
く
す
こ
と
に
な
る
。

天
保
年
聞
に
大
草
太
郎
左
衛
門
と
い
う
代
官
が
生
野
に
在
勤
し
た
。
天
保
十
三
年
(
一
八
九
二
)
に
当
時
の
幕
府
の
勘
定
奉
行
の
井
上
備
前

守
か
ら
奥
州
の
鉱
山
で
や
っ
て
い
る
よ
う
に
煙
毒
予
防
に
抗
内
に
は
い
る
時
に
梅
干
を
口
に
含
ん
で
入
り
、
抗
内
か
ら
出
た
時
に
濁
酒
を
一
杯

の
む
と
、
煙
気
を
は
ら
い
、
煙
毒
の
予
防
に
な
る
か
ら
、
梅
樹
を
植
え
て
梅
の
実
を
と
れ
と
大
草
代
官
あ
て
に
通
知
が
き
て
、
代
官
所
で
は
早

速
、
生
野
の
金
持
ち
六
人
に
梅
の
木
を
寄
附
し
て
ほ
し
い
と
い
う
回
状
を
出
し
て
い
る
し
、
梅
干
を
割
り
あ
て
る
抗
内
の
人
数
を
書
き
と
め
た

記
録
が
残
っ
て
い
る
。
天
保
十
三
年
(
一
八
四
二
)
十
二
月
五
日
の
記
録
で
、
合
計
八
六

O
人
、

(
掘
大
工
五
二

O
人
、
平
子
二
五
三
人
、
樋

引
七
一
人
、
山
留
二
ハ
人
)
で
煙
毒
除
梅
干
を
割
渡
す
人
数
と
書
い
て
あ
る
。
当
時
の
日
本
産
業
を
考
え
る
と
労
働
者
数
八
六

O
人
と
い
う
の

は
大
変
な
数
で
、
同
時
に
極
め
て
高
い
擢
患
率
が
問
題
に
な
ら
ぬ
わ
け
が
な
い
。

勝
田
次
郎
と
い
う
代
官
が
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
か
ら
嘉
永
二
年
(
一
八
四
九
)
ま
で
生
野
に
在
勤
し
た
。
こ
の
代
官
は
小
川
合
意
を
生

野
に
ま
ね
い
て
司
教
に
し
た
。
小
川
合
意
は
ま
た
勝
田
の
命
で
「
生
野
銀
山
孝
義
伝
」
を
著
わ
し
た
。
こ
の
な
か
に
煙
毒
の
記
事
が
あ
る
。

さ
て
こ
の
勝
田
次
郎
は
代
官
と
し
て
赴
任
す
る
時
、
医
学
館
の
多
紀
元
竪
に
煙
毒
の
治
療
法
を
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
多
紀
元
竪
の

( 8 ) 



「
時
還
読
我
書
」

の
続
録
に
元
堅
自
身
が
書
い
て
い
る
。

「
金
銀
抗
ノ
役
夫
ハ
壮
実
ナ
ル
モ
四
五
年
ニ
シ
テ
必
ス
咳
欺
気
急
シ
テ
死
亡
ニ

就
ケ
リ
ト
轟
歳
勝
目
次
郎
ノ
但
馬
銀
山
ニ
赴
ク
ト
キ
人
ヲ
シ
テ

余
ニ
其
治
方
ヲ
商
レ
リ
余
ヲ
モ
ヘ
ラ
ク
煙
気
石
末
ノ
肺
-
一
一
刻
着
ス
ル
ナ
ラ

ン
芭
英

一
味
ヲ
末
シ
テ
役
夫
ノ
抗
ヨ
リ
出
ル
毎
一
一
之
ヲ
娘
テ
噴
嘘
セ

シ
メ
ハ
預
防
ク
コ
ト
モ
ア
ラ
ン
カ
ト
答
タ
リ
:
:
:
(
以
下
略
)
:
:
:
」

さ
ら
に
生
野
代
官
所
の
庁
事
備
忘
録
に
は
多
紀
元
堅
か
ら
の
連
絡
が
残
さ
れ
て
い
る
。
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
)
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

「
鉱
山
鉱
丁
病
状
相
考
候
処
日
々
御
用
済
之
節
噴
嘘
為
度
さ
せ
候
は
ば
肺
臓
え
染
込
候
油
煙
の
気
自
然
開
達
い
た
し
歎
欺
之
患
に
も
相
成
申
間

敷
き
ゃ
に
奉
存
候
尤
噴
岡
地
為
致
候
に
は
猪
牙
邑
英
之
末
を
為
嘆
候
て
も
撚
子
を
さ
し
候
て
も
宣
か
る
べ
き
事
に
御
座
候
」

抗
内
か
ら
出
た
と
こ
ろ
で
猪
牙
巴
爽
を
粉
末
に
し
て
か
が
せ
る
か
、
こ
よ
り
を
鼻
に
い
れ
て
、
く
し
ゃ
み
を
さ
せ
、
煙
気
を
呼
出
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

さ
ら
に
元
堅
は
「
時
還
読
我
書
」
の
な
か
で
滝
浪
玄
伯
が
つ
く
っ
た
救
工
丹
の
こ
と
を
記
載
し
、
六
、
七
日
た
つ
と
か
な
ら
ず
黒
い
疾
、
黒

い
使
が
出
て
次
第
に
快
癒
す
る
と
書
い
て
い
る
。
浅
田
粟
園
も
そ
の
著
「
橘
黄
年
譜
」
で
ギ
チ
と
い
う
鉱
粉
を
主
と
し
た
佐
渡
の
人
滝
浪
玄
伯

の
救
工
丹
を
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
救
工
丹
は
油
お
と
し
を
意
味
し
て
い
た
よ
う
だ
。

生
野
鉱
山
で
は
こ
の
ほ
か
、
天
保
十
四
年
(
一
八
四
三
)
に
中
川
騰
斎
の
煙
毒
薬
を
施
薬
し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

お

わ

り

現
在
で
も
重
要
な
職
業
病
の
一
つ
で
あ
る
塵
肺
の
な
か
の
珪
肺
を
徳
川
時
代
の
鉱
山
の
歴
史
の
な
か
で
概
観
し
た
。
こ
の
時
代
の
医
学
は
環

境
の
病
気
に
ほ
と
ん
ど
注
意
を
は
ら
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
記
録
も
多
く
が
聞
き
書
き
で
、
治
療
薬
も
漢
方
医
流
の
考
え
方
に
従
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
多
紀
元
竪
が
、
く
し
ゃ
み
を
さ
せ
て
、
油
煙
や
石
末
を
は
き
出
さ
せ
よ
う
と
考
え
た
こ
と
は
、
効
果
は
と
も
か
く
注

目
す
べ
き
態
度
と
考
え
る
。
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こ
う
し
た
珪
肺
の
歴
史
の
な
か
で
、
大
高
金
山
の
山
主
で
あ
っ
た
荒
谷
忠
兵
衛
が
、
煙
毒
の
原
因
は
煙
の
よ
う
な
石
粉
と
み
て
金
掘
病
体
書

を
書
い
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
し
、
こ
の
鉱
山
で
は
覆
面
と
よ
ぶ
防
塵
マ
ス
ク
を
使
用
し
た
り
、
竹
筒
に
水
を
入
れ
て
抗
内
に
入
っ
て
、
時

々
う
が
い
を
さ
せ
る
よ
う
な
予
防
を
こ
こ
ろ
み
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う
。

(
本
報
告
の
要
旨
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
の
第
七
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
報
告
し
た
〉

参

考

文

献

(
1
〉
三
浦
豊
彦

一
鉱
山
で
働
く
人
々
、
労
働
の
歴
史
(
紀
伊
国
屋
新
書
B
|
九
〉
、
紀
伊
国
屋
書
庖
、
昭
和
三
九
年

(

2

)

三
浦
豊
彦
日
明
治
前
の
鉱
山
の
環
境
、
変
貌
す
る
労
働
環
境
(
労
働
科
学
殺
害
二
八
〉
労
働
科
学
研
究
所
、
昭
和
四
五
年

〈

3
〉
三
浦
豊
彦

一
徳
川
時
代
の
環
境
の
病
気
、
煙
毒
、
大
気
汚
染
か
ら
み
た
環
境
破
壊
の
歴
史
(
労
働
科
学
叢
書
三
九
〉
労
働
科
学
研
究
所
、
昭
和
五

O

年藤
沢
衛
彦
υ

益
田
玄
陥
と
紫
金
丹
(
佐
渡
相
川
町
〉
日
本
伝
説
殻
舎
、
佐
渡
の
巻
、
二
五
、
日
本
伝
説
殻
箆
刊
行
会
、
大
正
七
年

ア
グ
リ
コ
ラ
著
、
三
枝
博
音
訳
著
、
山
崎
俊
雄
編
二
ア

・
レ
・
メ
タ
リ
カ
|
|
全
訳
と
そ
の
研
究
|
|
、
岩
崎
学
術
出
版
社
、
昭
和
四
三
年

三
浦
隻
彦

口
金
掘
病
体
書
の
筆
者
荒
谷
忠
兵
衛
は
出
主
で
あ
る
、
新
社
会
衛
生
史
ノ

1
ト
(
六
〉
労
働
衛
生
第
一

O
巻
第
六
号
、
三
七
|
三
九
、
昭

和
四
四
年

三
浦
豊
彦
一
多
紀
元
堅
と
煙
譲
治
療
薬
、
新
社
会
衛
生
史
ノ
l
ト
(
十
九
〉
、
労
働
衛
生
第
一
一
巻
第
七
号
三
七
|
四

O
、
昭
和
四
五
年

(
労
働
科
学
研
究
所
〉

(

4

)

 

(
5〉

(
6〉

(
7〉
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History of the Silicosis Problem in the Tokugawa Era 

Toyohiko MIURA 

Since the 17 th century， gold， silver and copper mining in this country has made rapid development. 

In these mines， the working places were narrow and poorly ventilated. Moreover， the woking hours were so 

long that workers occasionally stayed underground for several days. Under these circumstances， many of the 

workers su仔eredfrom silicosis， although their output was rather small due to their primitive technique. 

The oldest writing on silicosis among miners in this country is considered to be around the year 1670， in 

which it is reported that a physician of the Sado Gold Mine named Genko Masuda prescribed a medicine“Shikin-

tan" to miners as a cure for silicosis. 
(

H

H

)

 

In 1803， Masumi Sugae wrote several books giving accounts of his travels to various districts of this country， 

in which he reported as follows:“The miners of the Ookuzu Gold Mine would die very young and only a few of 

them exceede forty years of age. Accordingly many wives had seven or eight husbands in their life time". 

It attracts our attention that this story is quite similar to Agricola's account in this book “De re Metallica" 

(1556) where he wrote that a wife at the Carpathian Mine was married to seven husbands in succession in her 

life time. Chubei Araya， the owner of the Ookuzu Gold Mine， wrote a letter to a professor of the medical school 

of Edo in 1811， in which he described in detai! the symptoms of patients among the miners， asking for instru-

ctions how to treat the patients. The symptoms described in this letter correspond fairly well with those of silicotic 

patients in recent times. 



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

第

-
号

・
昭
和
五
十
一
年
一
月

昭
和
五
十
年
五
月
受
付

「コ

ン
ス
ブ
ル

ッ
ク
」

本
に
つ
い
て

|

|
付、

『
薬
学
前
府
』

『
医
学
前
府
』

「
モ
ス
ト
」

の

と

阿

五

良E

知

波

て
は

じ

め

こ
の
小
作
業
は
、
長
州
藩
旧
蔵
本
を
ふ
く
む
三
田
尻
華
蒲
医
学
校
旧
蔵
書
研
究
の
一
環
で
あ
る
。

「
コ
ン
ス
ヂ
フ
ル
ッ
ク
」

(
以
下
「
コ
ン
ス
」
と
略
称
す
る
〉
本
は
蘭
学
期
に
人
気
が
あ
っ
て
、
多
く
の
著
名
な
医
学
者
の
訳
業
が
な
さ

れ
て (1)
し、

る。

わ
た
く
し
は
、
先
年
大
阪
の
古
書
展
で
、
幕
末
期
に
描
か
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
立
派
な
「
コ
ン
ス
」
の
画
像
一
軸
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
画
像
で
象
徴
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
(
一
八
三

O
噴
)
の
蘭
学
者
の
一
部
に
は
、
「
コ
ン
ス
」
を
そ
の
頃
、
受
容
さ
れ
た

さ
ロ
宮
-
5
0官
E
O℃
伊
国
己

E
S仏
(
一
七
六
四
|
一
八
一
二
六
〉
に
匹
敵
す
る
八
名
医

V
の
範
障
に
入
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
の
想
像
が
つ

く
。
し
か
し
、
従
来
「
コ
ン
ス
」
の
研
究
は
故
関
場
不
二
彦
氏
の
そ
れ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
、
し
か
も
な
お
多
く
の
疑
問
を
残
し

て
い
る
。ω

わ
が
国
、
十
九
世
紀
前
半
期
に
活
躍
し
た
小
関
三
英
を
は
じ
め
、
高
野
長
英
、
青
地
林
宗
、
高
良
斉
、
箕
作

院
甫
、
新
宮
涼
庭
、
長
柄
春
竜
(
順
序
不
同
)
等
、
多
く
の
当
時
の
著
名
な
蘭
学
者
ら
が
、
手
が
け
て
い
る
。
そ
の
原
典
は
何
か
。
そ
し
て
、

「コ

ン
ス
」
の
訳
業
は
、

( 12 ) 



こ
の
よ
う
な
多
く
の
蘭
学
者
を
ひ
き
つ
け
た
「
コ
ン
ス
」
本
の
魅
力
は
何
か
。
そ
の
問
題
を
解
明
し
た
い
と
思
っ
た
。

青
木
周
弼
(
一
八

O
三
|
一
八
六
三
〉
は
、
長
州
藩
の
逸
材
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
緒
方
富
雄
教
授
に
よ
る
灯
)
「
字
国
川
榛
斎
は
青

木
周
弼
と
緒
方
洪
庵
と
に
そ
れ
ぞ
れ
オ
ラ
ン
ダ
語
の
病
理
学
書
(
青
木
周
弼
に
は
フ

l
フ
エ
ラ
ン
ド
、
洪
庵
に
は
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
と
コ
ン
ラ

ジ
〉
を
訳
さ
せ
、
自
分
が
そ
れ
を
参
考
折
衷
し
て
一
書
を
編
む
計
画
で
す
す
め
て
い
た
が
、
榛
斎
の
な
く
な
る
と
き
、
未
完
成
の
ま
ま
、
洪
庵

に
ま
か
さ
れ
た
の
で
:
:
:
」
と
言
っ
て
洪
庵
の
『
病
学
通
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
関
与
し
た
人
物
で
あ
る
旨
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
わ
た
く

し
は
、
こ
の
機
会
に
周
弼
が
「
コ
ン
ス
」
本
を
い
か
に
と
り
扱
っ
た
か
を
併
せ
見
た
い
と
思
っ
た
。

わ
た
く
し
は
、

「コ

ン
ス
」
に
つ
い
て
以
上
三
つ
の
疑
問
を
解
明
す
る
問
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一一、

「
コ
ン
ス
」
の
人
物
と
著
書
に
つ
い
て

)
 

司
E
A(
 
蘭
学
期
に
画
像
と
も
な
っ
た
「
コ
ン
ス
」
は
、
果
し
て
一
八
世
紀
か
ら

一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
欧
米
医
学
史
書
に
、
そ
の
名
を
と

ど
め
て
い
る
人
物
で
あ
ろ
う
か
。

著
者
の
自
の
届
き
う
る
文
献
は
知
れ
て
い
る
が
、

し
か
し
二
回
の
訪
欧
旅
行
の
機
会
を
も
併
せ
て

「コ

ン

ス
」
に
つ
い
て
注
意
し
て
探
し
て
み
た
。

ま
ず
第
一
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、

(
2
)
 

そ
の
時
え
た

ぜ〈・ロ『己
四
c-5

そ
の
画
像
を
つ
い
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

の
『
医
師
画
像
目
録
』
に
よ
る
と
、
そ
の
一

O
四
八
番
に
次
の
よ
う
な
画
像
一
部
が
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

Z
0
・
5
ぉ・

。。
5
σ
En
y
。
・
さ
・
。
-
u

〉『
N
f

口
E
l
E
8・
∞
-
S国
内

司

-
m
g
E乙
O
『回
円・

同
書
に
よ
る
と
コ
ン
ラ
ジ
の
三
部
、

フ
l
フ
ェ
ラ

ン
ド
の
一

八
部
、
時
代
は
違
う
が
ハ
イ
ス
テ
ル
の
一
九
部
の
多
数
に
比
較
し
う
べ
く
も
な
く

僅
か
一
部
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
っ
た
。

さ
ら
に
医
学
通
史
に
は
、
こ
の
の
・
ぜ
〈
・
。
・
。

g回σ
E
n
y

(
3〉

E円
凶

E
m己
の
医
学
史
書
に
の
み
、
彼
の
著
と
し
て
「
病
理
解
剖
史
」
部
の
文
献
が
左
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

(2) 

の
載
っ
て
い
る
本
は
一
部
も
な
い
。

す
で
に
古
典
と
な
っ
た

zgσ
民

間
山
内
吋
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Consbruch， With. Wilh. Geo. Chph.， Joh. Chr. Ebermaier， u. Fr. Niemann: 

Allgem. Enりclopadief urρract. Aerzte u. Wundarzte. 11 Thle， (in 19 Abtheill.)， Leipzig.， 1815-30. Barth. 

1. Thl. 1. Bd. Consbruch， G.W.， Anatom. Taschenbuch. 3. Au日.(1802) 1820 

2ー Taschenb， der palholog， A叩 ωmie.3. Aufl. (1802) 1820. 

2.一一 1Bdι PI!問 iolo勾'g.T，附 hμM附etI此2

2 Bdι Palhology. Taschellb， 2， Aufi. (1803) 1821. 

3. Consbruch， Diatel. Tasclzenbuch. 2， Aufl， (1804) 1820， 

4， 一一一一一， Tasclzellb. der ArzneimiUellelzre， 3， Aufl. (1804) 1810， 



5. Ebermaier， J.C.， Taschenb. der Pharmacie. 2. Aufl. (1819) 1822. 2剖 e.

6. ， Taschenb. der med-Chirurg. Recψtirku即 t.od Anleit. zum Verschreiben der Arzneiformeln. 4. Aufl. (1808) 

1827. 

7. Consbruch， G.W.， Klin. Taschenb. 2 Bde. 6. Auft. (1802) 1816， 1口7.

8. Eber四H凶 e叫r巳， J 心 ，Tt.口asch凶刷e町印n此3

9. ， Ta山scωhe叩nb.der C.五'hirt叩'urなgie.2一Bde.3. Aufl. (1802， 3.) 1818， 19. 

10. 1 Bd Niemann， J.F.， Taschenb. der Staats・Arzneiwissensch.I. Bd. Gerichtl. Arzneiwissenschaft. 1827. 

2 Bd. 1. Abtheil. Niemann， J.F.， Taschenb. d. Staats・Arzneωisse則的.2 Bd. 1. Abtheil. Civil-Medicinal-Polizei. 1828 

2. Abtheil. Niemann， J.F.， 2 Bd. 2 Abtheil. Militair・Medicinal-Polizei.1829. 

11. Th. Niemann， J.F.， Taschenb. der Veterinar-Wissensch. fur Medizinal-Beamte， Thierarzte u. Oekonomen. 1830. 
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要
す
る
に
「
コ
ン
ス
」
は
実
地
家
で
、
大
学
関
係
の
学
者
で
は
な
い
。
関
場
氏
の
採
用
さ
れ
た
痛
風
の
説
も
、

』
-mJ
の
0
5
σ
E
ny
の

説

で
、
こ
こ
で
言
う
「
コ
ン
ス
」
の
説
で
な
い
と
い
う
の
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。

、
モ
ス
卜
の
医
学
動
府
と
薬
学
前
府
に
つ
い
て

わ
た
く
し
は
、
こ
の
「
コ
ン
ス
」
の
人
物
と
、
そ
の
著
述
か
ら
見
て
、
蘭
(
医
)
学
の
同
じ
時
期
に
、
蘭
(
医
)
学
者
ら
に
大
い
に
歓
迎
さ

れ
た
「
モ
ス
ト
」
を
併
せ
考
え
て
見
た
い
。

o
c
g
p
r
z
g
f
p
G、
さ
玄
舎
号
、

h
g
s
S
3
F君、凡町民号
-rfN仲間・
(5
8
〉
同
∞品
。
・

O
そ
の
蘭
訳
本

。・司

-
Z
O帥
同
一
同
司
令
ミ
ロ
ミ

ksb
モ
8
三
S
F
D
与
え
向、、

ghhな
h
t
c
s
h
a
-
-
hミ九

('S
刷、旬、

hbhEえ
句〉
・

Hl印
U
内内-
-
〉
S2nEmwHHMUH∞
ω印
lH∞
ω∞・

(
佐
伯
理
一
郎
氏
旧
蔵
)

こ
の
辞
書
(
江
馬
の
い
わ
ゆ
る
『
医
学
的
府
』
)

は
蘭
(
医
)
学
期
に
非
常
に
繁
用
さ
れ
た
。
抄
訳

・
節
訳

・
特
に
「
コ
レ
ラ
」
流
行
時

に
は
、
す
ぐ
、
こ
の
辞
書
の
「
コ
レ
ラ
」
の
項
が
訳
さ
れ
て
逸
早
く
配
布
に
な
っ
た
。
そ
う
い
う
性
格
の
本
で
あ
る
。

江
馬
槽
園
訳
の
『
穆
氏
薬
論
』
時
山
-転一

見
ハ
記
三
冊
、
は
、
そ
の
凡
例
に
よ
る
と
、

「
官
折
骨
著
ス
所
ノ
薬
論
静
舟
ニ
シ
テ
上
下
二
巻
一
一
分

ッ
。
即
チ
一
千
八
百
四
十
三
年
同
四
年
の
鎚
刻
ニ
成
ル
。
同
氏
曲
目
テ
編
集
ス
ル
所
ノ
医
学
前
府
ト
誼
ス
。
着
ン
為
メ
ノ
著
作
ナ
リ
」
と
あ
る
。

「
看
ン
為
メ
ノ
著
作
ナ
リ

(
読
む
た
め
で
な
く
辞
典
の
よ
う
に
、

そ
の
語
を
引
い
て
、

そ
の
語
の
み
を
理
解
す
る
た
め
の
本
で
あ
る
の
意
〉
」

は
、
こ
の
本
の
性
格
を
最
も
よ
く
表
現
し
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
本
訳
書
(
『
薬
学
前
府
』
)
の
蘭
訳
原
典
は

。・同

-
z
g
f
p
c司令、
.
ぎ
己
主
主
ミ
ト
号
、
-ah・
P
S
H
3
h
t
sbF
E
R
号

σ室
内

σ『
0
5
2
2
5
2官
5
5
&立
問
。

oz
m
2
5
・

門町ロ同

σ
g
F
Z
S『
}

岡

市

再

出

o
o
m仏
・
仏
。
。
円
。
・
開

-Eaロ回一
5
・
〉

SM門
-
E
S
E
t
-
N
門出口
・

で、

モ
ス
ト
の
前
述
の
「
医
学
簡
府
」
と
同
じ
形
式
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に
記
載
さ
れ
た
、
百
科
(
医
学
)
全
書
的
性
格
を
持
っ
た
本
で

( 16 ) 



あ
る
。
全
く
「
看
ン
為
メ
ノ
著
作
ナ
リ
」
で
あ
る
(
川
本
幸
民
草
訳
『
諜
私
多
綴
毒
病
篇
』
も
、
モ
ス
ト
の
訳
本
で
あ
る
)
。

「
コ
ン
ス
」
と
「
モ
ス
ト
」
は
同
じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
小
関
三
英
の
大
き
な
訳
業
『
昆
私
内
科
治
論
』

(
写
本

・
二
二
冊
)
の
原

η
4
 

奥
〈
蘭
訳
本
)
が
、
フ

l
フェ

ラ
ン
ド
の
よ
う
な
八
名
医

V
の
論
述
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
医
学
百
科
全
書
風
の
一
部
の
訳
で
あ
る
と
い
う
結

論
が
得
ら
れ
た
。
こ
の
事
は
、
当
時
の
蘭
(
医
)
学
の
性
格
を
よ
く
象
徴
し
て
い
る
と
思
う
。
わ
た
く
し
は
「
コ
ン
ス
」
を
八
名
医

V
の
範
時

に
入
れ
て
考
え
て
い
た
の
で
、
期
待
外
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
結
論
の
方
が
正
し
い
の
で
あ
る
。

四

「
コ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
」
本
の
原
典

(
蘭
訳
本
〉

(1) 

前
述
の
よ
う
に
当
時
の
多
く
の
蘭
学
者
が
「
コ
ン
ス
」
本
を
訳
し
た
が
、

「
コ
ン
ス
」
本
の
ド
イ
ツ
語
原
典
が
十
二
部
か
ら
成
っ
て

い
る
と
す
る
と
、
そ
の
蘭
訳
本
の
探
究
が
、
次
の
探
究
課
題
と
な
っ
て
く
る
。

N
W
3.吉伸
S
S
H
e
h
n白
目白な
h
E可巴白
Z

句。向持旬、ご

]戸斗匂
O

H

∞ω
M
・

( 17 ) 

℃・
]
F
H

叶
・
に
よ
る
と
、
前
述
の
「
コ
ン
ス
」
の
医
学
百
科
全
書
、
十
二
部
の
内
、
蘭
-訳
さ
れ
て
い
る
次
の
部
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

回
。
o
E
σ
E
n
y
w
(の・ぜ〈・〉
u
b望
丸
宮
崎
枠
色
町
、
白
目
h
s
s
R
t
E
S
s
b
h
ロ血管

7
2
出
8
1
E
zny
色。。門司
-
Sロ
門
戸
内
『
野
内
四
四
g
-
雪
∞
〈
0

・
M∞
H白・

〉ヨ凶向。円円四
H
W
B
U
F
-
〈同ロ何回・

N

I
l
l
i
1
1
1・
の
さ
さ
宮
昌
弘
九
h
b
b
z
&三
官
。
司
、

BEDh-r
白号、
=h
ロ曲目円

E
Z
o
m
E
z
n
y
u
仏
g
『w

z
・。
-
Z
4℃
g
w
N

島市内
-
g
w
伺円・

H
N
S
o
w
H∞
N仏
w
〉

5
2
2品川口
F
H
N・司・回
2
2
5同)・

bb誌な
R
F
K句、

hz言』
ra
えぬ向。お』
E
K
E
3
k
m
h
E
S『
7
2
出。。間牛
E-zny"
円四0
0
『の・明・】
Moo--
∞〈
0

・
混
同
印
、
〉
ロ
H22骨
EU

ω-

m
-司・
切
内旬、口門司
D
℃・

品・

"

g
』・。・何回
一何回同冨〉
E
m
u
b段
、
ヨ
毘
苦
言
。
吾
、
ミ
た
な
お
ら
.
2
5
色町、同偽記
2

・2
』志向
S
s
b
h
s
-
w
E
M
W『
FO同
国
g
伺仏
E
T

any-
回目円四円。同

ω
円山内島市内
Y
H
N
E
o
u
H∞N印
〉
国
民
丹
市
三
mgw
同・司・切
2
2
5℃・

わ
が
蘭
学
者
の
訳
書
に
は
、

い
ず
れ
も
「
和
蘭
、
減
辺
翻
訳
」
と
し
で
あ
っ
て
、
前
表
の

2
、

す
な
わ
ち
の
同
g
s
E
Z九段

~NSKFb込

q
g、



』

J
a
h
r
h
b
h
b
z
z
h
S
R
F
2
E
0
0
1
5
z
n
y
仏

0
2
2・。・富市匂同
)
g
u
N
仏

2
F
P
E
E
-
〉
B臼

門

m
E恒一同
H
M

が
こ
れ
に
相
当
す
る
。
池
田
哲
郎
氏

ら
の
『
見
在
蘭
書
目
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の

2
と
3
と
が
輸
入
さ
れ
見
在
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
長
州
藩
旧
蔵
本
に
は
、

(2) 
の
の
S
S
E
Z
h
p
h
h同
S
K
F
2持
が
一
組
見
在
し
て
い
る
。

表
紙
に
は
『
昆
斯
内
科
治
論
』
と
書
か
れ
た
表
紙
一
杯
の
題
筆
が
輸
入
後
に
貼
布
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
タ
イ
ト
ル
ベ

1
ヂ
は
左
の
通
り

で
あ
る
。

(3) 

DIG HANDBOEK GENEESKU 

VOOR 

PRAKTISCHE AR TSEN 

DOOR 

G.W. CONSBRUCH， 

こ
の
画
像
が
果
し
て
「
コ
ン
ス
」
な
の
か
、

不
明
で
あ
る
。
前
記
、

naar het Hoodguitsch 

door 

N.C. MEPPEN. 

EERSTE DEEL 

Tweede veel vermeerde Druk. 

画

像

Te AMSTERDAM bij 

R.J. BERNTROP 

MDCCCXXIV 

あ
る
い
は
出
版
し
た

戸
』
・
回
四
百
円
円
。
℃

の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
な
ど
の
一
種
の
商
標
な
の
か

ド
イ
ツ
原
典
表
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に

2
部
の
「
生
理
学
」
の
本
に
「
コ
ン
ス
」
の
肖
像
が
載
っ
て
い
る
よ
う
に
書

前
記

( 18 ) 



い
て
あ
る
。
幕
末
に
描
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
、
わ
た
く
し
の
見
た
画
像
は
、
恐
ら
く
、
今
述
べ
た
「
治
論
」
の
方
の
画
像
を
「
コ
ン
ス
」
な
る

も
の
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
上
述
の
長
州
藩
本
の
画
像
に
は
、〉・

5
ロ
rm-a-
内在・

と

の・開

-
Z担
5
5・
ω
2
f・
と
画
像
の
作

者
と
エ
ッ
チ
ン
グ
の
作
者
と
が
銘
記
し
て
あ
る
。

(4) 

長
州
藩
旧
蔵
の
「
コ
ン
ス
」
蘭
訳
本
の
第
一
巻
が
第
二
巻
よ
り
新
し
い
一
八
二
四
年
の
再
版
本
で
あ
っ
て
第
二
巻
は
逆
に
一

八
一
一
一
年

の
初
版
本
で
あ
る
。
小
関
三
英
は
じ
め
、
多
く
の
訳
者
は
一
八
一
二
年
版
本
で
訳
業
を
果
し
た
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
本
だ
け
か
ら
言
え

ば
、
早
く
か
ら
「
コ
ン
ス
」
を
訳
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
長
州
藩
の
よ
う
な
雄
藩
と
な
る
と
、

い
ず
れ
も
減
辺
蘭
訳
本
に
よ
っ
た
旨
が
記
し
て
あ
る
か
ら
、
前
に

「
コ
ン
ス
」
本
が
一
部
で

は
な
く
何
部
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
小
関
三
英
の
訳
業
を
は
じ
め
、

あ
げ
た
四
つ
の
蘭
訳
本
の
う
ち
こ
の
蘭
訳
本
を
底
本
に
し
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

次
に
「
コ
ン
ス
」
の
前
記
ド
イ
ツ
語
原
典
十
二
部
の
内
の

7
、
つ
ま
り

己
主
h
h
Z

M
l白
h
hb
R
Z
F
R
hb

が
、
蘭
訳
本
の
原
典
で
あ
る
証
明
は
、
蘭

訳
本
の
訳
者
メ
ッ
ベ
ン
の
書
い
た
緒
言
の
中
に
、
は
っ
き
り
出
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
年
金
沢
の
津
田
進
三
氏
と
図
書
館
当
局
の
お
厚
意

( 19 ) 

に
よ

っ
て
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
の
「
蒼
竜
館
本
」
の
中
に
あ
る
メ
ッ
ベ
ン
蘭
訳
本
の
写
本
を
見
せ
て
頂
き
、
そ
こ
に
も
は
っ
き
り
そ
の
事
が
述

ベ
て
あ
る
こ
と
を
確
め
え
た
。

(5) 

そ
の
内
容
は
、
回

S
F
E
S
を
筆
頭
に
〈

g
∞5
2
8
w
∞g-rω
色
w〈
O
間内
「
出
口
笠
宮
内
「
河
内巳
の
治
論
を
採
っ
て
編
集
し
た
旨
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
の
蘭
学
者
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
性
格
の
本
が
最
も
歓
迎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
こ
の
本
の
内
容
は
、
フ

l
フ

最
後
に
附
言
し
た
い
こ
と
は
、

(
9
)
 

間
で
知
ら
れ
て
い
る

』
・司
-
E再
三
再
四
号

N
Z
Sロ
の
本
の
中
に
出
て
く
る
「
コ
ン
ス
」
で
あ
る
。
こ
の
「
コ
ン
ス
」
は
。
・宅・
。
・
。
。ロ争
E
nF

ェ
ラ
ン
ド
本
に
典
拠
し
た
と
こ
ろ
が
最
も
多
い
。
第
一
巻
は
総
論
と
熱
論
、
第
二
巻
は
そ
の
他
の
各
論
で
よ
く
整
理
、
体
系
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ン
ス
」
の
欧
米
医
史
学
書
で
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の
証
明
の
一
つ
と
し
て
日
本
の
医
史
学
者
の

の
「
コ
ン
ス
」
で
な
く
、』・〉・

の
OE
σ
Eny
に
誤
り
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
そ
の
著
書
名
は
、

誤
り
も
な
く
前
者
の

「
コ
ン

ス
」
の
蘭
訳
本

。
、
=S
E苫
九
段

、叫

SRS
2ト
が
挙
げ
て
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
本
の
著
者
の
意
図
は
、
あ
く
ま
で
今
述
べ
て
い
る

「
コ
ン



「コ

ン

ス
」
を
論
じ
て
い
る
心
算
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

前
に
述
べ
た
血
液
学
者
の

』
司
・
。
。
ロ
&
Enr
と
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ス
」
が
、
欧
米
医
学
史
で
は
、
い
か
に
軽
く
見
ら
れ
て
い
る
か
の
好
例
で
あ
る
。
「
コ
ン
ス
」
蘭
訳
本
が
、
蘭
学
期
の
わ
が
国
と
、
蘭
訳
し
た

当
時
の
オ
ラ

ン
ダ
と
の
間
で
も
こ
の
よ
う
な
価
値
観
の
相
違
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
号

N
Z
Eロ
本
に
は
、
そ
の
索

引
に

も
、

の
0
5
σ
E
n
y
-
-
p
u
と
誤
記
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
軽
く
あ
し
ら
っ
て
い
る
証
拠
で
あ
る
。

は
っ
き
り

五

「
コ
ン
ス
ブ
ル

ッ
ク
」
本
の
和
訳

)
 

唱

Eh
・

(
 

「
コ
ン
ス
」
本
の
蘭
学
者
ら
の
価
値
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
医
学
の
治
療
学
を
体
系
的
に
「
看
ル
タ
メ
ノ
本
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
当

時
の
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
効
率
の
よ
い
本
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ

l
フ
ェ
ラ
ン
ド
の
よ
い
参
考
書
で
あ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
フ

i
フ
ェ

ラ
ン
ド
の
病
理
学
は
、

生
気
を
中
心
と
し
た
折
衷
的
生
気
論
で
あ
る
。
そ
の
前
に
受
容
し
た
ラ
イ
デ
ン
学
統
の
機
械
論
的
な
医
学
思
想
を

混
じ
た
「
繊
維
学
説
」
よ
り
は
理
解
し
易
か
っ
た
(
漢
方
的
な
有
機
論
と
同
じ
性
格
で
あ
る
か
ら
)
に
し
て
も
、
フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ド
の

EHE-

-合
同
塁
。
・
(顎

護

活

J
h
h
r
畑
)
は
、
哲
学
的
で
難
解
で
あ
っ
た
。

ω
訳
書
の
一
つ
『
西
医
原
病
略
』
(ぽ
暫
森
川川町濁
閥酬心理
)
は
、
そ
の
「
題
言
」
に
よ
る
と
、

「
コ
ン
ス
」
の
病
理
論
の
訳
で
は
な
く
、
前
述
の

『
治
論
』
の
訳
、

『
西
洋
内
科
大
成
』
か
ら
、

そ
れ
を
読
み
、

理
解
す
る
に
必
要
な
「
原
病
ノ
精
言
ヲ
集
メ
」
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い

2ν
ス

プ

ル

フ

，

フ

t
へ
，

y
v

る
。
タ
イ
ト
ル

・
ペ
ー
ジ
に
「
説
本
子
工
私
蒲
略
個
、
兼
取
扶
駄
郎
度
言
」
と
あ
る
。
そ
の
頃
は
、
フ
l
フ
ェ
ラ
ン
ド
が
難
解
で
あ
る
か
ら
、

俗
解
の
「
コ
ン
ス
」
で
解
説
す
る
の
で
な
く
て
、

「コ

ン
ス
」
の
原
病
の
学
説
〈
コ
ン
ス
ト

・
ウ
ォ
l
ル
)
を
解
説
し
て
フ
l
へ
ラ
ン
ド
勺
補

っ
た
痕
跡
が
あ
る
。

「
コ
ン
ス
」
の
こ
の
よ
う
な
語
解
が
あ
る
こ
と
は
、
当
時
の
「
コ
ン
ス
」
に
対
す
る
位
置
が
、
西
欧
で
の
地
位
と
は
比
較

に
な
ら
な
い
よ
う
な
重
さ
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「コ

ン
ス
」
の
和
訳
書
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

(3) 
(a) 

長
州
藩
本

( 20 ) 



題
筆
『
昆
私
内
科
治
論
』

J
d咽
岡
崎
「
問
-
一
一
献
に
上
編
(
巻
一
ー
一
三
〉
、
下
編
ハ
巻

一
l
一
八
)
、
上
編
薬
剤
一

冊、

計
二
ニ
冊、

写
本

(1) 
一寸

明
倫
館
印
しー

ー司 =;] 

昆;西
私ス医
内原
科病
集略
成 』
』 英篤

)斉

小和夫先
田保生

関関三訳

三滅tJ述

芸員2五五
述駅お霊

(4) (3) (2) 

注

(「
明
倫
館
印
」
)

写
本
巻
一
|
三
、
四
(
欠
〉
、

後
編
巻
一

五
ー
六
、

(
神
経
〉

l
七

(
小
児
)

小
児
の
巻
七
の
巻
末
に
大
尾
と
あ
る
。

(
「
明
倫
館
印
」
)

『
袖
珍
内
科
治
方
書
』
前
編
、
巻
二
(
「
明
倫
館
印
」
)

ω
富
士
川
本
(
京
大
)

『
コ
ン
ス
プ
リ
ュ
ッ
ク
学
語
略
解
』

タ
イ
ト
ル

・
ペ
ー
ジ
に
『
西
医
原
病
略
』
と
あ
る

(
注
)
長
州
務
本
の
前
記

ωの
刊
本
で
あ
る
。

ω
『
泰
西
内
科
集
成
』
航
諸
一
説
明
州
当
期
一w
写
本

(
注
)
・
長
州
藩
本
の

ωの
残
欠
本
。

4
'
ル
タ

ω
『
見
斯
貌
爾
甑
』
写
本
、

付

蒼

龍

館

本

一
冊、

巻
一

l
七
。
青
地
林
宗
(
盈
)
訳

『
工
私
貌
爾
組
』
一
一
一

O
巻
、
写
本
、

一
三
冊

(
墨
屑
注
釈
、

一
八
一
二
年
鑑
刊
)

(3) (2) 

注

長
州
藩
本
の

ωと
同
じ
。

『
学
説
略
記
』
卦
4
一一川瑞一
一守
山
川
別
名
『
西
医
原
病
略
』

。
・
ぜ
〈

-
C
o
E
σ
Enp

p
ミ
S
E
=kth
同
S
KF
2
』

S
ミ
』
u
E
Ehhb句
人
也、
言

昌
也
口
白伊
『
宮
内
門

司

oomE
F
Z
n
v
仏

0
2
2・
。
・
宮
内
匂
同
河
口

本

( 21 ) 
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付)
(8) (7) (6) (5) 似)(3) (2) (1) 

藤
井
尚
久
著臼

「
本
邦
内
科
史
」
登
載
訳
書

一
八
三
二

青小
地関

良林三
斉宗英
信"il =;] =;] 

公;公;泰
斯十私ス西
貌Z貌1内
律ツ爾ア科
屈タ組タ集

内内成
科科』

書書天
(k， (k，保

(
『
西
医
新
書
』
、
文
政
一

て

一
八
二
七
)

高長
柄
為
賀

書
名
不
明

高
野
長
英
『
内
科
書
』

箕
作
院
甫
『
孔
思
蒲
律
古
方
剤
』

新
宮
涼
庭

=;] =;] 

公:泰
斯ス西
貌7疫
律3論
苦タ』

内号事
科手宍
祁I_一
珍二八
色目 スニニ

プ三
ルフ

タフ

同

「
コ
ン
ス
」
本
の
凡
例
を

訳
書
の
う
ち
、
代
表
訳
業
は
、
小
関
三
英
の
も
の
で
あ
る
。
車
両
地
林
宗
(
一
七
七
五

l
一
八
二
三
)
の
も
の
は
、

「
コ
ン
ス
」
蘭
訳
本
の
緒
言
に
出
て
い
る
ド
イ
ツ
語
原
典
同
宣
言
主
同
吋
S
S
S
F
S
?
を
題
名
と
し
た
の
は
、

採
っ
て
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

新
宮
涼
庭
の
「
コ

ン
ス
」
の
『
内
科
袖
珍
』
と
長
州
藩
旧
蔵
の
「
コ
ン
ス
」
訳
稿
本
の
二
つ
の
み
で
あ
る
。

藤
井
尚
久
氏
に
よ
る
と
、

。・ぜ〈・。
・
0
0
5
r
R
Y
-
N
W町
民
主
'

箕
作
庇
甫
(
一
七
九
九
|
一
八
六
一
二
)
の
「
コ
ン
ス
」
の
『
方
剤
』
の
剤
は
、

K
E
3
h
色町、
b

凡
な
忌
ミ
飢
え
丸
町営
な
h
s
とな

S
h
s
z
w
H
と
し
て
あ
る
が
、

蘭
訳
本
(
メ
ッ
ベ
ン
蘭
訳
〉
、
つ
ま
り

〉

5
2
U
E
EmZ
か
各
章
末
の
方
剤
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
と
判
断
す
る
。

ω
こ
こ
で
特
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
高
野
長
英
が
、

コ
ソ
ス

2

Y
ス

『
全
集
』
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
「
昆
斯

・
小
児
病
門
」
と
「
見
斯

・
痘
麻
門
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
蘭
訳
本
の
、
前
者
は
第
二
巻
、
七

O
一
ー

N
5
r
gロ円凶
巾円

剛内
5
仏

2
3
の
章
、

E-m
m
5
2
5
。『
O口会丹
市】江口
問
2
5
宮
口
国
内同
四
回
刊
y
g号
ロ
ロ
間

g
ぐ
R
N
O
G
5間
色
町
司
自
ロ
・

七
六
八
頁
。

「
コ
ン
ス
」
の
著
述
に
、
こ
う
し
た
本
は
な
い
の
で
、
私
は
「

コ
ン
ス
」

。
2
8E
ミ
一
命
、
同
白
え
宮
町
b

・
第

一、

第
二
巻
の
巻
末
に
あ
る
「
方
剤
」、

m
qお
り
R

N胆
g
g
m
g
E号

「
コ
ン
ス
」
本
を
、
蘭
文
の
ま
ま
写
本
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

( 22 ) 



円片足ロ
・
に
該
当
し
、
後
者
は
、
第
一
巻
の
五
六
二
|
六
三
五
頁
、
宮
伊
Nm-gu

。町内
2
5
m担
問
祖
国

Z
R
r
o
R
F
回目

Z
Z
2
F
Z巴
E
晶

子

百
E

2
・

也
市

r丹
市

u
】凶円
宮

内

】凶
ロ
]両市
-〈

OZ《出
四
四

司

orr
g
u
〈
丸
田

ny
m
司

o
r
r
g
w
H口角
川口
同
古
川
町
仏
・
】

vorrmHMUH口
市
ロ
己
口
問
仏
・
関

O巾
。
『
ぐ
0
0
『}州市

y
o
a
g

門
同
伺

pvrr巾
ロ
・

の
各
項
目
、

さ
ら
に
第
二
章
の
熱
病
論
に
入
っ
た

0
5広島一
口
官
nE
明

司
o
r
r
g
の
六
六
七
|
以
下
の
頁
が
入
っ
て
い
る

(
初
版
の
た
め
一

致
し
な
い
項
目
が
あ
る
)
。

こ
の
蘭
文
写
本
は
、
美
麗
達
筆
に
浄
書
さ
れ
た
も
の
で
、
長
英
の
『
全
集
』
に
は
、

「コ

ン
ス
プ
リ
ン
グ
氏
」
の
内
科
書
を
全
部
筆
写
し
て

研
鎖
し
た
も
の
の
内
、'
小
児

・
痘
麻
の
二
部
の
み
が
残
っ
て
居
る
。
長
英
が
曲
目
て
苦
心
勉
学
し
た
程
度
を
、
今
に
し
て
回
想
し
得
る
真
蹟
の
一

つ
で
あ
る
」
と
し
て
あ
る
。

蒼
龍
館
本
の
蘭
文
「
コ
ン
ス
」
は
、
特
に
写
本
し
た
人
名
の
記
載
は
な
い
が
、

こ
の
二
部
の
写
本
の
見
在
の
意
義
は
大
き
い
。

小
関
三
英
の
訳
業
『
昆
私
内
科
治
論
』
は
蘭
訳
本
(
メ
ッ
ベ
ン
訳
)
を
大
き
く
把
握
し
て
、

全
巻
を
消
化
し
訳
し
尽
し
て
い
る
。
別
に
『
泰

「
コ
ン
ス
」
の
時
代
背
景
か
ら
生
気
論
の
立
場
に
立
っ
て
論
じ
て
い
る

メ
ッ
ベ
ン
の
序
文
を
含
め
た
凡
例
の
蘭
文
写
本
で
あ
る
。

( 23 ) 

西
内
科
集
成
九
例
』
が
あ
る
。
こ
の
凡
例
や
前
者
の
第
一
巻
題
言
は
、

が
、
各
論
は
、
文
献
を
引
用
し
て
詳
細
な
記
述
で
あ
る
蘭
訳
本
の
中
か
ら
撰
ん
で
、
よ
く
大
綱
を
握
ん
で
い
る
。

新
宮
涼
庭
(
一
七
八
七
1

一
八
五
四
)
は
長
崎
留
学
中
に
「
コ
ン
ス
」

(
4
減
計
百
)
の
底
本
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
結
論
「
腐
敗
熱
部
」

(守
一
銭
r刊
)
と
共
に
『
公
私
貌
律
苦
内
科
袖
珍
』
を
も
刊
行
し
た
。
前
述
の
よ

う
に
内
科
袖
珍
の
題
名
を
つ
け
た
こ
と
は
、

「
コ
ン
ス
」
蘭
訳
本
の
題
言
を
よ
く
消
化
し
、

ド
イ
ツ
語
の

hp.3ht
吋
E
S
S
E
S
か
ら
採
っ

「
コ
ン
ス
」
の
本
は
、
医
学
百
科
辞
典
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
家
庭
百
科
辞
典
と
は
ち
が
っ
て
、
医
学
生
向
き
に
書
か
れ
た

を
読
ん
だ
。

こ
れ
は
フ

l
フ
ェ
ラ
ン
ド
本
と
共
に

『
泰
西
疫
論
』

た
も
の
で
あ
る
。

実
用
書
で
あ
り
、
記
述
は
平
易
で
し
か
も
系
統
立
っ
て
い
て
四
部
の
蘭
訳
書
が
出
た
よ
う
に
、
秀
れ
た
本
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当
時
、

「コ

ン
ス
」
を
ド
イ
ツ
の
八
名
医

V
と
し
て
、
画
像
を
描
か
し
め
、
こ
れ
を
敬
慕
し
た
こ
と
も
当
然
で
あ
る
。



六
、
青
木
周
弼
の

「
コ
ン
ス
」
訳
業

前
述
し
た
よ
う
に
、
周
弼
は
フ

l
フ
ェ
ラ
ン
ド
を
訳
し
た
と
見
ら
れ
る
。
長
州
藩
本
の
「
コ
ン
ス
」
蘭
訳
本
は
、
す
べ
て
読
み
尽
さ
れ
た
よ

う
な
形
跡
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
と
く
に
赤
い
疑
問
紙
が
各
頁
に
貼
布
さ
れ
て
い
る
。

長
州
藩
本
の
中
に
、
青
木
周
弼
訳
の
写
本
『
痢
疾
篇
』
・
昆
斯
骨
夫
訳
(
一
冊
)
と
青
木
月
橋
訳
述
『
亜
細
亜
冨
乱
活
法
』
(
写
本
、

一
冊
)

が
あ
る
。

こ
れ
と
共
に
『
袖
珍
内
科
治
方
書
』
の
写
本
一
冊
が
あ
る
。

「
内
科
治
方
書
」
と
は
、

長
州
藩
旧
蔵
の
蘭
書

(
コ
ン
ス
)

の
題
筆

『
昆
斯
内
科
治
論
』
と
似
た
題
名
で
あ
る
。

は
、
そ
の
一
門
の
訳
業
稿
本
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
の
何
ら
の
確
認
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
そ
の
訳
稿
と
思
わ
れ
る
一
部
を
発
見
し
え
た

「
コ
ン
ス
」
熱
病
論
の
訳
稿
で
あ
る
。

新
宮
涼
庭
の
訳
本
と
も
相
違
す
る
。

青
木
周
弼
も

し
く

の
で
、
か
く
判
断
し
う
る
と
思
う
。

七
、
む

び

す

「
コ
ン
ス
」
本
は
、
わ
た
く
し
の
考
証
に
よ
る
と
、

ド
イ
ツ
の
一
九
世
紀
前
半
に
出
た
医
学
百
科
辞
典
の
一
部
で
あ
る
。
そ
の
蘭
訳
本
四
種

の
う
ち
、

わ
が
国
で
受
容
さ
れ
た
も
の
は
、

メ
ッ
ベ
ン
蘭
訳
の
「
内
科
治
論
」
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
そ
の
訳
業
を
併
せ
検
討
し
た
。

「
コ
ソ

ス
」
本
の
わ
が
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
し
て
、
そ
の
本
の
性
格
が
、

「
モ
ス
ト
」
と
違
っ

「
モ
ス
ト
」
に
似
て
い
る
が
、

て
臨
床
内
科
書
と
し
て
要
領
よ
く
纏
め
て
あ
る
本
な
の
で
、
当
時
の
蘭
学
者
に
は
大
き
い
魅
力
と
な
っ
た
。

西
欧
で
認
め
て
い
な
い
「
コ
ン

わ
が
国
で
は
大
い
に
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
コ
ン
ス
」
本
の
性
格
こ
そ
、
蘭
学
(
医
〉
期
に
お
け
る
、
わ
が
国
の
洋
学

ス
」
本
が
、

受
容
態
度
を
最
も
よ
く
象
徴
し
て
い
る
好
サ
ン
プ
ル
と
断
定
し
た
い
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
本
の
検
討
は
大
き
い
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

(
一
九
七
五
、
五
、
二
人
、
記
)
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On Consbruch's Book 

Goro ACHIWA 

1. Before the Meiji period， German vitalistic books were introduced into ]apan between 1820 and 185;;. Books 

about vitalistic medicine were mainly brought in under the inftuence of KOAN OGATA (緒方洪庵， 1810-1863)， 

most notably the book of Wilhelm Christoph Hufeland (1762-1836) of Germany. 

At the same time， Consbruch's book also had gained popularity among the students of Dutch learning in ]apan. 

2. Last year， 1 saw a splended portrait of Consbruch painted by a ]apanese old style painter of the Tokugawa 

period at the exhibition of medico-historical books in Osaka. But， for my research， 1 could not find any of 

Consbruch's medical books among all of the medical bibliographies and other medical literature with the exception 

of Engelman's Bibliography (1848)， and Neuburger and Pagel's Handbuch d. Geschichte d. Medizin (1902). The 

Consbruch concerned with ]apan is not ]ohann Friedrich C. (1736-1810)， but Georg Wilhelm Christoph C. (1764-

1837). The former was a rather famous investigator on blood (above mentioned Neuburger and Pagel's， and M. 

Bariety and C. Coury's book)， the latter was a practitioner (Fischer's Bibliographisches Lexikon). 

The reason why Consbruch who was not a famous doctor in the European history of medicine， gained popularity 

among the students of Dutch learning in ] apan， was that his book was of vcry practical use to them. 

3. G.、ヘ1.Consbruch wrote only Allg. Encyclopadie fur parct. fur Arzte u. 可年undarzte.Leipzig， 1815-30. The 

book consisted of eleven parts and nineteen chapters. Five of the parts were translated into the Dutch language 

(

由
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by Van der Breggen， N.C. Meppen and G.F. Pool (Brinkrnan's Catalogus van Boeken). 

In old japan， only N.C. Meppen's translation of Consbruchs book was translated into japanese by the scholars 

of Dutch learning， Sanei Ozeki (小関三英， 1787-1839) and eight other famous japanese scholars. 

4. The process by which Dutch medical learning was introduced to japan by way of Consbruch's example is 

as follow: 

(1) Allg. Encyclopadie. XII Thle， Leipzig， 1815-30. 

(2) Klin. Taschenbuch 2 Bde. Leipzig， 1802. 

(3) Geneeskundig handboek voor praktische Artsen; naar het Hoogduitsh， door N.C. Meppen， 2 deelen. 

Amsterdam， 1821. 

(4) The book was translated into japanes巴 byS. Ozeki and eight other .Japanese scholars. 

(S) Consbruch's book was a symbol of practical and easy-to-understand medicine for the development of the 

newjapan at that time (around 1830). 
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

第
一
号

・
昭
和
五
十
二
平

一
月

昭
和
五
十
年
七
月
受
付

中
国
中
世
に
お
け
る
医
者
の
地
位
に
つ
い
て

山

本

徳

子

こ
こ
に
い
う
中
世
と
は
、
上
限
を
三
世
紀
の
三
国
時
代
、
下
限
を
唐
末
、
ま
で
の
約
七
世
紀
の
聞
を
指
す
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
唐
代
の
医

事
制
度
が
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
、
本
邦
に
お
け
る
最
初
の
医
事
制
度
|
|
医
疾
令
ー
ー
が
成
立
し
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
焦
点
を
唐
代
の
医
事
制
度
に
当
て
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
日
的
意
味
を
も
っ
官
職
と
し
て
の

H

医
師
u

を
と
り
あ
げ
、
こ

れ
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
こ
と
は
、
お
の
.す
か
ら
、
中
国
に
お
け
る
中
世
以
前
の
医
者
の
社
会
的
地
伎
を
明
ら
か
に
す
る
手
懸
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
問
題
を
含
め
て
、
医
事
制
度
一
般
を
調
べ
る
に
は
、
ま
ず
、
基
本
的
史
料
で
あ
る
『
大
唐
六
典
』
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な

ぃ
。
い
ま
、
同
書
、
巻
十
四
、
太
常
寺
の
箇
所
を
見
る
と
、
医
事
を
掌
る
役
所
に
太
医
署
が
あ
り
、
そ
の
中
に

H

医
師
μ

な
る
官
が
あ
る
。
つ

ぎ
に
、
理
解
の
便
宜
に
資
す
る
た
め
、
そ
の
太
医
署
の
組
織
を
部
局
別
に
分
類
し
て
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。

一
切
の
医
療
の
法
を
掌
る
、

と
さ
れ
る
。
次
官
は
太
医
丞
で
、
そ
の
官
品
は
従
八
品
下
で
あ
る
。
そ
の
所
属
の
官
に
四
あ
り
、
医
師

・
鉱
師

・
按
摩
師

・
呪
禁
師
で
あ
る
。

こ
こ
に

H

医
師
H

の
名
称
が
出
る
が
、
表
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
官
品
は
無
く
、
そ
の
職
務
は
、
人
の
疾
病
の
治
療
や
薬
の
調
合
お
よ

い
ま
、
次
の
表
を
説
明
す
る
と
、
長
官
を
太
医
令
と
い
い
、
そ
の
官
品
は
従
七
品
下
で
あ
る
。
そ
の
職
務
は
、

で
あ
っ
た
。
な
お
、
薬
に
つ
い
て
は
、
薬
園
か
ら
採
集
さ
れ
た
薬
を
支
給
さ
れ
、
毎
年
、
傷
寒

・

(
2
)
 

時
気

・
躍
痢

・
傷
中

・
金
搭
の
薬
を
調
合
し
て
、
病
人
に
備
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

び
医
博
士
を
助
け
て
医
生
を
教
え
る
こ
と
、

( 28 ) 



と
こ
ろ
で
、
右
の

H

医
師
μ

の
名
称
で
あ
る
が
、
起
源
的
に
は
『
周
礼
』
に
出
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
同
じ
く
太
医
署
の

③②①  

大
唐
六
典
と
新
旧
両
唐
書
百
官
志
と
で
は
、
官
名

・
員
数
な
ど
若
干
の
増
減
は
あ
る
が
、
今
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
大
唐
六
奥
に
の
み
因
る
。

移
行
過
程
の
参
考
の
た
め
、
前
代
の
階
の
を
あ
げ
た
。
附
は
大
唐
六
典
の
記
載
に
よ
る
。

〈
陥
志
〉
は
、
階
書
百
官
志
に
よ
る
。

※
印
は
、
流
内
(
一
口
問
J
九
品
に
つ
い
て
は
上
段
に
)
、
流
外
勲
品
J
九
品
、
雑
任
の
区
別
を
一示
す
。
(
池
田
温
編
「
六
典
所
掲
関
元
職
員
一
覧
表
」

に
よ
る
〉
。

典医医医医医 掌薬薬薬主 史府医医 丞令 p局，.. 

助博 園閤

学生工師教土 回生師童薬 正監 名

員
四一二 十

二 十百十一一 四八二四人 二二八四二二
人人人人人人 人人人人人 人人人人人人 数

，-、 r、、 r、、 ，-、 階

o 120 0加ろ 2 ヮ 2 2 10 5 2三 志、〆階戸ー、ノ
.、./ 、、J

人 人人人 人 人 人人人人

従正 従従従従 官

九八 九八八七

品品 品品品品

上上 下下下下 品

雑任雑任流外勲品流内流内 流外雑任外流雑任流外 外流外流流内流内流内流内
※ 

七ロロロ 六 回 五回
品 品品 品品

右人
術医 薬物

人
諸医

にの の

同じ 疾病
を の

疾病 療

諸生 栽培
の

の の 法
治

療治
を

療 教 採 ペコ
え 集 IJ' 職

薬 る 事長 さ
の 」 の ど

調1口L 

と 調合
る

を
ーコ

医 台、
博 さ
土 ど
を る

手伝

し、 務

医生

を
教
え

る

( 29 ) 



呪呪呪呪 按按按按博摩 銭銭銭 銭銭 F民"'" 

問右家 主目主 松前 禁博 摩摩摩 助博

生工師土 生工師土 生工師教土 名

員
十十

十八二一 五六四一
十人十人十人一人一人

人人人人 人人人人 数

1 20 
陪〆戸、 f町、

2 
l∞o 120 2.， o 0 

'、r商=じ.kJ 、、、
、ノ
人 人 人人

従 従 定従 官

九 九
九Il口口 入丙門子"品 品

下 下 下上 品

任雑外流外流流内 雑任流外外流流内 雑任外流勲品流内流内
※ 四三 四三

品品 品品 品

右に同 禁博呪 禁生呪 右に同 按摩博 按摩生
右銭

銭生に博
同士

じ土を じ 士を じを 教
を教 を 教 手 え

手え 手え 伝 る
伝る 伝る し、 ;:. 
し、こ L、こ

銭生 と 職

禁呪生 つをと 摩按生 つをと
を

を fコ
教 台、

をか をか え さ
教さ 教さ る ど
えど えど る
るる るる

務

条
に
、

(
3
)
 

周
礼
に
、
医
師
に
上
士

・
下
士
が
あ
る
。

と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の

『
周
礼
』
に
、
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
、
天
官
家
宰
の
絞

官
に
よ
る
と
、

医
師
は
、
上
士
二
人

・
下
士
四
人

・
府
二
人

・
史
二
人

・
徒
二
十
人
。

と
あ
る
。
府
は
文
書
や
器
物
の
保
管
の
官

・
史
は
文
書
作
成
の
官

・
徒
は
官
員
に
使
役
さ
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
事
務
官
で
あ
り
、
直
接
、
医

事
と
は
関
係
が
な
い
。

( 30 ) 



つ
ぎ
に
、
医
を
分
け
て
、

食
医
は
中
士
二
人
、
疾
医
は
中
土
八
人
、
蕩
医
は
下
士
八
人
、
獣
医
は
下
士
四
人
。

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
問
題
の

H

医
師
H

に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鄭
玄
の
注
に
よ
る
と
、
師
は

長
官
の
義
で
あ
り
、

医
師
と
は

衆
医
の し
長た
官が
でつ
あて
るτ、

と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
、
清
代
の
学
者
孫
諮
譲
の
『
周
礼
正
義
』
に
よ
る
と

食
医

・
疾
医

・
蕩
医

・
獣
医
の
四
官
は
、
医
師
に
属
す
る
。

と
記
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、

『
周
礼
』
で
は
、
医
師
は
、
こ
の
よ
う
な
諸
医
の
長
官
を
意
味
し
た
の
で
あ

っ
た
。
つ
ぎ
に
、

『
周
礼
』
の
医

師
の
職
務
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
(
な
お
、

『
周
礼
』
の
本
文
の
解
釈
は
、
鄭
玄

・
買
公
彦

・
孫
諮
譲
な
ど
の
注
を
参
考
に
し
た
)
。

医
師
は
、
病
人
が
来
た
ら
、
疾
病
か
傷

・
腫
れ
物
か
を
見
分
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
疾
医
も
し
く
は
窮
医
に
割
り
振
り
を
す
る
。
ま
た
、
食

( 31 ) 

医
が
王
の
飲
食
物
に
つ
い
て
多
種
類
の
も
の
の
調
和
や
調
味
を
す
る
の
を
指
導
す
る
。
こ
の
よ
う
に
医
官
た
ち
を
指
導
あ
る
い
は
命
令
す
る

こ
と
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
年
度
末
に
は
、
疾
医
と
蕩
医
か
ら
は
治
癒
の
状
況
を
、
獣
医
か
ら
は
、
治
療
し
た
獣
の
う
ち
で
死

ん
だ
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
さ
せ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
勤
務
評
定
を
し
た
。

薬
物
を
集
め
さ
せ
、
こ
れ
を
蓄
え
て
お
き
、
疾
医
や
痕
医
に
支
給
し
た
。

い
っ
ぽ
う
、
山
や
沢
の
役
人
に
、
そ
の
地
に
産
す
る
辛

・
苦
の

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、

H

医
師
u

の
官
は
、
周
代
に
お
け
る
医
官
の
長
官
で
あ

っ
た
。
そ
れ
が
、
後
世
の
唐
代
に
な
る
と
、
そ
の
地
位
は
一
転

し
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
人
の
疾
病
を
治
療
し
た
り
薬
を
調
合

・
備
蓄
し
、

ま
た
、
医
博
士
の
手
伝
い
を
し
て
医
生
を
教
え
る
、
と
い
う

こ
と
を
主
な
仕
事
と
す
る
一
介
の
医
官
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
い
つ
ご
ろ
、
変
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
-
記
し
た
資
料
は
見
当
ら
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
秦
の
こ
ろ
に
は

H

医
師
M

は
H

太
医
令
H

と
な

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ



ち

『
宋
窪
田
』
巻
四
十
、
百
官
志
下
、

太
医
令
一
人

・
丞
二
人

・
周
の
官
で
は
医
師
と
な
し
て
い
た
が
、
秦
で
は
太
医
令
と
し
た
。
そ
の
太
医
令
は
前
漢

・
後
漢
の
時
に
は
少
府
に

属
し
て
い
た
。

と
あ
り
、
ま
た
、
応
勧
の
著
わ
し
た
『
漢
官
儀
』
巻
上
、

太
医
令
は
周
の
官
で
あ
る
。

tこ
t主

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
太
医
令
は
『
周
礼
』
に
お
け
る
医
師
の
変
身
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
太
医
令
は
、
唐
に
お
い
て
も
医
官
の
長
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
、
秦
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
、
太

医
令
が
、
い
か
な
る
地
位
に
あ
っ
た
か
を
み
よ
う
。

『
大
唐
六
典
』
の
太
医
署
の
条
に
よ
る
と
、

秦
の
少
府
の
属
官
に
太
医
令

・
丞
が
あ
っ
た
。
が
ん
ら
い
定
員
は
無
く
、
多
い
と
き
に
は
数
十
人
に
も
な
っ
た
。
つ
い
で
、
後
漢
で
は
、

た
、
薬
丞
一
人
が
あ
っ
た
。

西
耳
目
に
な
る
と
所
属
が
か
わ
り
、

宗
正
の
属
官
に
太
医
令

・
丞
が
あ
っ

貌
は
漢
の
制
度
を
う
け
つ
い
だ
が
、

た
。
:
:
:
東
晋
で
は
、
宗
正
を
廃
し
た
の
で
、
太
医
令
は
門
下
省
に
属
し
た
。
つ
ぎ
に
、
南
朝
の
宋
と
斉
と
で
は
、
太
医
令

・
丞
は
侍
中
に

隷
属
し
た
。
梁
は
、
門
下
省
が
太
医
令

・
丞
を
領
し
、
太
医
令
の
位
は
第
十
一
斑
情
味
料
削
ト
九
州
U
J
ゆ
り
、
丞
は
三
品
の
勲
一
山
一
段
叫
ん
明
日
一
極
位
で
あ

っ
た
。
陳
は
梁
の
に
因
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
北
朝
で
は
、
後
説
は
、
太
医
博
士

・
助
教
が
あ
っ
た
。
北
斉
の
と
き
に
、
太
常
寺
が
、
太
医
令

・

丞
を
統
べ
治
め
た
。

北
周
で
は
周
礼
に
な
ぞ
ら
っ
て
太
医
下
大
夫

・
小
医
上
士
が
あ
っ
た
。
南
北
朝
を
統
一
し
た
問
で
は
、
太
常
寺
が
太
医

署
の
令

・
丞
を
統
率
し
、
そ
の
下
に
は
主
薬

・
医
師

・
薬
園
師
明
野
町
一
1
棚
初
円
と
按
摩

・
呪
禁
の
博
士
が
あ
っ
た
。
場
帝
は
、
ま
た
、
医
監

五
人

・
医
正
十
人
を
置
い
た
。
唐
は
陪
の
に
因
っ
た
。

と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
秦
代
よ
り
唐
代
に
至
る
ま
で
、
太
医
令

・
丞
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
所
属
し
て
い

る
役
所
は
、
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
唐
代
の
そ
れ
は
北
斉
と
、
そ
れ
を
受
け
た
附
の
制
に
因
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
っ
て
、

一
応
、
周
の

n
医
師
μ

は
秦
以
後
の
太
医
令
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
の
職
務
内
容
は
ど
う
で
あ
っ
た ま
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か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
前
に
述
べ
た
『
周
礼
』
の
医
師
の
職
務
と
、
あ
ま
り
変
9

て
い
な
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
。

簡
単
に
は
断
定
で
き
難
い
も
の
な
の
で
あ
る
が
、

『
周
礼
』
の
医
官
と
『
大
唐
六
奥
』
の
医
官
に
つ
い
て
、

一
応
、
対
照
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
な
る
。

左
表
に
示
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
結
論
す
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『
周
礼
』
の
医
師
が
有
し
て
い
た
管
理
者

，馬
官夏

獣 2易 疾 食 医 p局"" 

〆天官「
周

医 司 医 医 医 医 師 名 家

一 、馬J 
宰

下 下 中 中 下 上
階 ネL

土 土 士 士 士 土
級

、ーーー.........---'
ワ

漢
， 

太

丞令医

ニ一ニ ーノ、
百百
石石

ワ

獣 獣 医医医司 食 太太 官

医医
大

医 医 師正佐医 医 丞令 名
唐

従正 正 正 従従 官 ノ{、

九 九八 九 八七
品品品 品 品品 典
下下下 下 下下 品

太僕寺 殿省中 右に同 太常寺 右に同 般省中 殿省中 右に同 太常寺

じ じ じ 所

乗局尚
太医 薬局尚

食尚
太
医

署 局 署 属
、ー、..--'

所属Uに r北斉前以、
部

署
』主

太令医
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と
し
て
の
職
務
内
容
と
上
士
の
身
分
と
は
、
唐
の
太
医
令
に
移
行
し
、
い
っ
ぽ
う
、
唐
制
に
著
録
さ
れ
た
医
師
は
、

じ
つ
は
、

『
周
礼
』
の
疾

医

・
蕩
医
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
唐
に
な
る
と
、

医
師
の
名
称
は
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、
単
に
治
療

を
行
な
う
と
こ
ろ
の
技
術
者
に
、
格
下
げ
さ
れ
た
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
唐
の
医
師
と
秦

・
漢
の
太
医
令
の
技
術
者
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。

す
で
に

『
周
礼
』
の
医
師
は
通
俗
的
に
い
え
ば
、
医
療
行
政
の
主
宰
者
で
あ
る
と
同
時
に
治
療
技
術
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

秦

・
漢
の
太
医
令
は
、
国
家
機
構
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
行
政
と
実
技
の
分
離
を
あ
ら
わ
し
、

行
政
を
司
る
も
の
と
し
て
の
面
か
ら
み
た
も
の
が

述
べ
た
よ
う
に
、

太
医
令
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
太
医
令
が
技
術
出
身
者
で
あ
る
こ
と
は
、
扇
鵠
の
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す

『
史
記
』
扇
鵠
倉
公
列
伝
、
巻
四
十
五
、
に
、

秦
の
太
医
令
の
李
酷
は
、
自
分
の
技
術
が
属
鵠
に
及
ば
な
い
の
を
知
っ
て
、
刺
客
を
や
っ
て
彼
を
殺
さ
せ
凶
v

な
わ
ち
、

と
あ
る
。

し
か
し
、
太
医
令
が
、

一
応
、
行
政
官
と
み
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
を
、

当
然
、

技
術
面
の
指
導
者
が
居
た
は
ず
で
あ
る
。

は
、
医
工
長
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
こ
と
は
、
次
の
記
事
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

『
大
唐
六
典
』
の
太
医
令
の
条
に
、

医
師
二
十
人
、
医
工
一
百
人
。

周
礼
に
、

医
師
に
上
士

・
下
士
あ
り
。
漢
に
医
工
長
が
あ
っ
た
。
第
五
倫
が
准
陽
王
の
医
工
長
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
こ
と
を
示
し

わ
が
唐
朝
で
は
、
医
師
は
二
十
人
置
き
、
医
工
を
一
百
人
と
し
問
。

て
い
る
。
階
の
太
医
令
に
は
医
師
が
二
百
人
あ
っ
た
が
、

と
あ
る
。
こ
の
説
明
文
に
よ
る
と
、
漢
に
医
工
長
が
存
在
し
た
こ
と
を
知
る
が
、
こ
れ
に
対
し
、
唐
で
は
、
医
師
が
そ
の
性
格
を
受
け
つ
い
だ

と
思
う
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
で
は
階
に
比
べ

て
み
る
と
医
工
の
設
置
が
明
示
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
を
取
締
ま
る
立
場
に
あ
っ

た
の
が
医
師
で
あ
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
医
工
と
い
う
と
、
医
者
で
は
な
い
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
る
が
、

(お
)

医
は
病
を
治
す
工
で
あ
る
。

『
説
文
解
字
』
巻
十
四
下
、
に
よ
る
と
、

と
、
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
医
術
に
携
わ
る
者
を
医
工
と
い
う
の
も
、
あ
な
が
ち
、
異
質
な
も
の
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま 私
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た
、

『
礼
記
』
王
制
、
こキ晶
、

t
t
 

お
よ
そ
、
技
術
を
も
っ
て
仕
え
る
者
は
、
祝

・
史

・
射

・
御

・
医

・
卜
お
よ
び
百
工
で
あ
る
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漢
の
こ
ろ
に
は
、
医
術
に
携
わ
る
も
の
は
技
術
者
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
唐
代
に
な
っ
て
、
制
度
の
整
備
と
と
も
に
医
工
の
名
称
が
採
用
さ
れ
、
治
療
技
術
者
で
あ
っ
た
医
師
は
、
同
時
に
技
術
指
導
者
と

し
て
の
地
位
に
格
付
け
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
そ
の
、
唐
に
至
る
ま
で
の
時
代
に
お
け
る
、
医
者
の
社
会
的
身
分
の
低
か
っ
た
二
、
三
の
例
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

北
斉
の
顔
之
推
の
著
わ
し
た
『
顔
氏
家
訓
』
風
操
、
第
六
、

(
H
M
)
 

父
母
が
病
気
で
重
態
の
と
き
に
は
、
医
者
は
賎
し
い
身
分
の
者
で
あ
る
が
、
沸
泣
し
て
彼
に
敬
礼
し
、
京
願
せ
ね
ば
な
ら
な
い

と
あ
り
、
医
者
が
賎
し
い
身
分
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
、
医
術
の
知
識
は
生
活
に
必
要
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
書
の
雑
芸
、

第
十
九
、
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医
方
の
こ
と
に
通
じ
る
の
は
、
む
ず
か
し
い
か
ら
、
自
任
す
る
ほ
ど
に
な
ら
な
く
て
も
よ
い
。
薬
物
の
こ
と
を
少
々
知
っ
て
調
合
が
で
き
、

(
叫
叫
)

家
で
救
急
の
際
に
役
立
て
ば
よ
ろ
し
い
。

と
述
べ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

し
か
し、

依
然
と
し
て
、
医
術
は
軽
視
さ
れ
た
。
そ
の
例
は
、

『
世
説
新
語
』
術
解
、
第
二
十、

に
み
ら
れ

る
股
浩
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

い
っ
ぽ
う
、
当
事
者
で
あ
る
医
者
み
ず
か
ら
も
、
医
術
を
さ
げ
す
ん
で
い
た
こ
と
が
、

『
骸
余
叢
考
』
巻
八、

殿
中
寧
(
殿
浩
)
は
経
脈
に
精
通
し
て
い
た
が
、
中
年
の
こ
ろ
に
は
全
く
や
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
召
使
っ
て
い
る
小
者
が
一
生
懸
命
に

な
っ
て
、
病
気
の
母
を
診
て
ほ
し
い
と
頼
む
の
で
、
脈
を
診
て
薬
を
与
え
た
と
こ
ろ
、

(口〉

か
り
焚
い
て
し
ま
っ
た
。

た
だ
ち
に
全
快
し
た
。
そ
こ
で
殿
浩
は
経
方
を
す
っ

と
あ
る
。
股
浩
は
晋
朝
の
名
士
で
あ
っ
た
が
、
医
術
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
世
人
が
知
っ
て
賎
し
む
の
を
恐
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



『
南
史
』
で
は
、
挑
察
の
父
の
僧
垣
が
医
術
に
精
通
し
て
お
り
、
梁
の
時
に
は
大
医
正
と
な
っ
た
。
両
宮
か
ら
の
賜
り
物
は
、
み
な
察
兄
弟

の
遊
学
費
に
さ
れ
た
と
云
っ
て
い
る
が
、

『
陳
書
』
に
は
僧
垣
が
医
術
に
よ
っ
て
寵
愛
さ
れ
た
こ
と
を
載
せ
て
お
ら
ず
、
た
だ
、
梁
の
時
に

有
名
で
、
二
宮
に
優
遇
さ
れ
て
い
た
の
で
賜
り
物
が
あ
り
、
そ
れ
を
察
の
遊
学
費
に
し
た
、
と
云
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、

(
凶
)

医
者
で
あ
る
こ
と
を
は
ば
か
っ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
有
名
な
華
陀
で
さ
え
も
、
医
者
を
践
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、

み
ず
か
ら
が
、

『
説
志
』
巻
二
十
九
、
華
陀
伝
に
、
つ
E
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

(
凶
)

土
人
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
土
よ
り
も
低
い
身
分
の
医
者
に
な
っ
た
こ
と
を
、
常
に
悔
や
ん
で
い
た
。

と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
医
者
は
社
会
的
地
位
が
低
く
、
賎
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
そ
の
ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
、
尚
乗
和
は

『
歴
代
社
会
風
俗
事
物
考
』
巻
二
十
五
、

に
お
い
て

中
国
の
医
術
は
、
む
か
し
は
発
展
し
て
い
た
の
に
、
説
晋
以
後
、
そ
の
伝
承
が
絶
え
た
の
は
、
中
国
の
社
会
で
は
、
古
来
、
医
者
を
賎
し
ん

だ
た
め
で
あ
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
医
師
の
地
位
の
変
遷
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
医
者
の
地
位
に
つ
い
て
も
、
そ
の
、
時
代
的
な
変
化
の

一
端
が
知

ら
れ
よ
う
。

こ
と
ば

・
名
称
の
使
い
方
や
意
味
は
、
時
代
に
よ
っ
て
変
遷
し
て
ゆ
く
の
は
、
自
然
の
成
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
移
り
変
り

も
、
漫
然
と
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
や
は
り
、
そ
こ
に
は
、
な
ん
ら
か
の
理
由
が
あ
り
、
ま
た
、
当
然
、
そ
の
時
代
の
流
れ
を
反
映
し
て
、

意
味
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。(

本
稿
の
要
旨
は
第
七
十
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
に
お
い
て
発
表
し
た
)
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注

(

1

)

 

(

2

)

 

太
医
令
、
単
諸
医
療
之
法
、
丞
為
之
威
、
其
属
有
四
、
日
医
師

・
銭
師

・
按
摩
師

・
腕
禁
師
。

凡
医
師

・
医
正

・
医
工
、
療
人
疾
病
、
以
其
疫
多
少
而
書
之
、
以
為
考
課
。

毎
歳
常
合
傷
寒

・
時
気

・
搭
痢

・
傷
中

・
金
箔
之
薬
、
以
備
人
之
疾
病
者
。

周
礼
、
有
医
師
上
士
下
士
。

医
師
、
上
土
二
人

・
下
士
四
人

・
府
二
人

・
史
二
人
・
徒
二
十
人
。
食
医
、
中
土
二
人
。
疾
医
、
中
士
八
人
。
湯
医
、
下
士
人
人
。
獣
医
、
下
士
四

人
。

〈

3
)

〈

4
〉

(
5〉

(
6〉

(
7〉

医
師
、
衆
医
之
長
也
。

食
医
以
下
四
官
、
属
医
師
。

医
師
、
掌
医
之
政
令
、
緊
毒
薬
以
共
医
事
。
〔
疏
〕
掌
医
之
政
令
者
、
掌
衆
医
療
治
斉
和
之
政
及
命
令
也
，
云
楽
毒
薬
以
共
医
事
者
、
毒
薬
之
物
、

出
於
山
沢
、
蓋
委
人
及
山
虞
沢
氏
等
飲
索
。
入
之
医
師
、
儲
以
待
用
也
。
買
疏
云
、
謂
所
有
薬
物
、
並
皆
楽
之
、
以
供
疾
医
湯
医
等
。
注
、

云
毒

薬
、
薬
之
辛
苦
者
、
薬
之
物
恒
多
護
者
。
説
文
中
部
云
、
議
、
厚
也
。
広
雅
釈
話
云
、
義
、
苦
也
。
凡
辛
苦
之
薬
、
味
必
厚
烈
而
不
適
口
、
故
謂
之

毒
薬
。

太
医
令
一
人
丞
二
人
、
周
官
為
医
師
、
秦
為
太
医
令
、
至
二
漢
属
少
府
。

太
医
令
、
周
官
也
。

秦
少
府
属
官
、
有
太
医
令
丞
、
無
員
、
多
至
数
十
人
。
後
漢
叉
有
薬
丞
一
人
。
貌
因
之
、
正田
氏
宗
正
属
官
、
有
太
医
令
丞。

::・
過
江
省
宗
正
、
而

太
医
以
給
門
下
省
。
宋
斉
、

太
医
令
丞
、
隷
侍
中
。
梁
門
下
省
、
令
位
一
太
医
令
丞
、
令
班
第
十
一

4m博
九
九
一
総
為
丞
為
三
品
勲
側
峨
勲

位
。
際
図
之
。
貌
酬
銃
一
有
太
医
博
士
助
教
。
北
斉
太
常
寺
、
統
太
医
令
丞
。
後
周
有
太
医
下
大
夫
小
医
上
土
。
附
太
常
寺
、
統
太
医
署
丞
令
制
一郎
、

有
主
薬
医
師
薬
園
師
醐
慨
γ
蜘
約
九
有
按
摩
呪
禁
博
士
。
場
帝
又
置
医
監
五
人
医
正
十
人
。

皇
靭
因
之
。

泰
太
医
令
李
障
、
自
知
伎
不
如
扇
鵠
也
、
使
人
刺
殺
之
。

医
師
二
十
人
、
医
工
一
百
人
。

周
礼
有
医
師
上
士
下
土
。
漢
有
医
工
長
、
第
五
倫
補
為
准
陽
玉
医
工
長
是
也
。
附
太
医
有
師
二
百
人
、
皇
朝
霞
二
十
人
、
医
工
一
百
人
。

医
、
治
病
工
也
。
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凡
執
技
以
事
上
者
、
祝

・
史

・
射

・
御

・
医

・
卜
・

及
百
工
。

父
母
疾
篤
、
医
難
賎
難
少
、
則
悌
泣
而
奔
之
。

医
方
之
事
、
取
妙
極
難
、
不
勧
汝
曹
以
自
命
也
。
徴
解
薬
性
、
小
小
和
合
、
居
家
得
以
救
急
、
亦
為
勝
事
。

殿
中
軍
妙
解
経
除
、
中
年
都
廃
。
有
常
所
給
使
。
勿
叩
頭
流
血
。

浩
問
其
故
。
云
有
死
事
、
終
不
可
説
。
詰
問
良
久
、
乃
云
、
小
人
母
年
丞
百
歳
、

抱
疾
来
久
、
若
蒙
官
一
脈
、
使
有
活
理
、
詑
就
屠
数
無
恨
、
浩
感
其
至
性
、
遂
令
界
来
、
為
診
脈
路
方
、
始
服

一
剤
湯
、
便
愈
。
於
是
悉
焚
経
方
。

〈

国

〉

挑
察
伝
、
南
史
謂
察
父
僧
垣
精
於
医
、
梁
時
為
大
医
正
、
雨
宮
所
賜
、
皆
為
察
兄
弟
激
学
之
資
。
際
書
不
載
僧
垣
以
医
術
得
幸
、
但
云
知
名
梁
代
、

二
宮
礼
遇
優
厚
、
毎
得
賜
、
為
察
滋
学
之
資
。
益
自
誇
其
医
也
。

本
作
土
人
、
以
医
見
業
、
意
常
自
悔
。

中
国
医
術
古
発
明
若
是
之
精
、
貌正
日
以
降
復
失
伝
者
何
也
。
以
中
国
社
会
自
古
賎
医
。
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
二
巻

第
一
号

・
昭
和
五
十
-
年
一
月

昭
和
五
十
年
六
月
受
付

江
戸
幕
府
に
於
け
る
痘
癒
・
麻
疹
・
水
痘
の

酒
湯
行
事
の
変
遷

目U

i
 
i
 

'E，ノ

久

太

郎

江
戸
市
中
の
流
行
性
疾
患
の
、
城
中
、
殊
に
大
奥
へ
の
伝
播
の
有
無
を
調
べ
つ
つ
あ
る
う
ち
に
、
記
録
中
に
見
ら
れ
る
酒
湯
の
行
事
が
、
時

代
と
と
も
に
か
な
り
そ
の
内
容
を
変
え
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
篇
で
は
当
初
の
目
的
と
し
た
と
こ
ろ
を
次
の
機
会
に
譲

り
、
と
り
あ
え
ず
こ
れ
の
時
代
変
遷
を
ま
と
め
て
紹
介
し
た
い
。
結
論
を
先
に
す
る
な
ら
ば
、
始
め
、
痘
箔
の
一
つ
の
治
法
と
し
て
行
な
わ
れ

た
も
の
が
、
次
第
に
姿
を
変
え
、
江
戸
中
期
か
ら
後
期
に
は
痘
清
治
癒
の
祝
の
儀
式
と
な
り
、
同
時
に
同
じ
く
水
痘
と
麻
疹
に
も
こ
の
酒
湯
の

賀
が
行
な
わ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
痘
磨
(
天
然
痘
)
は
、
江
戸
の
巷
間
、
俗
に
「
お
役
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
人
生
、
免
れ

得
ぬ
災
厄
で
あ
る
と
共
に
、

一
た
び
こ
の
厄
を
通
り
抜
け
る
と
、
い
わ
ゆ
る
終
生
免
疫
を
得
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
点
、
水
痘
、
麻
疹
も
変
る

と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
三
症
が
特
別
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
、
記
録
に
も
と
ど
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(1
・2

〉

酒
湯
の
記
録
は
、
主
と
し
て
内
閣
文
庫
蔵
の
「
御
家
譜
」
お
よ
び
神
宮
文
庫
等
の
「
幕
府
昨
胤
伝
」
に
求
め
た
。
い
ず
れ
も
最
近
刊
本
と
さ

れ
た
も
の
で
、
徳
川
家
本
支
流
の
系
譜
を
各
個
人
別
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
酒
湯
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
後
者
の
ほ
う
が
よ
り
徹
底
し
た
か
た

ち
で
採
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

痘
癒
は
勿
論
の
こ
と
、
上
記
三
症
が
始
め
て
こ
の
記
録
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
二
代
秀
忠
お
よ
び
そ
の
同
胞
の
代
か
ら
で
あ
り
、
初
代

家
康
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
部
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
。
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す
な
わ
ち
、
家
康
の
次
女
督
姫
〈
北
俊
氏
直
室
、
後
に
池
田
輝
政
室
〉

の
元
和
元
年
乙
卯
二
月
五
日
の
項
「
於
ニ
二
条
城
-、

権
=
癌
痘
-逝

去
、
御
年
四
十
一

、
葬
二
東
山
知
恩
院
-
:
::」
、
弟
に
当
る
三
男
秀
忠
〈
二
代
将
軍
〉
、
の
慶
長
二
年
丁
酉
十
二
月
廿
七
日
、

「
稲
毛
御
放
鷹
、

俄
還
御
、
依
二
御
宿
屠
-也」
、
義
直
(
尾
張
徳
川
家
の
祖
)
の
慶
長
十
六
年
辛
亥
十
一
月
十
日
、

「
御
泡
癒
、
廿
七
日
御
泳
浴
之
儀
」
の
三
項

が
慶
長

・
元
和
期
の
も
の
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
死
亡
病
因
さ
え
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
の
に
、
痘
癒
に
関
し
て
は
こ
れ

ら
三
つ
の
記
載
を
見
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
本
疾
患
に
特
別
な
関
心
の
払
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
。
同
時
に
、
義
直
の
穣

患
に
際
し
て

「
御
泳
浴
之
儀
」
と
あ
る
点
も
看
過
出
来
な
い
。
す
な
わ
ち
、
酒
湯
の
法
が
定
着
す
る
以
前
に
も
、
そ
れ
の
祖
形
と
も
い
う
べ
き

未
だ
定
形
化
し
な
い
あ
る
種
の
浴
法
が
採
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

第
二
期
は
寛
、
永
期
に
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
代
家
光
の
痘
搭
発
症
に
際
し
て
の
営
中
の
混
乱
が
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
、
治
法
と
し
て
酒
湯
が
用
い
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
後
年
の
幕
府
医
官
望
月
鹿
門
(
三
英
〉
の
「
鹿
門
随
筆
」
に
よ
れ
ば
、
そ
の
結

腕
期
に
酒
湯
の
法
を
採
る
べ
き
か
否
か
、
春
日
局
の
「
西
土
に
行
な
わ
れ
な
い
も
の
を
用
う
べ
か
ら
ず
」
と
の
強
い
意
繕
に
対
し
、
医
官
啓
迫

院
岡
本
玄
治
の
、
西
土
の
法
が
す
べ
て
で
は
な
く
、
酒
湯
以
外
に
も
我
が
国
独
自
の
治
法
が
あ
る
旨
の
勇
を
鼓
し
て
の
意
見
が
容
れ
ら
れ
た
も

の
と
い
う
。
内
藤
耽
皇
、

「
徳
川
十
五
代
史
」

の
寛
永
六
年
二
月
の
項
に
は
、

「
此
ノ
月
、
将
軍
疫
療
ニ
カ
カ
ル
。
幾
日
ナ
ラ
ズ
シ
テ
癒
。
閏

一
一
月
諸
国
大
名
、
将
軍
ノ
疾
ヲ
聞
テ
、
参
府
ス
ル
者
、
皆
之
ヲ
途
-
一
止
メ
、
諸
国
ニ
帰
ラ
シ
ム
。
在
府
ノ
大
名
ハ
日
々
登
営
、
春
日
局
ハ
其
ノ

平
癒
ヲ
祈
リ
、
死
ヲ
以
テ
代
-
フ
ン
コ
ト
ヲ
請
フ
」
と
あ
り
、
名
実
と
も
に
徳
川
氏
君
臨
の
時
代
の
来
た
こ
と
を
知
る
。
ち
な
み
に
、
今
回
の
資

(
2
)
 

料
と
し
た
「
幕
府
幹
胤
伝
」
で
は
、
寛
永
六
年
己
巳
間
二
月
と
し
て
わ
ず
か
に
「
御
泡
搭
」
と
あ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
酒
湯
の
文
字
は
全
く
見

ら
れ
な
い
。
や
は
り
、
酒
湯
の
定
法
化
以
前
の
状
態
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
時
代
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
水
痘
、
麻
疹
に
つ
い
て
も
記
録
を
残
し
は
じ
め
た
の
は
、
次
の
家
光
の
子
女
た
ち
の
代
か
ら
で
、
長
女
千
代
姫
の
「
正
保
二
年
乙
酉

「同
三
年
丙
成
五
月
、
御
麻
疹
、
六
月
朔
日
、
就
三
本
復
-御
使
」
な
ど
が
そ
れ
に
当
る
。
勿
論
、

こ
れ
に
対
し

十
二
月
十
一
日
、
御
水
痘
」
、

て
酒
湯
が
行
な
わ
れ
た
と
の
記
述
は
未
だ
な
い
。
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第
三
期
を
設
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
痘
清
に
対
す
る
酒
湯
が
賀
儀
と
し
て
定
法
化
し
は
じ
め

た
時
期
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
寛
永
十
八
年
三
代
家
光
の
嫡
男
と
し
て
生
れ
た
家
綱
(
竹
千
代
〉
は
、
将
軍
宣
下
〈
慶
安
四
年
八
月
)
の
後
、

「
御
癒
癒
御
酒
湯
、
御
祝
儀
、
三
十
万
石
以
上
三
種
二
荷
、
十
万
石
以

明
暦
二
年
十
八
歳
で
痘
痛
に
な
る
が
、
同
二
年
丙
申
四
月
七
日
の
項
、

上
二
種
一
荷
、
万
石
以
上
一
種
一
荷
献
上
」
と
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
酒
湯
が
記
録
に
現
わ
れ
る
。
十
二
日
に
は
、
早
く
も
勅
使
が
下
向
し
て
お

り
、
上
下
を
挙
げ
て
の
賀
儀
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
諸
大
名
の
こ
の
折
の
進
物
の
定
め
は
後
述
す
る
よ
う
に
後
年
の
慣
例
と
な
っ
た
。

第
四
期
、
す
な
わ
ち
麻
疹
と
水
痘
に
際
し
て
も
酒
湯
の
始
ま
っ
た
の
は
、
宝
、
氷

・
正
徳
年
間
、
五
代
綱
吉
、
六
代
家
重
の
時
代
で
あ
る
。

五
代
将
軍
綱
吉
は
、
十
四
歳
の
万
治
三
年
四
月
に
痕
搭
の
酒
湯
を
無
事
終
え
て
い
る
が
、
麻
疹
は
は
る
か
に
後
年
で
あ
り
、
し
か
も
酒
湯
の

翌
日
に
急
逝
し
て
い
る
。
宝
永
六
年
己
丑
正
月
九
日
「
御
尺
疹
御
酒
湯
被
ν
為
ν
掛
、
十
日
、
嘉
御
、
御
寿
六
十
四
」
と
あ
り
、
耽
皇
の
「
徳
川

十
五
代
史
」
の
九
日
の
部
に
は
、

「
麻
疹
癒
ル
ヲ
以
テ
、
三
家
以
下
賀
物
ヲ
献
ズ
。
今
夜
祝
宴
ア
リ
、
近
臣
役
人
、
皆
物
ヲ
献
ジ
テ
之
ヲ
賀

ス
。
此
ノ
日
大
久
保
木
工
頭
忠
朝
、
牧
野
備
後
守
成
貞
ト
共
ニ

、
将
軍
ヲ
拝
ス
。
忠
朝
独
リ
将
軍
ノ
顔
容
衰
扇
、
恐
ク
ハ
大
事
ア
ラ

ン
、
忽
ガ

セ
ニ

ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
、
諸
老
臣
-
孟
ロ
テ
退
ク
。

十
日
、
酒
湯
ノ
祝
賀
ア

リ
テ
、
三
家
以
下
諸
大
名
、
諸
土
皆
登
城
ス
。
時
ニ
将
軍
ノ
疾

劇
シ
ク
、
卯
刻
ニ
至
テ
俄
ニ
嘉
ズ
」
と
し
、
酒
湯
当
日
の
死
亡
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
麻
疹
に
対
し
て
も
酒
湯
の
祝
賀
が
行
な
わ
れ

た
か
、
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
た
か
は
確
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
水
痘
の
酒
湯
は
、
こ
の
十
一
年
後
、
吉
宗
の
嫡
子
長
福
丸
(
後
の
九
代
将
軍
家
重
〉
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
を
初
見
と

す
る
。

「
享
保
五
年
庚
子
正
月
廿
一
目
、
御
水
痘
御
酒
湯
」
と
あ
り
、
時
に
九
歳
。
な
お
、
家
重
の
痘
癒
酒
湯
は
元
服
後
の
同
十
三
年
三
月
、

麻
疹
酒
湯
は
同
十
五
年
十
二
月
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
以
後
各
代
す
べ
て
に
つ
い
て
こ
の
三
症
の
御
酒
湯
記
録
が
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

柳
営
中
に
お
け
る
酒
湯
の
変
遣
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
視
点
を
変
え
て
、

「
御
働
書
」
中
に
現
わ
れ
た
酒
湯
に
つ
い
て
そ

の
推
移
を
見
て
み
よ
う
。

御
触
書
集
成
は
幕
府
評
定
所
が
編
纂
し
た
幕
府
法
令
集
で
あ
る
。
は
じ
め
て
過
去
の
諸
々
の
触
書
を
編
集
し
た
の
が
寛
保
三
年
で
あ
り
、
慶
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， 
長
二
十
年
(
一
六
一
五
年
)
よ
り
こ
の
年
〈
一
七
四
三
年
)
ま
で
の
分
を
収
め
て
い
る
。
現
在
で
は
い
わ
ゆ
る
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
と
し
て

刊
本
と
し
て
利
用
し
う
る
状
態
に
な

っ
て
お
り
、
以
下
「
宝
暦
集
成
」
、

「
天
明
集
成
」
、

「
天
保
集
成
」
と
続
く
こ
と
に
な
る
が
、
前
述
の
酒

湯
変
選
は
す
べ
て
内
の
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
の
年
代
的
範
囲
内
に
あ
り
以
後
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

上
記
の
一
期
、
す
な
わ
ち
未
だ
治
療
法
と
し
て
も
酒
湯
の
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
時
代
の
、
一
二
症
に
関
連
し
た
触
書
は
ま
っ
た
く
な
い
。

二
期
は
家
光
の
痘
癒
に
対
し
て
酒
湯
が
試
み
ら
れ
た
が
、
未
だ
定
法
と
は
言
え
ず
、
ま
た
麻
疹

・
水
痘
も
感
染
性
、
免
疫
性
の
共
通
す
る
と

こ
ろ
か
ら
痘
癒
同
様
に
注
意
が
払
わ
れ
、
権
患
の
記
録
だ
け
は
始
ま
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
の
触
書
と
し
て
は
、
営
中
へ
の
伝
播
防
止

の
た
め
の
も
の
が
二
、
三
あ
り
、
正
保
二
年
四
月
の
家
綱
の
元
服
、
任
官
(
従
三
位
、
権
大
納
言
)
の
祝
の
と
き
の
も
の
「
一

、
大
納
言
様
御

任
官
に
付
て
、
為
御
目
見
、
如
年
始
八
朔
之
、
不
残
群
参
之
事
、

(
中
略
〉

て
癒
癒
差
合
七
十
五
日
ヨ
リ
内
ハ
廿
三
日
之
出
仕
可
為
無
用
、

廿
六
日
ハ

公
方
様
え
計
三
千
石
以
上
之
面
々
太
万
目
録
に
て
御
礼
、
大
納
言
様
え
は
七
十
五
日
過
テ
御
祝
儀
可
差
上
之
事
、

(
後
略
)
」
、
を

は
じ
め
と
す
る
。
家
綱
は
こ
の
時
未
だ
痘
措
を
経
験
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
執
ら
れ
た
予
防
の
措
置
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
慶
安
元
年
正
月

の
鶴
松
君
(
家
綱
の
弟
、
夫
折
)
御
七
夜
御
祝
儀
に
関
し
て
の
「
鶴
松
君
御
七
夜
付
て
、
諸
大
名
よ
り
御
祝
儀
差
上
之
、

(
中
略
)

て

箔

癒

麻
疹
子
兄
弟
弁
近
親
類
相
煩
面
々
、
御
祝
儀
不
差
上
之
、
重
て
可
献
旨
也
」
な
ど
も
こ
れ
に
当
る
。

次
に
、
第
三
期
相
当
の
年
代
の
も
の
と
し
て
は
、
御
目
見
に
際
し
て
の
三
症
に
関
す
る
遠
慮
の
規
定
が
延
宝
八
年
に
達
せ
ら
れ
、
後
永
く
ほ

ぼ
同
形
式
同
内
容
で
繰
返
え
し
触
警
の
出
さ
れ
る
基
本
形
と
な
る
。
日
く
、

抱
箔
麻
疹
水
痘
遠
慮
之
事

癌

撞

一
、
病
人
は
見
候
日
よ
り
三
十
五
日
過
候
て
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

一
、
看
病
人
ハ
三
番
湯
掛
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

一
、
病
人
果
候
共
、

看
病
人
忌
明
候
て
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

疹
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一
、
病
人
ハ
三
番
湯
掛
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

一
、
看
病
人
同
断
、

一
、
病
人
果
候
時
ハ
、
癌
癒
同
断
、

水

痘

一
、
疹
と
同
前
、

右
は
御
側
之
面
々
計
、
外
様
之
輩
ハ
御
構
無
之
候
、
以
上
、

十

一
月

第
四
期
、
す
な
わ
ち
、
宝
永
五
年
暮
か
ら
六
年
正
月
へ
か
け
て
の
、
将
軍
綱
吉
の
麻
疹
発
症
、
酒
湯
、

期
。
綱
士
口
の
こ
の
麻
疹
酒
湯
を
契
機
と
し
て
、
爾
来
御
触
書
に
酒
湯
の
文
字
は
随
所
に
見
出
さ
れ
は
じ
め
、
江
戸
全
期
を
通
じ
て
三
症
と
も
に

定
式
の
祝
儀
と
し
て
こ
こ
に
完
全
に
定
着
し
た
こ
と
を
う
か
が
い
知
り
得
る
。

そ
し
て
逝
去
、
に
始
ま
る
長
い
時

一
、
二
の
例
を
掲
げ
て
本
稿
の
終
り
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

宝
永
五
子
年
十
二
月

(
注
一
〉

大
納
言
様
御
疹
被
遊
候
付

一
、
西
丸
え
為
伺
御
機
嫌
、
明
十
日
御
三
家
始
惣
出
仕
之
事
、

て
御
本
丸
え
ハ
不
及
登
域
候
、
御
様
煙
御
軽
恐
悦
之
旨
ニ
て
、
御
本
丸
老
中
月
番
え
可
被
相
越
候
事
、

一
、
病
気
幼
少
之
面
々
ハ
、
御
本
丸
、
西
丸
老
中
月
番
え
使
者
可
被
差
越
候
事
、

一
、
在
国
在
所
之
面
々
よ
り
ハ

、
使
者
可
被
差
越
候
事
、

一
、
在
江
戸
隠
居
之
面
々
よ
り
つ
御
本
丸
、
西
丸
老
中
月
番
え
使
者
可
被
差
越
候
事
、

一
、
父
子
在
所
之
面
々
隠
居
よ
り
ハ
、
家
督
よ
り
之
使
者
ニ
可
被
申
越
候
、
隠
居
計
在
所
之
面
々
ハ

、
拾
万
石
以
上
之
隠
居
よ
り
ハ
使
者
、

其
以
下
ハ
飛
札
可
被
差
越
候
事
、

て
明
十
日
よ
り
御
酒
湯
被
為

召
候
迄
ハ
、
毎
日
西
丸
老
中
月
番
迄
使
者
可
被
差
越
候
、
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大窪
納三

様享
被 保
遊十
御三
癌申
搭年

御、月
酒、
湯、

為

召
候
御
祝
儀

一、

詰
衆
計
西
丸
仕
廻
、
御
本
丸
え
可
被
罷
出
候
事
、

右
之
通
、
可
被
相
個
候
以
上
、

十
二
月

(註一

、
大
納
言
は
将
軍
綱
吉
)

公

方

様

大
納
言
様

> 

スー

一
種
一
荷
宛

五
万
石
よ
り

九
万
九
千
石
迄
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二
種
一
荷
宛

拾
万
石
以
上

一
種
宛

壱
万
石
よ
り

四
万
九
千
石
迄朝

六
半
時
よ
り
四
時
迄
之
内
、
以
使
者
可
献
上
候
、

大
納
言
様
え
献
上
物
ハ
西
丸
え
可
差
上
候
、
在
圏
在
邑
之
面
々
ハ
以
官
地
之
者
差
上
之
、
其
以
後
以
使
札
御
歓
可
被
申
上
候
以
上
、

御
酒
湯
被
為

召
候
翌
日

右
之
通

月享
保
十
三
年
申
年
三
月

三
奉
行
え



(注
ニ
〉

大
納
言
様
御
抱
搭
被
遊
候
、
御
快
然
之
為
御
祝
儀
、
赦
被

出
候
、

(
註
二
、
大
納
言
は
家
重
)

文
政
三
辰
年
二
月

大
目
付
えハ

注
三
)

一
一
月
廿
二
日

右
大
将
様
御
酒
湯
被
為

一
、
西
丸
殿
中
喫
斗
目
半
袴
、

て
御
本
丸
表
向
服
紗
小
袖
麻
上
下
、

召
候
ニ
付
、

但
、
御
供
之
面
々
は
現
斗
目
半
袴
、

右
之
通
、
向
々
え
可
被
達
候
、

二
月文

政
三
辰
年
二
月

(
注
三
〉

大
目
付
え
右
大
将
様
御
箔
清
被
遊
、
御
酒
湯
被
為

公
方
様
こ

右
大
将
様
F

二
種
千
疋
宛

拾
万
石
以
上

一
種
千
疋
宛

五
万
石
よ
り

九
万
九
千
石
迄

仰
付
候
、
官
時
牢
舎
之
者
之
内
、
赦
ニ
可
成
者
有
之
ハ

、
遂
吟
味
、
早
々
可
書
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召
候
御
祝
儀



一
種
宛

壱
万
石
よ
り

四
万
九
千
石
迄

御

基

様

L

御
簾
中
様
旦

一
種
千
疋
宛

拾
万
石
以
上

一
種
五
百
疋
宛

五
万
石
よ
り

九
万
九
千
石
迄

一
種
宛

壱
万
石
よ
り

四
万
九
千
石
迄

右
之
通
、
来
ル
廿
三
日
可
有
献
上
候
、

公
方
様
え
献
上
物
は
御
本
丸
御
玄
関
よ
り
、
右
大
将
様
え
之
献
上
物
は
西
丸
御
玄
関
よ
り
、
御
塞
様
え
之
進
上
物
は
平
川
口
御
門
番
所

迄
、
御
簾
中
様
え
之
進
上
物
は
坂
下
御
門
番
迄
、
朝
六
時
よ
り
五
時
迄
之
内
、
以
使
者
可
差
上
候
、
在
圏
在
邑
之
面
々
は
、
住
地
之
者
を
以
差

上
之
、
其
以
後
以
使
者
御
歓
可
申
上
候
、

右
之
通
、
可
被
相
鰯
候
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二
月文

政
三
辰
年
二
月

寺
社
奉
行
え

(注
三
)

右
大
将
様
御
癌
癒
一
一
付
、
於
山
王
観
世
太
夫
、
費
生
太
夫
、
金
剛
太
夫
、
七
太
夫
、
金
春
八
左
衛
門
よ
り
先
格
能
興
行
仕
度
旨
、
願
之
通
申

渡
候
問
、
可
被
得
其
意
候
、

二
月



右在
大三
将
様文
御、政
酒、三
湯、辰
為 年
御 二
祝月
儀

東
叡
山

香
琳
院
御
霊
前
え

御
名
代

白
銀
五
枚

西
丸
若
年
寄

右
之
通
、
御
備
物
有
之
候
問
、
得
其
意
、
上
野
執
営
え
可
被
達
之
候
、

月

(
註
三
、
右
大
将
は
家
慶
)

参

考

文

献

(
1

)

「
御
家
譜
」
徳
川
諸
家
系
譜
第
一

、
昭
和
四
十
五
年
、
続
群
書
類
従
完
成
会

(
2
〉
「
幕
府
幹
胤
伝
」
徳
川
諸
家
系
譜
、
第
二
、
昭
和
四
十
九
年
、
続
群
替
類
従
完
成
会

(
3
〉
「
徳
川
十
五
代
史
」
内
藤
耽
安
、
昭
和
四
十
三
年
、
人
物
往
来
社

(

4

)

「
御
触
書
宜
保
集
成
」
高
柳
真
三

・
石
井
良
助
編
、
昭
和
九
年
、
岩
波
書
庖
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(
東
京
医
科
大
学
解
剖
学
教
室
〉



Changes of Sasayu Ceremony wi th the Lapse 

of Time in the Edo Era 

Kyutaro MAEKA W A 

The so-called sasayu or sakayu， bathing in or wiping with hot water containing sake-wine， whitish water 

resulting from rice-washing， red beans and salt， was a curative method for the patients of smallpox during the 

recovery period. This treatment is thought， generally， to have begun prior to 350 to 400 years ago in ]apan 

independent of Chinese or Korean medicine. 

In the Shogunate family， such a treatment was adopted in the early period of the Tokugawa-shogunate for the 

third Shogun， Iemitsu Tokugawa， a代era heated discussion among the close attendants or the shogunal physi-

cians. Hereafter， this treatment was used habiωally with successive Shoguns and his princes or princesses. 

Since the middle years of the Edo era， however， sasayu changed gradually into a ceremonious celebration of 

recovery from the disease and performed also for measles and chickenpox throughout the subsequent Edo era. 

〈

∞

ザ

〉



日
ぶ
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

第
-
号

・
昭
和
五
十
一
年
-
月

昭
和
五
十
年
五
月
受
付

国

医

師

に

|

|
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究
会一
)|

|

つ
し、

て

新

村

拓

一
、
国
医
師
任
用
の
推
移

地
方
医
療
担
当
官
で
あ
る
国
医
師
は
国
別
に
各
一
人
が
置
か
れ
(
職
員
令
)
、

そ
の
任
用
は
在
地
(
土
人
)
任
用
を
原
則
と
し
、

部
内
に
適
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任
者
の
い
な
い
場
合
は
傍
国
よ
り
任
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
(
選
叙
令
〉
。

す
ぐ
れ
た
者
(
必
ず
し
も
及
第
し
た
者
で
な
く
て
も
よ
い
)
を
国
司
が
簡
択
し
、
太
政
官
に
申
上
し
て
式
部
判
補
と
す
る
と
あ
り
、
更
に
傍
国

こ
れ
に

つ
い
て
集
解
は
在
留
の
散
位
庶
人
の
中
か
ら
才
術
の

に
お
い
て
も
適
材
が
な
け
れ
ば
京
人
か
ら
採
用
し
、
そ
の
場
合
の
考
限
叙
法
は
内
分
番
と
同
じ
に
す
る
と
し
、

「
但
今
行
事
、
従
朝
廷
補
任

耳
」
と
あ
る
か
ら
集
解
成
立
の
九
世
紀
後
半
に
お
い
て
は
京
人
補
任
が
一
般
的
な
状
況
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
宝
選
任
令
は
養
老
選
叙
令

た
だ
「
考
限
叙
法
及
准
折
並
同
主
政
等
」
の
箇
条
の
主
政
が
後
者
で
は
郡
司
と
な
っ
て
い
る
が
、
字
句
の
置
換
だ
け
で
あ
っ

て
内
容
的
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
義
解
に
は
「
以
十
考
為
限
、
十
考
中
、
進
一
階
之
類
、
但
本
非
職
事
、
故
以
百
四
十
日
為
考
也
」
と
あ
り
、

十
考
す
な
わ
ち
十
年
間
に
わ
た
る
勤
務
成
績
の
評
価
が
中
で
あ
れ
ば
位
一
階
の
昇
進
を
み
る
と
い
う
類
で
あ
る
が
、
但
し
も
と
よ
り
国
医
師
は

職
事
官
で
は
な
い
の
で
年
百
四
十
日
の
勤
務
を
以
っ
て
考
(
評
定
)
と
す
る
と
あ
る
。
ま
た
考
課
令
集
解
国
博
士
条
釈
説
に
は
「
国
博
士
為
外

番
上
、
為
立
三
等
考
第
故
」
と
あ
っ
て
国
医
師
と
併
記
さ
れ
る
国
博
士
は
外
番
上
で
あ
り
、
そ
れ
は
三
等
考
第
で
あ
る
故
と
し
て
い
る
。
国
医

と
ほ
ぼ
同
文
で
、



師
も
三
等
考
第
で
あ
る
か
ら
国
博
士
同
様
、
外
番
上
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
外
番
上
と
な
れ
ば
外
散
位
と
同
じ
で
成
選

に
要
す
る
期
間
は
十
二
年
と
な
り
、
前
の
十
考
の
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
な
る
が
選
叙
令
本
条
注
に
考
限
叙
法
は
郡
司
に
同
じ
(
外
長
上
で

二
百
四
十
日
勤
務
〉
と
あ
る
か
ら
、
国
医
師
は
勤
務
は
分
番
で
あ
る
が
考
叙
は
十
考
の
外
長
上
扱
い
と
い
う
こ
と
で
昇
進
の
機
会
が
早
く
、
外

散
位
と
外
長
上
の
中
聞
に
位
置
す
る
特
異
な
形
態
で
あ
っ
た
と
し
川
え
よ
う
。

国
医
師
は
在
地
任
用
、
徳
行
才
用
主
義
を
原
則
と
し
て
い
た
が
令
制
施
行
初
期
に
は
そ
の
充
補
が
困
難
で
あ
っ
た
も
の
と
み
え
、
中
央
派
遣

の
京
入
国
医
師
が
多
く
出
た
よ
う
で
、
そ
の
場
合
の
考
選
は
史
生
例
に
准
ず
と
あ
る

(
続
紀
、
和
銅
元
年
四
月
十
一
日
条
)
。
史
生
は
内
分
番

八
考
選
限
で
あ
る
か
ら
、
京
入
国
医
師
は
在
地
任
用
国
医
師
よ
り
二
年
早
く
昇
進
可
能
と
な
り
、
任
用
の
点
か
ら
国
医
師
は
二
種
存
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

中
央
よ
り
派
遣
さ
れ
た
の
は
典
薬
生
や
内
薬
司
薬
生
で
あ
り
(
延
喜
式
部
式
〉
、

不
成
業
に
か
か
わ
ら
ず
妄
り
に
薦
挙

を
求
め
て
国
医
師
任
官
を
願
う
者
が
続
出
す
る
状
況
に
は
あ
っ
た
が

(
続
紀
、
霊
亀
二
年
五
月
廿
三
日
条
)
、

人
材
の
点
に
問
題
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
養
老
七
年
十
月
八
日
の
勅
(
続
紀
)
は
同
三
年
設
置
の
按
察
使
の
治
め
る
閣
に
は
国
博
士
医
師
を
補
任
す
る
が
、
そ
の
他
の
国
は
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国
博
士
を
停
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
国
医
師
に
つ
い
て
特
に
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
令
制
通
り
国
別
に
一
人
が
置
か
れ
て
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
勅
が
で
た
背
後
に
は
国
博
士
の
人
材
難
が
あ
り
、
国
医
師
と
て
同
様
な
事
情
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
天
平
神
護
二
年
五
月
十
三
日
太
政
官
奏
(
続
紀
)
で
は
「
今
経
術
之
道
、
成
業
者
寡
、
空
設
職
員
、
擢
取
乏
人
」
こ
と
か

ら
新
例
を
立
て
て
国
医
師
兼
任
制
を
し
く
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
が
「
其
博
士
医
師
兼
国
者
学
生
労
於
費
組
、
病
人
困
於
救
療
」
と
い
う
理
由
か

ら
宝
亀
十
年
間
五
月
に
は
兼
任
制
を
止
め
、
再
び
令
制
に
復
し
て
国
毎
に
一
人
を
置
き
六
考
を
以
っ
て
遷
替
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
続
紀
〉
。

も
と
も
と
国
医
師
兼
任
制
が
し
か
れ
た
の
は
人
材
難
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
国
医
生
の
教
育
上
、
ま
た
施
療
上
の

不
都
合
か
ら
令
制
に
復
帰
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
改
制
は
国
医
師
の
質
的
低
下
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
安
直
に

国
医
師
に
補
任
さ
れ
よ
う
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
こ
と
は
前
に
み
た
通
り
で
あ
り
、
更
に
天
平
宝
字
元
年
十
一
月
九
日
勅
(
類
爽
三
代
格
、
巻

五
)
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
風
潮
を
っ
た
え
、

た
だ
政
を
損
す
る
だ
け
で
な
く
民
に
益
な
き
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
医
生
に
は
太
素
経
以
下
、



針
生
に
は
素
間
以
下
の
書
の
学
習
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
延
暦
十
六
年
に
畿
内
の
国
博
士
医
師
が
一
時
廃
さ
れ
た
が
、

「
学
道
久
廃
、
救
疾
無
医
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
弘
仁
十
二
年
十
二
月
史
生
二
員
を
省
く
か
わ
り
に
再
び
博
士
医
師
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
(
類

緊
三
代
格
、
巻
五
)
。
律
令
再
編
を
め
ざ
す
桓
武
朝
は
郡
司
任
用
に
お
い
て
律
令
本
来
の
徳
行
才
用
主
義
を
と
っ
て
延
暦
十
七
年
世
襲
制
を
廃

し
た
が
、
畿
内
国
博
士
医
師
の
廃
止
も
こ
れ
と
の
関
連
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
徳
行
才
用
主
義
は
人
選
基
準
の
高
化
を
招
き

人
材
難
に
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
る
。
畿
内
は
京
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
医
療
及
び
医
生
の
教
育
は
京
に
お
い
て
行
な
う
こ
と
も
可
能
と
考
え

ら
れ
、
廃
止
に
よ
る
定
員
減
を
は
か
る
と
と
も
に
農
村
内
部
の
階
層
分
化
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
富
豪
居
を
把
握
す
る
た
め
に
、
世
襲
的
に
国
医

師
を
輩
出
し
て
き
た
伝
統
的
な
譜
第
層
に
代
わ
っ
て
在
地
の
有
能
な
新
階
層
に
門
戸
を
解
放
す
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
在
地
の
新
旧
階
層
の
対
立
か
ら
業
務
の
停
滞
を
招
き
、
弘
仁
十
二
年
畿
内
国
医
師
の
再
置
を
み
る
と
と
も
に
全
国
的
に
も
従
来

の
譜
第
主
義
に
復
帰
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
欠
を
補
う
ベ
く
天
長
七
年
十

一
月
、
大
学
生
及
び
典
薬
生
の
中
で
年
三
十

一
以
上

に
補
任
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
(
類
襲
三
代
格
、
巻
五
)
。

本
来
は
「
若
登
品
川
一
不
堪
貢
挙
者
、

乃
還
本
貫
」
と
い
う
厳
格
な
も
の
で
あ
っ
た
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に
な
っ
て
な
お
不
成
業
の
者
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
か
ら
は
白
読
を
課
試
す
る
の
み
で
五
畿
内
井
び
に
志
摩
、
伊
豆
等
十

一
ヶ
国
の
国
博
士
医
師

が
、
近
国
と
下
国
に
限
定
は
し
て
い
る
が
非
受
業
の
国
医
師
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
(
任
期
四
年
三

し
か
し
人
選
基
準
を
下
げ
て
の
、
し

か
も
京
人
派
遣
に
よ
る
安
直
な
補
任
は
現
地
の
不
-
評
を
買
う
一
方
で
、
非
受
業
国
医
師
の
部
分
的
公
認
は
そ
の
限
定
の
枠
を
越
え
て
一
般
化
を

導
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
貞
観
四
年
三
月
廿
目
の
下
野
介
伴
宿
禰
河
雄
の
奏
言
に
よ
れ
ば
「
今
在
任
博
士
四
人
、
医
師
三
人
、
皆
非
練

道
受
業
之
輩
、
空
費
俸
料
、
無
益
生
徒
」
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
(
三
代
実
録
〉
。

下
野
国
で
は
計
七
人
も
の
非
受
業
国
博
士
医
師
が
い
た
の

で
あ
る
。
下
野
国
は
天
長
七
年
格
の
枠
外
の
国
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
頃
は
既
に
全
国
的
に
非
受
業
の
出
現
を
み
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ

の
奏
を
契
機
に
全
国
の
受
業
非
受
業
の
国
博
士
医
師
の
解
由
が
責
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
交
替
事
務
の
厳
格
化
が
は
か
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
天

長
七
年
格
を
否
定
し
て
非
受
業
の
全
国
化
を
追
認
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
天
長
七
年
格
で
は
京
人
の
み
の
補
任
で
あ
っ
た
が
在
地
任
用
の

非
受
業
国
医
師
も
相
当
数
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
は
貞
観
六
年
十
二
月
十
四
戸
調
府
未
進
数
に
准
じ
て
「
博
士
医
師、

除
受
業
練
道



人
之
外
、
同
没
公
解
」
と
あ
り
、
同
八
年
壬
三
月
五
日
加
賀
国
司
奏
に
「
土
民
為
博
士
医
師
者
、
{
二
ヶ
年
間
不
給
事
力
」
、

廿
五
日

「
諸
国
非
受
業
博
士
医
師
、
以
四
年
為
秩
限
、
但
出
羽
及
大
宰
管
内
諸
国
、
五
年
為
限
」

一と
あ
り
(
三
代
実
録
〉
、

同
十
二
年
十
二
月

元
慶
七
年
十
二
月

廿
五
日
「
応
停
非
受
業
人
任
当
国
博
士
医
師
事
」
と
史
生
の
例
に
准
じ
在
地
か
ら
の
非
受
業
国
博
士
医
師
補
任
停
止
の
官
符
が
出
さ
れ
る
に
至

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る

(
類
褒
三
代
格
、
巻
五
)
。

こ
の
よ
う
に
在
地
任
用
の
非
受
業
国
医
師
が
多
く
出
た
背
景
に
は
新
階
層
の

成
長
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
律
令
制
的
収
取
体
系
の
解
体
化
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
在
地
に
成
長
し
つ
つ
あ
る
階
層
を
国
街
が
掌
握
す

る
必
要
が
あ
り
、
他
方
、
新
階
層
に
と
っ
て
私
富
の
鉱
大
の
た
め
に
は
公
権
力
に
結
び
つ
く
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
補
任
の
た
め
の
定
員
増

を
は
か
る
な
か
で
生
れ
た
の
が
非
受
業
国
医
師
の
全
国
化
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
U

国
医
師
は
単
に
医
療
の
み
を
掌
る
だ
け
で
は
な
く
、
調
使

と
し
て
(
大
日
本
古
文
書
、
巻
一
附
)
、
検
米
使
と
し
て
(
問
、
巻
四
却
〉
、

文
加
)
地
方
行
政
に
深
く
関
与
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
新
階
層
の
も
の
に
と
っ
て
多
く
競
望
の
対
象
と
な
り
う
る
官
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

斑
田
使
と
し
て
(
向
、
巻
五
制
)
、

官
倉
検
使
と
し
て
(
平
安
造

そ
し
て
そ
の
任
用
は
国
守
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
う
し
た
在
地
の
動
き
に
対
し
天
慶
七
年
在
地
任
用
の
停
止
が
命
じ
ら

れ
た
が
、
そ
れ
は
元
凌
官
回
の
設
置
に
み
る
よ
う
に
官
人
給
与
体
制
の
再
編
強
化
の
な
さ
れ
る
な
か
で
、
冗
員
停
廃
に
よ
る
経
費
削
減
、
正
税

確
保
の
観
点
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
非
受
業
国
医
師
を
京
人
の
み
に
限
定
す
る
天
長
七
年
格
へ
の
復
帰
、
更
に
は
寛
平
七
年
二

月
に
は
前
格
の
年
齢
制
限
を
撤
去
し
、
た
だ
典
薬
寮
学
舎
に
苦
住
す
る
者
で
採
用
に
堪
え
る
者
で
あ
れ
ば
課
試
を
経
ず
に
推
挙
に
よ
り
任
用

し
、
ま
た
鴻
儒
名
医
の
子
孫
で
あ
れ
ば
大
学
生
典
薬
生
で
な
く
と
も
、
ま
た
た
と
え
祖
業
を
伝
習
し
て
い
な
く
と
も
推
挙
に
よ
り
権
官
に
補
任

す
る
と
し
た
格
(
類
褒
三
代
格
、
巻
五
〉
、

こ
こ
で
は
も
う
医
業
の
有
無
が
国
医
師
(
権
官
で
あ
る
が
)
の
採
用
の
資
格
と
し
て
問
わ
れ
な
く

な
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
政
府
に
よ
る
京
人
の
非
受
業
、
権
国
医
師
へ
の
補
任
の
動
き
は
ど
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
つ
に

は
律
令
的
税
体
系
の
破
綻
に
よ
り
官
人
給
与
体
系
の
な
か
で
ま
ず
疎
外
さ
れ
、
生
活
不
安
に
脅
さ
れ
た
の
は
典
薬
寮
官
人
を
含
む
中
下
級
官
人

層
で
あ
り
、
権
官
補
任
は
彼
ら
へ
の
救
済
の
意
味
、
得
分
権
益
の
授
与
を
は
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
鴻
儒
名
医
の
子
孫
を
も
っ

て
任
.す
る
と
あ
る
よ
う
に
、
崩
れ
ゆ
く
律
令
体
制
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
抵
抗
、
す
な
わ
ち
伝
統
的
権
威
、
血
統
の
尊
重
定
着
と
い
う
も
の
を
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通
し
て
体
制
維
持
を
は
か
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

次
に
補
任
官
人
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
す
る
が
管
見
で
は
左
記
の
者
が
補
任
し
て
い
る
(
補
任
時
期
は
明
確
に
し
え
な
い
の
で
記
載
年
は

当
官
初
出
年
月
日
を
示
す
〉
。
無
位
出
雲
国
医
師
猪
名
部
諸
人
(
天
平
五
年
、
大
日
本
古
文
書
、
巻
一
間
)
、
外
従
八
位
下
越
前
国
医
師
六
人
部

東
人
(
天
平
勝
宝
元
年
五
月
、
同
巻
五
別
他
)
、
少
初
位
上
近
江
国
医
師
物
部
医
連
巻
(
天
平
勝
宝
三
年
八
月
二
日
、
同
巻
三
川
)、
大
初
位
上

信
濃
国
医
師
威
上
連
柑
足

(
天
平
勝
宝
四
年
十
月
、
寧
楽
遺
文
蜘
〉
、
越
前
国
医
師
城
上
石
村

(
天
平
宝
字
五
年
、
大
日
本
古
文
書
、
巻
五

制〉
、
正
七
位
下
丹
波
国
医
師
大
村
直
諸
縄
(
天
長
元
年
四
月
廿
八
日
、
類
楽
園
史
、
巻
七
十
八
)
、
外
大
初
位
下
前
壱
伎
嶋
医
師
蕨
野
勝
真
吉

〈
承
和
十
二
年
六
月
七
日
、
続
日
本
後
紀
〉
、
従
八
位
下
越
中
国
医
師
角
山
公
魚
成
〈
仁
寿
二
年
十

一
月
七
日
、
平
安
遺
文
加
)
、
従
八
位
下
長

門
国
医
師
海
部
男
種
麿
(
貞
観
元
年
二
月
廿
五
日
、
三
代
実
録
)
、
従
六
位
上
尾
張
国
医
師
甚
目
連
公
冬
雄
(
貞
観
六
年
八
月
八
日
、
同
)
、
正

八
位
上
播
磨
権
医
師
和
週
部
臣
宅
貞
〈
貞
観
六
年
八
月
八
日
、
同〉
、

従
八
位
上
但
馬
国
前
医
師
日
置
部
是
雄

(
元
慶
三
年
十
二
月
十
五
日
、

同
)
、
大
初
位
下
下
野
国
権
医
師
下
毛
野
朝
臣
御
安
(
元
慶
三
年
六
月
廿
六
日
、
同
)
、
従
八
位
上
安
芸
国
医
師
常
澄
宿
禰
宗
士
口
(
元
俊
三
年
十
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月
廿
二
日
、
同〉
、
少
初
位
上
筑
後
国
前
医
師
日
下
部
広
君
(
仁
和
元
年
十
二
月
廿
三
日
、
同〉
、
少
初
位
下
近
江
国
権
医
師
神
人
氏
岳
(
仁
和

元
年
七
月
十
九
日
、
同
)
、
従
七
位
下
越
中
国
医
師
佐
伯
宿
禰
宅
主
(
寛
平
九
年
八
月
五
日
、
平
安
遺
文
加
)
、
大
初
位
下
越
中
国
医
師
依
智
秦

公
広
範
(
延
喜
十
年
十
月
十
五
日
、
同〉
、
出
雲
国
権
医
師
出
雲
清
明
(
康
和
二
年
五
月
、
岡
山
〉
、
従
七
位
上
大
和
国
権
医
師
多
宿
禰
某
(
西

多
く
は
従
八
位
上
か
ら
少
初
位
上
の
官
位
を
も
っ
在
地
の
中
小
豪
族
層
と
い
っ
て
よ
く
、
中
央
派
遣

宮
記
、
巻
三
)
。

補
任
氏
族
を
み
る
と
、

の
薬
部
世
習
の
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
貞
観
十
二
年
八
月
廿
日
制
に
「
(
上
略
)
医
師
遷
任
者
、
鍛
符
注
所
遺
歴
、
依
譲
相
代
者
注
前
人
歴
」

と
あ
る
か
ら
(
一
二
代
実
録
)
、

九
世
紀
後
半
に
は
世
襲
が
一
般
化
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

右
記
の
官
人
群
だ
け
か
ら
は
推
測
で
き

な
い
。
な
お
権
官
は
寛
平
七
年
格
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
右
記
に
み
る
よ
う
に
既
に
貞
観
六
年
よ
り
現
れ
て
お
り
、
格
は

先
行
す
る
現
実
の
状
態
を
追
認
す
る
形
で
出
さ
れ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。



二
、
国
医
師
の
待
遇

国
医
師
は
令
制
で
は
前
に
み
た
よ
う
に
分
番
で
あ
る
が
十
考
成
選
の
外
長
上
扱
い
で
あ
っ
た
が
、
神
亀
五
年
八
月
九
日
格
に
よ
り
八
考
、
更

に
宝
亀
十
年
壬
五
月
廿
七
日
格
で
六
考
に
改
訂
さ
れ
た
。
昇
進
に
は
ま
ず
一
年
間
に
一
定
数
の
上
日
(
国
医
師
は
百
四
十
日
)
を
満
た
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
条
件
を
満
た
す
と
国
守
が
勤
評
を
行
い
、
効
験
の
多
少
に
よ
っ
て
上
中
下
の
三
段
階
(
治
癒
率
七
割
を
上
、
五
割
を
中
、
四

割
以
下
を
下
と
す
る
が
、
大
宝
令
で
は
八
割
を
上
と
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
〉
に
評
価
さ
れ
た
(
考
課
令
〉
。

ま
た
国
医
生
教
授
の
こ
と
に
つ

い
て
は
義
解
に
「
雄
生
徒
充
業
、
而
不
療
病
者
、
白
為
下
第
」
と
あ
る
か
ら
、
評
価
の
対
象
に
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の
と
み
え
る
。
だ
が
「
於

太
平
年
何
、
答
、
准
博
士
輿
充
業
之
最
」
と
あ
る
か
ら
、
病
者
の
い
な
い
太
平
年
の
時
は
教
え
方
の
良
悪
が
評
価
の
対
象
と
な
っ
た
よ
う
で
あ

五
考
が
上
、
五
考
が
中
で
あ
れ
ば
二
階

る
。
こ
の
毎
年
の
評
価
を
令
制
で
は
十
年
(
考
)
累
積
さ
せ
、
そ
の
平
均
が
中
で
あ
れ
ば
一
階
級
、

級
、
十
考
が
上
で
あ
れ
ば
三
階
級
の
昇
進
と
な
っ
た
(
養
老
選
叙
令
〉
。

限
短
縮
比
率
に
対
応
さ
せ
て
結
階
を
な
せ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
。

神
亀
、

宝
亀
の
改
訂
に
際
し
て
は
令
制
十
考
の
結
階
法
に
准
じ
て
選
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国
医
師
の
給
与
に
は
磯
田
と
事
力
と
が
あ
る
が
、
当
官
は
官
位
相
当
官
で
な
い
の
で
一
概
に
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
多
く
は
従
八
位
上

か
ら
少
初
位
上
に
て
任
官
し
て
い
る
の
で
職
回
は
一
町
二
段
か
ら
一
町
、
事
力
は
四
人
か
ら
三
人
の
支
給
と
な
る
。
だ
が
通
常
、
当
官
は
史
生

に
准
じ
た
扱
い
を
う
け
て
い
る
の
で
職
田
六
段
、
事
力
二
人
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
な
お
保
安
元
年
摂
津
国
租
帳
(
平
安
遺
文
補
必
〉
に
は
「
医

師
六
段
」
と
み
え
る
。
貞
観
八
年
壬
三
月
五
日
(
三
代
実
録
)
に
は
加
賀
国
に
お
い
て
在
地
土
民
が
国
医
師
に
任
用
さ
れ
た
場
合
二
年
間
事
力

を
給
さ
ず
、
但
し
得
試
の
人
は
此
の
限
り
に
あ
ら
ず
と
し
て
勅
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
に
令
制
外
給
与
と
し
て
公
癖
稲
支
給
が
あ
る
。
天
平

宝
字
元
年
十
月
十
一
日
「
比
年
諸
国
司
等
交
替
之
日
各
貧
公
解
競
起
争
論
」
と
い
う
こ
と
か
ら
公
熔
処
分
法
が
定
め
ら
れ
、
長
官
六
分
次
官
四

分
嫁
三
分
目
二
分
史
生
一
分
と
し
、

国
医
師
は
史
生
の
例
に
准
ず
と
さ
れ
た
(
続
紀
、
延
喜
交
替
式
〉
。
延
暦
十
七
年
正
月
廿
三
日
民
煩
を
省

く
た
め
公
癖
稲
は
停
止
さ
れ
、
正
税
に
混
合
し
て
正
税
の
利
を
割
い
て
国
儲
と
国
司
俸
を
お
く
と
し
た
が
(
類
緊
国
史
、
巻
制
)
、
「
称
任
中
之



未
納
、
徴
公
康
之
息
利
」
す
る
者
が
多
く
、
同
十
九
年
「
諸
国
論
定
公
廓
依
旧
出
挙
」
と
旧
例
に
復
し
た
。
公
耐
用
稲
は
本
来
地
方
官
人
の
俸
禄

を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
「
官
物
之
欠
負
未
納
」
を
補
填
す
る
こ
と
が
第
一
義
と
さ
れ
る
よ
う
に
変
わ

り
、
天
長
九
年
十
二
月
格
で
は
国
司
公
解
の
十
分
の
一
を
も
っ
て
填
納
に
宛
て

(
類
襲
符
宣
抄
、
第
八
、
康
保
四
年
十
二
月
一
日
宣
旨
)
、
未

進
数
に
応
じ
て
国
司
史
生
以
上
及
び
郡
司
の
公
牌
を
没
収
す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
類
豪
三
代
格
、
巻
十
四
、
貞
観
四
年
九
月
廿
二
日
官
符
)
。

承
和
五
年
六
月
八
日
雑
薬
と
い
う
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
未
進
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
完
済
し
返
抄
を
得
な
け
れ
ば
医
師
公
鮮
を
宛
行
わ

ぬ
と
し
た
(
続
日
本
後
紀
〉
。

諸
国
貢
進
雑
薬
を
典
薬
寮
へ
納
進
す
る
の
は
国
医
師
の
責
任
で
あ
り
、
職
務
範
囲
内
の
怠
慢
に
対
す
る
制
裁
措

置
と
み
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
貞
観
六
年
十
二
月
十
四
日
に
至
る
と
調
庸
未
進
数
に
応
じ
て
受
業
練
道
の
国
博
士
医
師
を
除
く
外
は
公
癖
を
没
収

す
る
こ
と
に
な
っ
た
(
三
代
実
録
)
。

こ
れ
は
国
司
史
生
以
上
の
公
騨
没
収
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
が
連
帯
責
任
を
非
受
業
権
問
博
士
医
師
に

ま
で
拡
大
し
た
も
の
で
、
同
十
七
年
十
二
月
一
日
受
業
練
道
博
士
医
師
ま
で
連
帯
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
っ
た
(
同
)
。

公
解
に
関
連
し
て
国

医
師
に
は
公
癖
一
年
分
を
在
学
中
に
教
え
を
受
け
た
教
官
へ
送
る
受
業
師
料
が
あ
る
(
類
緊
三
代
格
、
巻
五
、
天
平
宝
字
元
年
十
一
月
九
日

勅
)
。
こ
れ
は
「
有
尊
師
之
道
終
行
、
教
資
之
業
永
継
、

国
家
良
政
、

(
6
V
 

教
官
の
待
遇
改
善
を
意
図
に
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
一
年
分
公
癖
を
恩
師
へ
送
る
措
置
は
国
医
師
に
と
っ
て
み
れ
ば
大

莫
要
於
弦
」
と
い
う
倫
理
的
な
要
請
か
ら
出
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
が
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き
な
負
担
で
あ
り
、
承
和
五
年
六
月
「
全
取
一
年
俸
、
物
情
難
和
」
か
ら
任
国
の
基
準
に
従
っ
て
毎
年
の
公
癖
の
中
か
ら
一
定
額
(
大
国
稲
二

貞
観
十
二
年
十
二
月
廿
五
日
官
符
)
。

百
束
、
上
国
百
五
十
束
等
の
割
で
)
を
軽
物
に
交
易
し
た
上
で
貢
調
使
に
付
し
典
薬
寮
へ
送
る
こ
と
に
改
正
さ
れ
た
(
類
爽
三
代
格
、
巻
六
、

こ
れ
は
受
業
師
料
の
分
割
払
い
方
式
へ
の
改
正
で
あ
り
、

ま
た
非
受
業
の
も
の
に
ま
で
適
用
が
拡
大
さ

れ
た
。
し
か
し
任
国
基
準
別
で
は
あ
っ
た
が
一
律
に
受
業
師
料
額
を
決
め
た
と
こ
ろ
に
不
合
理
が
残
さ
れ
、
貞
観
十
二
年
十
二
月
廿
五
日
(
右

格
)
未
納
官
物
の
多
少
、
作
物
の
豊
凶
、
国
司
人
員
の
多
少
に
よ
っ
て
公
麟
稲
総
量
の
異
な
る
と
こ
ろ
か
も
、
受
業
師
料
は
国
医
師
に
実
際
に

支
給
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
公
麟
稲
十
分
の
一
と
規
定
し
た
。
な
お
延
喜
典
薬
式
に
よ
れ
ば
承
和
五
年
格
と
異
な
り
非
受
業
に
は
受
業
料
送
付
義
務

は
な
い
と
あ
り
、
ま
た
受
業
師
料
物
は
典
薬
寮
庫
に
納
め
ら
れ
、
医
針
生
料
は
そ
の
博
士
に
、
薬
生
料
は
侍
医
に
充
て
る
と
し
て
い
る
。



三
、
国
医
師
の
遷
替

三
代
実
録
、
仁
和
元
年
三
月
十
五
日
条
を
検
討
し
て
み
た
い
。
第
一
段
は
「
式
部
省
言
、
式
云
、
諸
国
博
士
医
師
者
、
奉
試
及
第
井
其
道
博

士
等
並
共
挙
申
為
受
業
、
自
徐
為
非
業
」
と
あ
る
。
奉
試
及
第
で
博
士
等
の
挙
申
の
あ
る
者
を
受
業
、
そ
れ
以
外
を
非
業
と
規
定
し
て
い
る

(
な
お
延
喜
式
部
式
に
よ
れ
ば
課
試
の
こ
と
は
問
題
と
さ
れ
ず
、
才
学
優
秀
で
博
士
挙
申
の
者
を
受
業
と
す
る
と
あ
る
)
。
第
二
段
は

「
叉
云

諸
国
非
業
博
士
医
師
、
以
四
年
為
秩
限
、
但
出
羽
大
宰
管
内
諸
国
五
年
為
隈
」
と
あ
っ
て
、
貞
観
十
二
年
十
二
月
格
に
よ
る
も
の
で
非
受
業
の

任
期
四
年
(
出
羽
大
宰
管
内
五
年
)
を
定
め
、
格
は
つ
づ
け
て
「
遁
任
之
人
、
其
歴
四
年
至
譲
他
人
全
満
六
年
、
今
須
計
這
任
歴
令
終
歴
」
と

あ
る
。
兼
国
造
授
制
に
つ
い
て
は
延
喜
式
部
式
に
み
え
、
大
学
諸
博
士
で
六
位
以
下
の
者
は
諸
国
権
博
士
に
補
任
す
る
の
に
准
じ
典
薬
医
針
博

土
も
権
国
医
師
を
兼
任
さ
せ
る
と
あ
り
、
も
し
他
人
へ
譲
る
場
合
は
「
不
得
任
当
国
之
人
」
と
あ
る
。
国
医
師
の
俸
禄
公
嗣
併
を
典
薬
医
針
博
士

に
支
給
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
段
は
権
国
司
史
生
博
士
医
師
の
名
簿
を
年
終
に
民
部
省
送
付
を
定
め
た
貞
観
十
年
十
二
月
制
を
受
け
て
、
非
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受
業
を
加
え
三
月
一
日
送
付
に
改
定
。
延
喜
式
部
式
に
は
国
医
師
補
任
帳
は
毎
年
正
月
一
目
、
七
月
一
日
に
太
政
官
に
進
め
、
秩
満
帳
は
正
月

一
日
に
進
め
、
解
却
名
帳
は
別
巻
収
置
と
あ
る
。
第
四
段
は
受
業
非
業
は
才
用
秩
限
各
異
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
弁
別
を
補
任
解
文
に

注
載
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
非
違
が
生
じ
て
い
る
の
で
今
後
受
業
は
解
文
の
姓
名
の
下
に
そ
の
旨
注
載
を
指
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
喜
太
政
官

式
、
交
替
式
に
よ
れ
ば
国
医
師
は
任
期
満
と
同
時
に
直
ち
に
解
任
さ
れ
、
本
司
に
還
り
本
業
を
修
熱
せ
し
め
、
若
し
更
に
補
任
を
望
め
ば
無
試

験
で
復
任
を
聴
す
と
あ
り
、
ま
た
受
業
が
任
地
で
喪
に
あ
っ
た
場
合
は
喪
が
あ
け
た
後
に
復
任
さ
せ
て
秩
限
を
満
た
さ
せ
る
が
、
試
験
を
経
ず

に
任
官
し
た
者
は
此
の
限
り
で
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
前
者
の
場
合
喪
の
期
間
「
一
年
目
顕
職
」
と
あ
っ
て
欠
員
に
し
て
お
い
た
。
式
部

式
は
更
に
国
医
師
解
任
後
、
解
由
を
進
め
本
司
に
て
本
業
修
熟
さ
せ
、
上
日
を
注
し
て
毎
年
省
に
申
し
て
考
を
与
え
よ
と
あ
り
、
薬
生
で
侍
医

推
薦
、
任
官
の
者
は
試
験
に
及
第
し
た
者
に
准
じ
て
復
任
さ
せ
る
と
あ
る
。
ま
た
承
和
十
五
年
三
月
格
を
受
け
て
秩
限
未
だ
満
た
ず
に
、
あ
る

い
は
秩
満
後
未
だ
四
年
を
満
た
ざ
る
に
他
国
へ
転
任
、
ま
た
は
喪
に
遭
う
の
徒
は
喪
が
あ
け
て
復
任
し
た
際
は
前
歴
を
通
計
せ
よ
。
も
し
京
官



に
任
じ
て
更
に
外
官
へ
遷
任
、
ま
た
は
番
上
か
ら
職
事
へ
転
じ
た
際
は
前
歴
を
通
計
せ
ず
と
定
め
て
い
る
。
国
司
の
遷
替
に
あ
た

っ
て
は
夫
馬

が
支
給
さ
れ
故
郷
へ
送
ら
し
め
る
こ
と
は
和
銅
五
年
五
月
十
六
日
格
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
国
医
師
も
同
様
な
交
替
料
が
支
給
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
幾
多
の
変
遷
を
み
た
が
天
長
五
年
十
月
十

一
日
格
に
お
い
て
国
医
師
歴
任
五
年
で
解
退
の
場
合
は
受
替
料
の
支
給
を
停

止
、
秩
満
六
年
遷
替
の
み
旧
例
通
り
支
給
す
る
と
し
た
(
政
事
要
略
、
巻
町
)
。

「
貴
人
求
利
苛
勘
功
物
、
彫
弊
之
民
挙
門
逃
亡
」
の
と
こ
ろ
か
ら
故
郷
に
帰
ら
ざ
る
国
司
博
士
医
師
の
交
替
丁
を
停
止
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

そ
の
後
貞
観
八
年
十
月
八
日
格

(
類
緊
三
代
格
、
巻
六
〉
で

国
医
師
は
国
街
職
員
で
史
生
と
同
じ
く
雑
任
官
で
は
あ
る
が
、
他
の
国
司
と
異
な
り
本
来
土
着
性
を
有
す
る
と
こ
ろ
か
ら
任
用
等
の
点
で
特

異
性
を
も
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
個
々
の
ま
と
め
は
紙
数
も
尽
き
た

の
で
略
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

な
お
、
類
莱
三
代
格
、
巻
五
太
政
官
奏

(
弘
仁
十
四
年
二
月
三
日
)
に
よ
り
越
前
国
江
沼
、
加
賀
二
郡
を
割
い
て
加
賀
国
(
准
中
国
)
が
生

ま
れ
、
国
医
師
一
人
が
新
置
さ
れ
た
。
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司
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四
二
頁

「
律
令
官
人
制
の
研
究
」
野
村
忠
夫
、
一
九
四
頁
以
下

「
律
令
国
家
解
体
過
程
の
研
究
」
阿
部
猛
、
八
五
頁

「
大
学
寮
と
古
代
儒
教
」
久
木
幸
男
、
六
十
頁
、
受
業
師
料
に
つ
い
て
は
本
論
に
依
る
所
大
き
い
。



On Kuniishi (Local Doctor) -A Study of Ancient 

Medical History in japan(Part 3)一

Taku SHlN!v征JRA

Those who took charge o[ medical care in districts in the Ritsuryo Government were Kuniishis-one doctor was 

stationed every district. As a rule native doctors were appointed to this post， but in the early days because o[ 

lack of well司 quali白eddoctors， a number of doctors sent from the central government were commissioned. However， 

since the end of the 8 th century because o[ th巴 lowering o[ standards in choosing a suitable person doctors 

inferior in qualily and disqualilied doctors who did not pass the state medical examinations had appeared， wishing 

to have various rights and interests belonging to the position of Kuniishi. 

There arose tension between the centralization o[ the Government and the remarkable advance of plutocracy in 

the districts. At the end of the 9 th century even if he had not mastered the medical art a descendant of a 

[amous doctor could be appointed to the position of Kuniishi. By such a system， the number of Kuniishis incre-

ased year by year. 

Th巴 promotionsystem of Kuniishi was as follows. If the rccovery rate was 70 percent， he as ranked “high"， 

50 percent，“medium"， below 40 percent，“lowぺInthis way the working marks had been recorded for ten years 

(later six year宮)， and if he received “high" marks on the average， he could be promoted by three grades. 

How to educate medical students was also referred to in the efficiency rating. Th巴ywere given rice， land and 

a servant as salary. On the other hand they had the duty to send high fees to their teacher. 

(

∞

凹

〉



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

昭
和
五
十
年
七
月
受
付

第
一
一
号

・
昭
和
五
十
一
年

-
月

京
都
の
医
学
史
に
関
す
る
若
干
の
新
資
料
に
つ
い
て

杉

立

義

第
十
九
回
日
本
医
学
会
総
会
が
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
「
京
都
の
医
学
史
展
」
を
昭
和
五
十
年
四
月
四
日
よ
り
八
日
ま
で
京

都
府
立
総
合
資
料
館
に
於
て
開
催
し
た
。
主
催
者
で
あ
る
京
都
府
医
師
会
で
は
四
十
九
年
七
月
よ
り
医
学
史
展
特
別
委
員
会
を
作
り
資
料
の
蒐

集
を
行
っ
た
。
展
示
品
は
平
安
時
代
よ
り
明
治
初
年
ま
で
の
書
物

・
図
巻

・
肖
像

・
筆
跡

・
器
械

・
器
具
等
三
百
二
十
件
約
千
点
に
及
ん
だ
。

そ
の
う
ち
で
興
味
が
あ
り
か
つ
未
発
表
ま
た
は
未
公
開
の
資
料
若
干
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
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滋
賀
県
安
土
町
杉
原
玄
孝
氏
蔵

玄
悦
の
肖
像
は
徳
島
の
賀
川
家
に
伝
わ
る
も
の
が
原
画
と
い
わ
れ
る
が
こ
の
肖
像
画
に
は
森
光
真
の
賛
が
あ
る
。
杉
原
家
は
当
時
の
中
仙
道

に
面
し
建
物
も
当
時
の
ま
ま
で
あ
り
医
家
と
し
て
は
八
代
目
で
あ
る
。

一
、
賀
川
玄
悦
の
肖
像

こ
の
肖
像
画
が
い
か
な
る
経
路
を
経
て
同
家
に
伝
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
同
家
に
は
明
ら
か
に
後
作
と
思
わ
れ
る
同
じ
画
像

・
賛
の
幅
が
更

に
一
幅
あ
る
。
最
近
杉
原
家
四
代
目
の
当
主
が
玄
悦
の
顕
彰
及
び
贈
位
に
つ
い
て
尽
力
し
徳
島
の
賀
川
氏
と
手
紙
の
往
復
が
あ
っ
た
資
料
が
発

見
さ
れ
た
。
賀
川
玄
悦
墓
碑
は
京
都
市
下
京
区
中
堂
寺
西
寺
町
十
七

・
玉
樹
寺
の
前
庭
に
玄
悦

・
子
啓

・
子
全
の
三
代
の
墓
が
あ
り
本
堂
裏
の

墓
地
に
四
代
以
下
七
代
ま
で
の
墓
が
あ
る
。
玄
悦
の
墓
碑
は
昭
和
十
八
年
に
日
本
婦
人
科
学
会
総
会
が
京
都
市
で
開
催
さ
れ
た
時
に
会
長
山
田

一
夫
氏
は
梶
完
次
氏
の
意
見
を
容
れ
て
特
志
を
つ
の
っ
て
荒
廃
の
甚
し
か
っ
た
旧
墓
石
に
か
え
て
新
し
い
花
筒
岩
の
墓
石
を
建
立
し
た
。
現
在

二
代
子
啓
の
墓
石
は
既
に
荒
廃
が
甚
し
い
。



二
、
産
育
全
書
版
木
及
び
水
原
三
折
家
系
図

京
都
市
三
谷
春
保
氏
蔵

産
育
全
書
の
著
者
水
原
三
折
は
子
供
が
な
か
っ
た
の
で
夫
人
の
姪
を
画
工
三
谷
五
峰
と
結
婚
さ
せ
て
後
事
を
托
し
た
が
そ
の
末
孫
三
谷
春
保

氏
方
に
当
時
の
版
木
が
完
全
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
産
育
全
書
の
稿
本
と
思
わ
れ
る
も
の
十

一
巻
及
び
水
原
家
の
家
系
図
も
保
管
さ
れ
て

い
る
。
三
折
の
墓
地
は
国
鉄
京
都
駅
の
近
く
の
正
行
院
(
一
名
さ
る
寺
)
に
あ
り
住
職
須
賀
隆
賢
氏
は
三
折
に
つ
い
て
理
解
が
深
く
昭
和
三
十

八
年
三
月
二
十
一
日
に
は
三
折
百
年
忌
の
追
善
供
養
の
法
養
を
営
み
三
折
の
肖
像

・
産
育
全
書

・
探
額
器

・
版
木
等
の
展
観
を
行
っ
た
。

三
、
古
産
科
器
械
一
式
及
び
医
道
入
門
許
状

桐

箱

(
訂
佃

×
M
m
v〈

6
m
〉
に
次
の
器
械
が
お
さ
め
で
あ
る
。

1

探
領
器
の
う
ち
の
睡
龍
器
(
鯨
髭
製
)
長
さ
却
岨
巾
は
佃

2

探
額
器
の
う
ち
の
奪
珠
器
(
木
製
)
長
さ
れ
叩

こ
の
二
つ
に
鯨
髭
で
作
っ
た
長
さ
一
尺
五
寸
の
円
紐
を
通
し
て
胎
児
の
額
に
か
け
て
索
引
し
た
。
ま
た
骨
盤
位

・
横
位
に
も
使
用
し
た
。

3

産
科
鉛
子
、
全
長
引
佃
巾
日
国
高
口
叩
、

シ
l
ボ
ル

ト
伝
来
の
も
の
に
比
し
て
や
や
小
型
で
う
す
く
せ
ん
細
で
あ
る
。
恐
ら
く
日
本
人

に
適
し
た
よ
う
に
鍛
治
屋
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
も
の
と
思
う
。

京
都
府
医
師
会
蔵

( 60 ) 

4 

網

直
径
お
叩
、

こ
の
縁
に
紐
を
通
し
て
子
宮
腔
内
に
残
留
し
た
児
頭
の
挽
出
に
用
い
た
。

5 

穿
顧
器
と
断
頭
器

p
h
u
 

長

z
m、
鋭
利
な
歯
が
あ
り
裁
胎
術
に
使
用
し
た
。

円
r副長

沼
回
、
残
留
し
た
胎
盤
を
除
去
す
る

外
国
製
と
思
わ
れ
る
。

6 

鉄
鈎

7 

鈎
胞
器

鉄
鈎
及
び
鈎
胞
は
賀
川
玄
悦
の
発
明
に
な
り
賀
川
家
で
は
は
じ
め
秘
法
と
し
て
公
開
し
な
か
っ
た
。

8 

子
痢
破
膜
器

長
お
曲
、

人
工
破
膜
さ
す
器

四
、
医
道
入
門
許
状



こ
の
器
具
を
所
持
使
用
し
て
い
た
中
郁
恒
喜
の
医
道
入
門
許
状
が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
天
保
十
五
年
(
一
八
四
四
年
)
に
医
道
上
長
丹
波
朝

臣
(
錦
小
路
家
〉
か
ら
入
門
許
状
を
う
け
て
い
る
。
中
叫
氏
は
そ
の
後
数
年
間
本
道
を
学
ん
だ
後
に
更
に
産
科
を
学
ん
だ
と
思
わ
れ
入
門
時
に

二
十
歳
と
す
る
と
明
治
元
年
(
一
八
六
八
年
)
に
は
四
十
四
歳
位
に
な
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
約
二
十
数
年
間
医
師
と
し
て
活
躍

し
た
も
の
と
思
う
。

賀
川
玄
悦
は
回
生
術
を
発
明
し
た
が
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
母
体
の
回
生
で
あ
っ
て
胎
児
は
た
と
え
死
胎
と
は
い
え
残
忍
な
状
態
で
あ
っ
た
。

玄
悦
以
後
の
本
邦
の
産
科
医
の
努
力
は
一
つ
に
母
児
相
全
を
め
ざ
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
小
さ
な
桐
箱
の
中
に
は
本
邦
独
得

の
も
の
、
西
洋
伝
来
の
も
の
、
ま
た
西
洋
式
を
模
し
て
圏
内
で
作
ら
せ
た
も
の
等
が
こ
ん
然

一
体
と
な
っ
て
収
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
幕
末
、
明

治
初
期
の
わ
が
国
産
科
学
の
縮
図
で
あ
り
こ
の
状
態
は
帝
王
切
開
術
が
普
及
す
る
ま
で
つ
づ
い
た
。

五
、
伊
良
子
家
日
記
類

滋
賀
県
伊
良
子
光
孝
氏
蔵

1 

伊
良
子
光
顕
記

家
記
伏
陽
宅
、
家
記
平
安
宅
、
諸
事
控

( 61 ) 

2 

伊
良
子
光
順
記

拝
診
日
記
、
王
制
復
古
日
記
、
浪
華
行
幸
供
奉
日
記
、
東
海
道
日
記

こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
伊
良
子
光
孝
氏
が
既
に
詳
細
発
表
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
こ
れ
が
公
開
さ
れ
た
の
は
本
展
が
初
め
て
で

ゑ
U

旬。。六
、
小
森
桃
塙
陶
像
、
京
都
市
小
森
秀
之
助
氏
蔵

文
政
四
年
(
一
八
二
一
年
〉
桃
塙
四
十
歳
時
の
陶
製
の
坐
像
で
あ
る
。
高
さ
約
制
叩
、

当
時
桃
塙
は
宮
廷
医
で
あ
っ
た
た
め
衣
冠
束
帯
の
姿

で
彩
色
が
施
し
て
あ
り
立
派
な
厨
子
に
入
っ
て
い
る
。
小
森
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
お
り
今
回
の
展
観
に
は
写
真
の
み
の
出
品
で
あ
っ
た
。

小
森
桃
鳴
の
解
剖
図

ラ
イ
デ
ン
に
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館
に
収
蔵
す
る
シ

i
ボ
ル
ト
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
に
あ
る
肉
筆
彩
色
の
解
剖
図

で
桃
塙
が
シ

1
ボ
ル
ト
に
進
呈
し
た
も
の
と
思
わ
れ
有
坂
隆
道
氏
が
昨
年
撮
影
し
た
も
の
。

七
、
山
本
渓
愚
(
章
夫
)
画

本
草
動
植
物
写
生
帳

京
都
市
山
本
元
夫
氏
蔵



渓
愚
は
山
本
亡
羊
の
第
三
子
で
文
政
十
年
(
一
八
二
七
)
に
生
れ
明
治
三
十
六
年
に
没
す
。
幼
時
よ
り
父
に
つ
い
て
詩
文

・
本
草
学
を
修
め

絵
画
は
蒲
生
竹
山
に
学
ん
だ。

亡
羊
の
死
後
、
豪
芳
社
を
組
織
し
て
毎
年
和
漢
の
医
薬
、
物
産
を
集
め
て
物
産
会
を
開
催
し
た
。
渓
愚
は
壮
年

こ
れ
を
克
明
に
彩
色
し
て
写
生
し
た
。
そ
の
内
容
を
み
る
と
、

類
一
五
八
枚
五
、
魚
類
三
二
四
枚

十
、
菌
類
三

O
余
種
。

の
領
か
ら
二
十
有
余
年
間
(
一
八
四

O
ー
一
八
六

O
)
全
国
各
地
を
歴
遊
し
自
ら
採
取
し
た
も
の
を
は
じ
め
汎
く
海
外
の
資
料
を
も
蒐
集
し
て

一
、
花
芥
類
三
六
六
枚
二
、
鳥
類
二
五
二
枚
三
、
獣
類
六
六
枚
四
、
虫

九
、
果
物
類
四
五
種

六
、
亀
簡
蝦
蟹
類
五
四
枚

総
数
回
一
帳
一

、
三
九
O
枚

八
、
石
品
類
一

O
二
種

約
四

O
O
O種
に
及
ぶ
膨
大
な
写
生
帳
で
あ
り
、
渓
愚
の
青
壮
年
時
に
心
血
を
そ
そ

七
、
介
品
類
六
七
種

い
だ
あ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
山
本
亡
羊
自
筆
稿
本
医
学
字
林
九
冊
及
び
本
草
議
録
十
冊
も
出
品
さ
れ
た
。

山
本
亡
羊
居
宅
跡
は
京
都
市
油
小
路
五
条
上
ル
に
あ
り

「
山
本
亡
羊
読
書
室
跡
」
と
し
て
ほ
ぼ
旧
態
を
と
ど
め
て
い
る
。

八
、
鳩
居
堂
の
種
痘
資
料

京
都
市
鳩
居
堂
蔵

( 62 ) 

1 

有
信
堂
社
中
名
簿
付
種
痘
熟
練
医
師
名
簿

嘉
永
二
年
十
月
鳩
居
堂
主
人
熊
谷
直
恭
は
日
野
鼎
哉
と
は
別
個
に
有
信
堂
を
京
都
市
御
幸

町
姉
小
路
上
ル
に
開
設
し
て
医
師
十
七
人
に
委
嘱
し
て
近
隣
の
子
供
を
あ
つ
め
て
種
痘
を
行
っ
た
。
こ
の
医
師
の
中
に
は
楢
林
栄
建

・
江
馬
権

之
助

・
小
石
中
蔵
ら
が
い
る
。
有
信
堂
は
明
治
二
年
に
は
京
都
府
に
接
収
さ
れ
て
正
式
の
種
痘
所
と
な
り
ま
た
医
師
達
は
御
用
医
と
な
り
明
治

初
年
の
京
都
医
学
の
中
心
と
な
っ
た
。

蓮
心
翁
種
痘
成
功
図
巻
熊
谷
直
恭
(
蓮
心
翁
)
七
十
六
歳
(
安
政
五
年
十

一
月
十
日
〉
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
種
痘
成
功
の
祝
宴
を

催
し
た
席
上
、
中
西
耕
石
ら
が
図
巻
を
合
作
し
た
が
、
後
年
明
治
四
十
年
に
富
岡
鉄
斎
が
こ
の
図
巻
に
寿
老
人
(
熊
谷
翁
を
あ
ら
わ
す
〉
が
童

2 
子
に
種
痘
を
施
し
て
い
る
図
を
加
筆
し
た
。
美
麗
な
る
図
巻
で
あ
る
。

3 

種
痘
願
(
安
政
六
年
)

4 

種
痘
版
画
及
び
版
木



ヨ
ン
ケ
ル
の
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
麻
酔
器

』ロロ
rn円
〈

O
ロ
ピ
司ロ
m
m
a
は
明
治
五
年
(
一
八
七
二
年
)
九
月
十
五
日
よ
り
明
治
十
年
(
一
八
七
七
年
)
三
月
二
十
六
日
ま
で
京
都
府
療
病

九
院
に
て
最
初
の
外
国
人
教
師
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た
が
日
本
に
く
る
以
前
一
八
六
七
年
に
発
明
し
た
麻
酔
器
で
あ
る
。
展
示
さ
れ
た
品
は
こ
れ

の
改
良
型
で
あ
る
が
一
九
四
二
年
ま
で
ロ
ン
ド
ン
の
産
科
医
が
使
用
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
本
展
の
た
め
に
特
に
ロ
ン
ド
ン
よ
り
空
輸
さ
れ

た。
十
、
京
都
府
医
師
符
号

宮
津
市
比
賀
掃
部
氏
蔵

京
都
府
で
は
明
治
七
年
に
医
務
取
締
制
を
設
け
明
治
八
年
十
月
二
十
八
日
に
医
師
符
号
規
則
(
京
都
府
達
第
四
四
一
号
)
を
公
布
し
た
。

必
ズ
之
ヲ
衣
服
ノ
胸
前
一
一
掛
垂
シ
人
目
ニ
鯛
レ
易
カ
ラ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
要
シ
以
テ
司
命

ノ
職
、
真
正
ノ
医
師
タ
ル
ヲ
証
シ
病
者
ノ
信
拠
ト
ス
」
医
師
は
銀
製
、
医
師
門
弟
は
銅
製
と
し
た
。
こ
の
銀
製
符
号
は
比
賀
氏
の
祖
父
の
も
の

「
医
師
ハ
開
業
願
済
ノ
節
第
一
図
銀
製
符
号
ヲ
与
フ

で
表
面
に
は
比
賀
勝
太
郎
、
明
治
十
年
七
月
、
甲
挽

五
百
十
番
、
裏
面
に
は
京
都
府
瞥
師
符
践
と
刻
し
て
あ
る
。
同
規
則
は
明
治
十
四
年
に
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廃
止
さ
れ
た
。
明
治
初
年
の
医
制
変
革
を
物
語
る
一
資
料
で
あ
る
。



Some Observations on the Recently Discovered Materials 

about the History of Medicine in Kyoto. 

Yoshikazu SUGITATSU 

In cornrnernoration of the opening of the 19th .Japan Medical Conference in Kyoto， we held the exhibition of 

the history of rnedicine in Kyoto in the Kyoto Furitsu Shiη叫{anfrorn April 4 th to 8 th， 1975. Of the 320 

exhibits， 1 here select and cornrnent on the following 10 iterns which have never been opened to the public and 

seern significant in the rnedical history of .Japan. 

1) The portrait of GENETSU KAGAWA 〈

-

可

申

〉2) The printing blocks of Saniku-zensho (the textbook of obstetrics in the Edo era) 

3) Old obstetrical instrurnents 

4) The perrnit to enter the rnedical school (in the latter part of the Edo era) 

のThecerarnic statue of TOHU KOMORI 

6) The sketchbook of rnedicinal herbs， plants and anirnals， drawn by KEIGU YAMAMOTO 

7) The rnaterials for vaccination， preserved at Kyukyodo in Kyoto 

8) The chloroforrn anesthetic rnachine devised by .Junker von Langgeg (.Junker's inhaler) 

9) The rnedals certifying the status of rnedical doctor in Kyoto Prefecture 

10) The diaries of lRAKO school 



日
本
医
史
学
雑
詑

・
第
二
十
二
巻

昭
和
五
十
年
七
月
受
付

第
一
号
・
昭
和
五
十
-
年
一
月

明
治
二
年
版
行
さ
れ
た
民
間
お
産
指
導
書

「
安
産
仙
翁
邦
言
教
除
」
に
就
て

仙
台
医
学
史
研
究
会

玉

手

英

典

仙
台
市
に
在
住
す
る
産
婦
人
科
医
、
五
十
嵐
宏
一
氏
方
に
約
百
年
前
か
ら
伝
わ
る
版
木
が
八
枚
あ
る
。
明
治
二
年
に

・
刻
さ
れ
初
版
が
刷
行

ぷ
ん
す
い

さ
れ
た
の
が
表
題
の
小
冊
子
で
あ
る
。
宏
一
氏
の
曲
目
祖
父
た
る
技
水
(
明
治
二
十
四
年
没
)
が
著
述
し
刷
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
動
機
や
配
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布
の
方
法
が
注
目
に
値
す
る
点
が
あ
り
、
こ
の
僅
か
二
十
八
頁
の
小
冊
子
の
内
容
が
、
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
り
現
代
に
も
通
づ
る
点
が

あ
る
。放

水
は
宮
域
県
刈
田
郡
円
田
村

(
現
蔵
王
町
)
に
居
を
か
ま
え
、
産
科
医
と
し
て
名
声
あ
り
家
の
傍
に
数
百
年
の
樹
令
を
も
っ
「
ア
ミ
ダ
の

杉

(
天
然
記
念
物
指
定
)
が
あ
る
が
そ
の
樹
下
に
「
だ
る
ま
堂
」
と
称
す
る
一
小
洞
を
営
み
安
産
の
守
神
と
し
た
の
で
祭
礼
の
日
に
は
多
数

の
参
詣
人
が
集
り
安
産
を
祈
願
し
た
。
ぉ
堂
か
ら
は
、
安
産
の
お
守
り
、
ま
じ
な
い
札
、
お
茶
、
お
は
ぐ
ろ
薬
な
ど
を
頒
布
し
、
此
本
を
無
料

で
配
布
し
た
。

慶
応
大
医
学
部
の
情
報
セ
ン
タ
ー
に
こ
の
初
版
本
と
も
思
え
る
も
の
が
あ
る
が
、
出
所
は
山
形
の
金
山
某
な
る
産
科
医
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

可
成
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
点
を
述
べ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

付

西
洋
医
学
の
知
識
を
も
っ
て
具
体
的
な
養
生
法
や
治
療
法
を
詳
細
に
の
べ
て
い
る
。



仁)

平
易
な
通
俗
的
な
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
「
な
ま
り
お
っ
げ
」
で
あ
る
。

同

人
命
尊
重
の
大
切
な
事
を
説
き
「
四
五
十
年
に
一
度
し
か
な
い
飢
僅
に
そ
な
え
る
よ
り
も
山
里
離
れ
た
辺
地
の
一
軒
家
に
も
必
ず
あ
る

出
産
の
心
得
を
知
っ
て
一
人
で
も
多
く
の
赤
ん
坊
を
無
事
に
産
ま
す
方
が
大
切
だ
」
と
喝
破
し
て
い
る
。

自
ら
の
学
問
や
技
術
を
一
子
相
伝
の
秘
密
と
す
る
こ
と
を
せ
ず
一
般
に
公
開
し
て
樺
ら
な
い
。

こ
う
す
い

技
水
の
没
後
養
子
江
水
は
そ
の
墓
を
「
だ
る
ま
堂
」
背
後
の
丘
陵
地
の
斜
面
に
建
立
し
、
女
陰
状
の
孔
穴
を
有
す
る
希
妙
な
形
の
墓
石
を
安

置
し
た
。
此
の
墓
所
を
叉
安
産
信
仰
の
中
心
と
見
な
さ
れ
参
詣
人
が
あ
と
を
絶
た
ず
、
祭
日
に
売
庖
の
列
が
並
ん
だ
由
で
あ
っ
た
が
近
頃
は
全

伺
く
寂
れ
今
年
の
祭
日
に
は
ほ
と
ん
ど
拝
む
人
は
な
か
っ
た
。

深
刻
な
食
糧
不
足
と
貧
困
に
苦
し
ん
だ
東
北
地
方
の
一
農
村
に
人
命
尊
重
を
強
調
し
、
産
科
医
療
を
行
っ
て
多
数
の
赤
ん
坊
を
救
い
、
叉
高

度
の
西
洋
医
学
的
指
導
の
内
容
を
も
っ
版
本
を
民
俗
信
仰
を
利
用
し
て
地
域
に
頒
布
し
た
改
水
の
卓
見
は
驚
異
に
値
す
る
。

残
念
な
事
に
前
記
の
版
木
は
去
る
四
月
二
十
八
日
に
五
十
嵐
家
火
災
の
折
に
二
枚
を
残
し
焼
失
し
た
。
同
時
に
所
有
者
五
十
嵐
宏
一

氏
も
叉

不
慮
の
死
を
と
げ
ら
れ
た
。
謹
し
ん
で
御
冥
福
を
祈
り
、
此
の
論
文
を
そ
の
御
霊
前
に
供
え
る
も
の
で
あ
る
。

摘
筆
に
あ
た
り
多
大
の
御
指
導
、
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
左
記
の
各
位
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
る
。

同
図
書
館
松
川
街
、
小
野
和
夫
、
慶
応
大
学
医
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー

大
阪
大
学
医
学
部
教
授
丸
山
博
、
東
北
大
学
医
学
部
教
授
山
形
敬
一

、

島
原
落
穂
、
東
北
大
学
図
書
館
中
村
久
美
子
、
宮
城
県
医
師
会
史
編
纂
室
今
村
鏑
介
、
圧
司
隆
、
二
郷
和
子
、
白
石
啓
子
、
仙
台
市
医
師
会
伊

藤
清
志
、
門
沢
正
、

保
昌
寺
住
職
高
田
恒
覚
、

佐
々
木
茂
太
郎
(
敬
称

五
十
嵐
玉
子
、
五
十
嵐
昭
江
、
五
十
嵐
章
、

中
村
八
郎
、
浜
田
勉
、

略

参

考

文

献

富
士
川
添
日
本
医
学
史

中
城
民
夫
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
蔵
書
目
録
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Obokonashi Daruma no Namari Otsuge -A  folk remedy guidebook 

of delivery published in Meiji y回 r2 (1869)一

Eiten TAMA TE 
ハ

ド

由

〉

(Sendai Medical-historical Society) 

There is a set of eight engraved wood plates which from about one hundred years ago has been handed down 

to Dr. K. Igarashi， a doctor of obstetrics and gynecology living in Sendai City. This is a part of the wood plates 

by which th巴 ObokonashiDaruma no Namari Otsuge in qestion was printed whose first edition was published 

in Me討iyear 2 (1869). The author of this booklet was Bun Sui (Died in M巴討i24 (1892)) who is the great-

grand father of Dr. K. Igarashi. 

Some of the remarkable things are the motivations of the writing and methods of the distribution of the 

booklet， and that it is very unique in substance and suggestive even at the present time. 
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Bun Sui had been living in Enda-mura， Katzuta District， Miyagi Pref. (at present Zao・cho)，and had been 

well known as a good obstetrician. In the neighborhood of his house there was a large ]apanese cedar tree 

specially named Amida no Sugi which s巴emedto be several hundred years old. Under this tree he constructed a 

small shrine named Daruma Do as the godly symbol of easy delivery. Then many people in the environs visited 

this shrine and prayed for the easy delivery at the festival of the shrine. On such occasions he freely distributed 

the booklet to the visitors with a charm for easy delivery， a handful of tea and some medicines. 

It seems likely that the booklets distributed covered a rather wide area since at present there is another sample 

of the first edition on the Information Center， Faculty of Medicine， Keio University supplied by Dr. Kanayama 

(whose full name is not known)， an obstetrician living in Yamagata Preι 

We can summarize the noteworthy characteristics of this booklet as follows: 
(

。

ド

〉

(1) The practical hygiene and folk remedy treatments are written in detail by using the knowledge of modern 

western medical science. 

(2) It is written in an easy and familiar style， that is， in the style of a godly message with provincial accents. 

(3) He repeatedly emphasized the importance of the value of human life in this booklet. It was his cherished 

opinion that it is more important to giv巴 thepractical knowledge of delivery to may people in order to 

bring forth safely many babies， than to prepare for the famines which would occur only at intervals of 

about fory or lifty years， since a delivery could occur any time and anywhere， even in a family living in a 

remote isolated area. 

(4) He dared to open the knowledge and techniques obtained to the public instead of the conventional 



handing down only to his heir. 

The grave司 siteof Bun Sui was constructed by KδSui who was his adopted son， at the slope of the hill hehind 

the small shrine， Daruma Do with its strange gravestone shaped like the female organ. Many people visited this 

cemetery as a goldy symbol of easy delivery as well as the small shrine， and it is said that particularly at the 

festival of the shrine many retail shops were set up in the yard and were crowded with the visitors. However， 

recently it has become desolate and few people visited the yard at the festival this year. 

Finally was can conclude that we are deeply impressed by his noble ideas that from the stand point of the 

value for human life he earnestly made valuable medical contributions in the field of obstetrics in a farm-village 

of the Tohoku district where people had su釘eredfrom severe food shortages and poverty at that time， and by 

means of using the folk faith distributed to the people in his environs the folk remedy guidebooks whose contents 

kept abreast with that of the modern western medical science. 

It is with great regard that all of the engraved wood plates except two mentioned above were reduced to ashes 

by fire which struck the house of Dr. Igarashi on the 28 th of April， 1975. At the same time Dr. Igarashi， 

the owner of these plates lost his life. We sincerely pray for him and dedicate this paper to his memory. 

〆ー、
...... 
e、
、.，./



例
会
記
事

メ
キ
シ
コ
国
立
心
臓
病
学
研
究
所
の
壁
画
に

つ
い
て

古

i
 
l
 

'
lノ

明

百担問。門戸胆門凶
冊
目白

EEFOHC聞広
」
が
あ
る
。
演
者
は
ま
だ
こ
れ
を
見
る
機
会
に
恵
ま
れ
な
い
が
、

メ
キ
シ
コ
国
立
心
臓
病
学
研
究
所
(
メ
キ
シ
コ
市
)
に
、
有
名
な
画
家
デ
ィ
エ
ゴ

・
リ
ベ
ラ

盟
問問

O
E
Z
E
の
壁
画
「
心
臓
病
学
の
歴
史

同
研
究
所
の
』
O
門
官
∞
o巳
の

g昌
己
博
士
か

ら
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
奇
贈
し
て
頂
い
た
の
で
、
本
会
な
ら
び
に
蘭
研
の
会
員
諸
兄
に
供
覧
し
た
い
と
思
う
。

壁
画
は
二
面
よ
り
成
り
、
第
一
面
に
は
二
九
、
第
二
面
に
は
一
八
、
計
四
七
名
の
心
臓
病
関
係
の
学
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
さ
れ

て
描
か
れ
て
い
る
。
代
表
的
学
者
と
し
て
前
者
で
は
、
の
と
〈
g
r
m
o
E
g
g
s
w
-
H，
E
C
σ
3

ヨ
orgu
国
各
市
丘
g
w
ぜ
〈

=
7
2
E
F
m
E
G
g
-

H

凶S
F
2
2
u
後
者
で
は
、
。
同
-
g
gu
ぐ
g
弘
三
国
w
∞
2
5
E♂
出
向
〈
内
ア
宗
白
-1mtw
∞宮内同
hwu
〉己巾ロ
σ
Em間内
円切岡弘胆内ロロ
四円
切
。
。
円
三

S
F】

M
R
E
D
L
P
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E
nv
o
R
同

4
2
5
3
ら
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

リ
ベ
ラ
は
研
究
所
が
創
設
さ
れ
る
前
年
か
ら
、
壁
画
の
制
作
に
か
か
り
、

一
九
四
四
年
四
月
八
日
の
開
所
ま
で
に
完
成
し
た
。
最
近
メ
キ
シ

コ
で
、
こ
の
壁
画
を
観
賞
し
て
こ
ら
れ
た
山
口
正
義
博
士
に
よ
る
と
、
第
一
面
と
第
二
面
は
、

一
、
二
階
を
通
じ
た
大
き
な
吹
き
抜
け
の
ホ

l

ル
内
の
東
側
と
西
側
の
壁
で
向
か
い
あ
い
、
高
さ
は
二
階
の
天
井
に
ま
で
達
し
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
約
二

m
に
お
よ
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
。

一一

つ
の
画
の
下
に
は
、
各
二
面
の
小
さ
な
壁
画
が
添
え
て
あ
り
、
ア
フ
リ
カ

・
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
中
国

・
ギ
リ
シ
ア
の
古
い
医
学
に
関
す
る
画

が
描
か
れ
て
い
る
。

第
一
面
の
画
の
コ
ピ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
心
臓
病
学
者
ホ
ワ
イ
ト
司
・
ロ
宅
E
5
の
著
書
「
国
2
5二
宮
町

-
E
m
p
-
-。
手
石
昌
司
」

の
巻
頭

に
も
飾
ら
れ
て
い
る
。
本
橋
均
博
士
は
そ
の
著
書
「
絃
の
影
を
追
っ
て
さ
・
目
白
吾
O
〈
g
の
業
績
よ
り
、

一
九
六
九
」
の
な
か
に
、

ホ
ワ
イ
ト



の
著
書
の
こ
の
画
の
う
ち
か
ら
、
心
電
図
学
者
四
名
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
を
選
び
出
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
演
者
は
か
ね
て
こ
の
固
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
が
、
と
く
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。
国
連
の

W
H
O
が
一
九
七
二
年
四
月
に
実
施
し
た。

心
臓
病
予
防
運
動
、
世
界
心
臓
月
間
に
協
力
し
て
発
行
し
た
。
多
く
の
国
の
切
手
の
う
ち
に
、
メ
キ
シ
コ
が
こ
の
壁
画
の
一
部
を
図
案
に
選
ん

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
部
分
に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
、

九
二
七
)
の
肖
像
が
描
か
れ
て
い
る
。

オ
ラ
ン

ダ
の
心
電
図
学
者
エ
ン
ト
ホ
l
フ
ェ
ン

巴
ロ

F
2
2
(一
八
五
四
|

一

壁
画
の
作
者
デ
ィ
エ
ゴ

・
リ
ベ
ラ
(
一
八
八
六
|
一
九
五
七
)
は
メ
キ
シ
コ
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

(
一
九
二
二
)
が
生
ん
だ
最
大
の
壁
画
画
家

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
壁
の
モ
ザ
イ
ク
を
は
じ
め
、
多
く
の
傑
作
を
残
し
、

メ
キ
シ
コ
ば
か
り
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
も
遺
作
が

あ
る
。
演
者
は
メ
キ
シ
コ
の
国
情
に
暗
い
の
で
、
そ
の
方
面
の
権
威
、
上
智
大
学
文
学
部
ス
ペ
イ
ン
語
科
の
高
山
智
博
教
授
か
ら
、

メ
キ
シ
コ

の
現
状
、
歴
史
、
絵
画
史
な
ど
の
指
導
を
受
け
、
こ
の
講
演
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ハ
日
本
医
史
学
会

・
蘭
学
資
料
研
究
会
十
月
合
同
例
会
)
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寿
徳
院
曲
直
瀬
玄
由
家
系
譜
に
つ
い
て

矢

数

道

明

ま
な
込
電
車
、
ぞ
3

現
在
私
と
同
じ
町
内
に
「
曲
直
瀬
道
三
」
と
い
う
、獣
医
師
の
方
が
い
る
。
私
は
道
三
氏
を
訪
れ
、
過
去
帳
を
お
借
り
し
て
調
べ
て
み
た
が
、
こ
の
方
の

祖
先
は
秀
徳
院
曲
直
瀬
玄
由
で
あ
っ
た
。
い
ま
ま
で
の
医
学
史
書
に
は
、
初
代
道
三
の
後
立
聞
は
、
三
代
玄
鑑
の
と
き
後
陽
成
天
皇
よ
り
今
大
路
の
姓
を
賜

り
、
今
大
路
家
を
称
し
、
道
三
の
孫
娘
と
結
婚
し
た
正
純
と
正
琳
が
い
づ
れ
も
曲
直
瀬
氏
を
冒
し
、
正
純
は
享
徳
院
の
院
号
を
名
乗
り
、
正
琳
は
養
安
院

と
称
し
た
こ
と
は
記
録
し
て
い
る
が
、
寿
徳
院
曲
直
瀬
家
に
つ
い
て
記
載
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
亨
徳
院
の
子
孫
は
曲
直
瀬
プ
ロダク

ν
，y
の
正雄
氏
で
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
六
月
、
サ
ン
ケ
イ
新
聞
の
北
井
記
者
が
「
ク
ロ
ー
バ
ー
の
日
本
渡
来
考
」
を
調
査
中
、
「
竹
園
草
木
図
説
」
に
弘
化
三
年
オ
ラ
ン
ダ
国



よ
り
国
王
像
や
ガ
ラ
ス
器
を
献
納
し
て
き
た
と
き
、
箱
の
聞
に
枯
草
を
つ
め
て
き
た
。
そ
の
つ
め
草
の
種
子
を
蒔
い
た
ら
、
芽
を
吹
き
花
が
咲
い
た
。
そ

し
て
「
曲
直
瀬
養
安
院
」
が
こ
れ
を
「
オ
ラ
ン
ダ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
」
と
名
づ
け
た
と
あ
る
の
で
、
曲
直
瀬
養
安
院
の
子
孫
と
し
て
、
同
町
の
曲
直
瀬
道
三
氏

を
訪
問
し
て
記
事
を
書
い
た
。
し
か
し
養
安
院
の
子
孫
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
際
私
に
そ
の
証
言
を
需
め
に
来
た
の
で
そ
の
機
会
に
私
は
寿
徳
院
曲
直
瀬

家
の
系
譜
を
調
査
し
た
。
そ
し
て
寿
徳
院
曲
直
瀬
家
の
こ
と
は
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
(
新
刊
本
〉
巻
十
九
に
七
代
目
ま
で
記
録
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。

一
方
「
今
大
路
家
記
録
」
に
よ
る
と
、
曲
直
瀬
正
純
と
結
婚
し
た
道
三
の
孫
女
は
、
正
純
没
後
、
寿
徳
院
玄
由
と
再
婚
し
た
と
あ
る
。

よ
っ
て

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
と
「
寿
徳
院
玄
白
過
去
帳
」
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
系
譜
を
作
っ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ハ

ル

，

シ

ハ

ル

モ

ト

マ

ザ

ト

シ

マ

ザ

冨

シ

マ

ザ

畠

7
2

マ

サ

テ

ル

マ

ザ

ト

キ

マ

サ

2
キ

マ

妙

ヒ

デ

マ

ザ

ト

L

V

U

F

ウ

ザ

ン

ム

傘

マ

ザ

ま

傘

寿
徳
院
法
印
日
誇
①
玄
由
l
②
玄
順
l
③
正
恩
|
④
正
育
|
⑤
正
栄

l
⑥
正
琢
l
⑦
正
意
|
⑧
正
駕
|
⑨
正
英
!
⑬
正
俊
l
⑪
道
三
|
⑫
宗
訓
|
⑬
蜂

ゾ

ウ

ミ

チ

ソ

ウ

蔵
|
⑬
道
三
(
現
当
主
)

寿
徳
院
も
歴
代
幕
府
に
仕
え
、
三
代
目
正
恩
は
綱
士
口
に
拝
謁
し
、
そ
の
子
正
育
は
家
縞
に
ま
み
え
、
小
石
川
養
生
所
の
治
療
を
担
当
し
た
と
あ
る
。
寿

徳
院
の
菩
提
寺
は
、
文
京
区
白
山
五
ノ
五
、
白
山
道
場
龍
雲
院
に
あ
る
。

(
昭
和
問
年
日
月
幻
目
、
日
本
医
史
学
会
例
会
発
表
の
要
旨
、
詳
細
は

「漢
方
の
臨
床
」
第
二
十
三
巻
第

一
号
に
掲
載
〉

わ
が
国
の
常
民
食
蕎
麦
に
投
影
し
て
い
る
医
学
思
想

浦

良H

ソ
パ
は
大
古
か
ら
わ
が
国
に
渡
来
し
て
い
る
作
物
で
、
そ
の
調
理
加
工
物
に
は
粥
飯
作
物
文
化
に
属
す
も
の
と
、
餅
飽
作
物
文
化
の
展
開
物

に
属
す
る
も
の
と
が
あ
る
。

ソ
パ
粉
の
蛋
白
は
水
溶
性
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
製
麺
加
工
に
は
ツ
ナ
ギ
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
「
ソ
パ
切
り
」
が
ノ
ピ
る
原
因
で
も
あ

る。

一
方
、
茄
麺
を
作
る
と
き
の
茄
湯
、
す
な
わ
ち
「
ソ
パ
湯
」
に
は
多
量
の
蛋
白
が
溶
存
さ
れ
て
お
り
、
通
人
が
こ
れ
を
飲
む
も
の
と
し
て

い
る
慣
行
も
医
学
的
蓋
然
性
が
あ
る
。
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ま
た
ソ
パ
粉
の
搬
粉
粒
子
は
微
細
で
あ
り
、
消
化
し
易
い
。
古
来
、

も
、
医
学
的
蓋
然
性
が
あ
る
。

ソ
パ
粉
は
雲
水
の
携
帯
食
や
兵
法
者
の
兵
糧
丸
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の

民
俗
行
事
に
摂
取
さ
れ
、
神
仙
儀
礼
に
供
さ
れ
る
蕎
麦
に
は
、

「
疾
を
切
る
」
な
ど
の
願
望
が
託
さ
れ
て
い
る
。

蕎
麦
麺
の
形
態
か
ら

「
齢
を
延
べ
る
」
、

ま
た
「
ソ
パ
切
り
」
の
語
感
か
ら

ソ
パ
を
原
料
に
す
る
民
間
薬
に
は
、
そ
の
使
用
法
か
ら
推
し
て
特
に
効
能
の
具
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

中
国
お
よ
び
わ
が
国
の
伝
統
的
医
書
に
記
載
し
て
い
る
「
食
い
合
せ
」
障
害
な
る
も
の
は
、
時
代
に
は
兎
も
角
、
近
代
科
学
的
に
は
そ
の
根

拠
薄
弱
で
あ
る
。

(
日
本
医
史
学
会

・
蘭
学
資
料
研
究
会

・日
本
薬
史

AZA日
本
歯
科
医
史

A主冨
士
一
月
合
同
例
会
〉
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一一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事
一一

十
月
例
会

十
月
十
八
日

(土
)

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一、

メ
キ
シ

コ
国
立
心
臓
病
学
研
究
所
の
壁
画
に
つ
い
て古

二
、
イ

ル
ザ

・
ヴ
ェ
イ
ト
女
史
紹
介

三、

〉

5
2ng

z
a
EZ
NO
OJRg
g
〉
間
口

)11 

本
講
演
の
内
容
は
本
号
お
よ
び
次
号
に
掲
載

イ
ル
ザ

・
ヴ
ェ
イ
ト

十
一
月
例
会

一、

「
寿
徳
院
曲
直
瀬
玄
白
家
系
譜
に
つ
い
て
」

十
二
月
十
三
日

(土
〉

丸
善
株
式
会
社
九
階
会
議
室

一
、
解

剖

替

の

銅

版

画

ー

そ

の

初

期

|

菅

二
、
わ
が
国
の
常
民
食
蕎
麦
に
投
影
し
て
い
る
医
学
思
想一一一

十
二
月
例
会

、
シ
l
ボ
ル
ト
の
「
江
戸
参
府
紀
行
」
に
つ
い
て

道慶

野
滞

斎

藤

信

当
日
、
蘭
学
資
料
研
究
会
、
日
本
歯
科
医
史
学
会
、
日
本
薬
史
学
会
と
の

合
同
で
開
催
。
例
会
の
あ
と
で
懇
親
会
を
行
な
っ
た
。

講
演
要
旨
は
蘭
学
資
料
研
究
会
研
究
報
告
第
三

O
一
号
に
掲
載

明

一
月
二
十
四
日

(土
〉

順
天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
二
番
教
室

一
、

z
uo-E
凹
吋
巳
喝

の

伝

記

大

二
、
立
ち
遅
れ
た
日

本

の

家

族

計

画

医

学

太

十
一
月
二
十
二
日

(土
〉

慶
応
義
整
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

一
、
舎
密
閉
宗
の
原
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ヘ
ン
リ
ー
に
つ
い
て

渡

辺

矢

数

一
月
例
会

明昭陽郎

国 鳥

蘭
三
郎

典

礼
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
己
名
目
印
D
丘
四
ミ
ミ

Z
E
E-

E
M
Sて
る
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
干
旧
東
京
都
文
京
区
本
都
二

l
一
l
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

ヲ匂
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川

学

術

集
会
、
そ
の
他
講
演
会
学
術
展
観
の
開
催
等

問
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
々
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

同
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

凶
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川

正

会

員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
四
、

0
0
0円
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
却
ド
ル
と
す
る
。

ω
名
営
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

間
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一

O
、

0
0
0円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金

て

0
0
0
円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

川
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

間
前
理
事
長
。

同
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
授
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

ω
機
関
誌
を
投
稿
す
る
こ
と
。

間

総

会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し

第
十
一
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

川

退

会

問

会
授
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

則
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

凶
死
亡
、
失
綜
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

同
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す
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る
。

第
十
二
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

2
会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

3

会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

5
会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

6

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

7

会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8

学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
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Summary 

On the Mutual Relations between ‘'Chomel' s Encydo-

pedia" (“Kosei -Shinpen' ') and “Shokugaku・

Keigen" and "Shokugaku・Dokugo"

by Ichiro Y ABE 

The Dutch version of “Chomel's Encyclopedia" played a considerable role 

in the reception of western science and technology by Dutch scholars in the 

late Yedo era. The author inferred that Yoan Udagawa (1798~1846) may 

have used this Dutch version as a reference book in writing his “Shokugaku-

Keigen" (1834) and the manuscript “Shokugaku-Dokugo". Then，“Kosei-

Shinpen"， the J apanese version of “Chomel's Encyclopedia" and these two 

Yoan's books were collated. And it has been found that these books contain 

similar descriptions on such items as the herbalium， the skeleton of the leaf 

and plant pollination. 

Moreover， the author inferred that“Shokugaku・Dokugo"might be one of 

the preliminaries of “Shokugaku-Keigen". ln order to prove this idea， the 

author has compared “Shokugaku-Keigen" with “Shokugaku-Dokugo". The 

comparison of these books revealed some similar descriptions about such 

captions as the method of classification of plants， species name and genus 

name， the herbalium and the skeleton of the leaf. And， it has been found 

that the description of “Shokugaku・Keigen" is more polished than that of 

‘‘Shokugaku-Dokugo" . 

(なお本抄録の原文は第21巻4号に掲載〉
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years of the new nation， and the consideration of Benjamin Rush whose 

life bridged the years of politicaI independence upon England with the earIy 

years of Independence gives us profound insight into“the way it was two 

hundred years ago".ホ

(なお本講演の日本語訳は次号に掲載〉

81 

市 lnthe past year this sentence:“the way it was two hundred years ago." has 

become the slogan for the forthcoming Bicentennial Celebration. 
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waist， or the ankle to the cell wall". (Bedlam-Hogarth) The ceIls themseIves 

were dirty， totaIIy without provisions for their heati~g and located on the 

ground fioor of the building where crowds of spectators had easy access to 

the ceIl windows and could watch the odd behavior of the inmates. To 

check this “Disturbance given to Lunatiks" by th巴 spectators，a (wooden 

palisade) fence was erected in front of the windows which was， however， 

insufficient to keep the crowds away. Even the injunction issued in 1762， that 

such “persons who come out of curiosity to visit the asylum should pay a 

sum of money...for admittance" did not prove to be a deterrent to the 

cunous. 

After several years of silent observation， Rush began his vocal intercession 

against the aimless treatment and bad housing of the patients; he also 

requested bathing facilities and congenial employment for the patients. 

Simple as these requests for cIeanliness and organized occupation for the 

insane may appear， they represented entirely noveI ideas in the treatment of 

mental disease in the United States. 

Of further great importance was the suggestion of other reforms concerned 

with the finding of suitable persons to care for the patients. On the whole， 

Rush's m勾orreforms in psychiatry changed the prospect for th巴 mentally

ill in America from a future of unrelieved neglect and decIine to one of 

possible improvement and even cure. 

The essence of his psychiatric thinking Rush assembled in the first Ameri-

can book on psychiatry entitled Medical lnquiries and Observations upon the 

Diseases of Mind. (1812). lndividual passages， particularIy of these Medical 

lnquiries， are still today adrnirable for their sensitivity and perception. Of 

major importance is the recurring theme of the curability of mental disease 

which Rush was able to impress upon his students and readers， and which 

came to supplant the long-held belief of “once insane always insane". 

Benjamin Rush's life came to an end in 1813 at the then high oId age of 

68. By that time American medicine had almost caught up with that of the 

former mother country， England， although it was still considered desirable 

for a respectable physician to have spent a few years of post-graduate educa-

tion in Europe. There is no doubt that the War of Independence and the 

very early years of American Independence were medically the most difficult 
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medicine two hundred years ago， there is another facet of medicine that 

needed a great deal of attention. It was the subject of psychiatry. 

It is evident that a population like that of the American colonists that 

was composed of a mixture of people from various parts of England and 

Holland and of various strictly-held religious sects， suffered from the separa-

tion from their native country and their accustomed surroundings， and thus 

were vulnerable to emotional imbalance and mental disease. 

Since medical specialization had not come into being 200 years ago， it is 

perhaps not surprising that there were no experts in the field of psychiatry. 

If Dr. Rush felt drawn to help the mental patients， it was simply because 

of his humanitarian personality， rather than any expertise in the field of 

psychiatry. But it is evident from his writings that he acquired such expertise 

in the course of his work with mental patients. 

Benjamin Rush's contributions to psychiatry were made after his election 

as physician to the Pennsylvania Hospital in 1783. This hospital had been 

founded some thirty years earlier explicitly for “the cure and treatment of 

lunaticks" in order that “they may be restored to reason and become useful 

members of the community." The harsh treatment then given to the “luna-

ticks" was hardly likely to restore them to health. It was then generally 

believed that those who were diagnosed as insane were insensitive to heat， 

cold， or any other physical discomfort. 

Rush studied the situation for severa:l years and then began his criticism 

of the aimless treatment and bad housing of the patients. In 1789， he requ-

ested improvement in the sanitation of the patients， quarters and， more 

important， the opportunity for employment “for such of the Deranged people 

as are Capable of Working". Simple as these forms may appear to us today 

when we take occupational therapy for granted， they were then entirely new 

ideas in the treatment of mental disease in the United States. 

According to Morton's Histoヮ ザ the Pennsylvania Hostital， (Philadelphia 

1895) the active treatment， originally given to the “lunaticks"， was not 

suited to restore them to health. The patients were subjected to alternate 

torrents of hot and cold water，“their scalps were shaved and blistered， they 

were bled to the point of syncope; purged until the alimentary canal failed 

to yield anything but mucus， and in the intervals they were chained by the 
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find the cause of yellow fever in Philadelphia， was literally to“walk" to its 

presumed point of origin. This happened in the following way: 1n searching 

for the cause of the epidemic， he noticed the greatest incidence near the 

harbor， and upon finding a large quantity of rotting coffee on a wharf 

“which had putrefied to the great annoyance of the whole neighborhood，" 

he “was soon able to trace all the cases of fever.・・tothis source." These con-

clusions were confirmed by the “1nspector of Sickly Vessels，" who concurred 

in Rush's opinion and stated that， as he had not heard of any oreigners or 

sailors infected， nor of its being found in any lodging-houses， that“it was 

not an imported diseaseぺ

By thus throwing the responsibility for the epidemic upon the unsanitary 

conditions of the city and even advertising a warning to this effect in a 

Philadelphia newspaper， Rush heaped upon himself the anger of his fellow 

citizens. His medical colleagues joined his detractors， for they were angered 

over“the sudden increase of his practice and the public effusions of gratitude 
from many persons who ascribed the preservation of their lives to Rush's 

remedies， produced fresh acts of hostility against him." 

The variety of subjects which Dr. Rush covered in his writings reftect the 

multitude of diseases which plagued the young American nation and the 

inability of the physicians to heal and cure them. Thus， Rush wrote about 

cholera infantum， dengue， and intermittent fever， and the so-called thermal 

fever， which he believed to be caused by the drinking of hot water when 

overheated. 

Rush was also the first to raise the question of “focal infection" in a 

book entitled An Account of the Cure of Seueral Diseases by the Extraction of 

Decayed Teeth and thus occasioned the extraction of countless teeth for 

the treatment of arthritis， gout， rheumatism， and similar affiictions， that had 

long' resisted most ordinary treatment. 1n sacrificing teeth for an uncertain 

cause， Rush paved the way for the operation of tonsi1lectomy which was 

advocated in the early 20th century by the distinguished Chicago physician， 

Dr. Frank Billings， again as another means of combatting “focal infections". 

X 

If these subjects are indicative of the many medical concerns of American 
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movement that came to his attention. Some of the causes he advocated 

seemed radical indeed， and now appear to be very modern. He was in 

violent opposition to slavery and became president of the Abolitionist Society 

in America. He spoke and wrote on prison reforms， and became a leading 

member of the“Philadelphia Society for Alleviating the Miseries of Public 

Prisonsヘand he advocated with fervor the establishment of free public 

schools for the poor， and for higher education of women. All of his writings 

reveal his broad educational background， his irreproachable logic， his flair 

for succinct expression， and his gi仕 for acrid satire. It need hardly be 

emphasized that these gifts did not add to his popularity among his collea-

gues. But Benjamin Rush's primary interest was medicine. Here in medi-

cine too， he fo山 ldwide range for his reforming zeal. In establishing the 

first free dispensary in the United States， in Philadelphia(1785)， Rush linked 

his two major interests， medicine and social r ~[orm. 

VIII 

The excellence of Dr. Rush's medical training， to say nothing of the 

glamour of his foreign diploma， his solicitous interest in the welfare of his 

patients， and his diligence and punctuality in attending them， soon brought 

him the most enviable practice of his day. Motivated by an acute scientific 

curiosity and following the pattern set by the great English clinician Thomas 

Sydenham， Rush was a pioneer in the clinical description of disease forms. 

His therapy， on the other hand， was not only traditional， but he carried the 

use of bleeding and purging to absurd extremes. He was thus inclined to 

weaken the patients on whom he had lavished so much devotion and clinical 

attention. But that was the medical custom two hundred years ago. 

IX 

As one of Philadelphia's most distinguished physicians， Dr. Rush joined 

those who felt responsible for finding the origin and cause for these recurring 

yellow fever epidemics. It is to be noted that this happened more than a 

century before researchers like Pasteur， Koch， Kitasato， Yersin， and Noguchi 

Hideyo， and other bacteriologists were able to use the microscope in their 

search for the cause of contagious disease; thus all that Rush could do to 
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The book was based on his own expe1'ience in t1'eating mo1'e than one 

hund1'ed yellow feve1' patients daily.・・untilhe himself became a victim of the 

disease. He also t1'anslated into English and annotated， the Latin works of 

Sydenham， the famous English clinician of the previous century， afte1' whom 

he t1'ied to model himself. 

But Rush's medical activities we1'e matched by his equally varied political 

interests and his crusading zeal fo1' social and government 1'efo1'ms. Some of 

the movements he promoted were radical for thei1' time and caused him 

some loss of professional standing. 

Rush began his medical education as an apprentice fo1' six years under a 

well-known Philadelphia physician， D1'. John Redman. Although this appren・

ticeship would hav巴 qualified him to practice medicine in the American 

colonies， his desi1'e fo1' a mo1'e formal education led him to Edinbu1'gh， 

whe1'e he 1'eceived his M.D. deg1'ee in 1767， and subsequently to London， 

whe1'e he was much bothe1'ed by inclement weather. A tou1' of medical 

establishments in Continental Europe， pa1'ticula1'ly in F1'ance， concluded the 

most complete medical training then available in the Western World. 

Immediately upon his 1'eturn to Philadelphia in 1769， D1'. Rush accepted 

the professo1'ship of medicine 0汀ered by the College of Philadelphia. When 

the College became pa1't of the Unive1'sity of Pennsylvania， he retained this 

position. He also became a very successful p1'actitione1' as well as teache1'. 

VII 

The Ame1'ican Revolution， however， p1'ovided him with his first occasion 

fo1' political activity. Before the outbreak of the War of Independence he 

took pa1't in the political developments and became a membe1' of the Continental 

Cong1'ess which was the leading body of the confede1'ate colonies in the 

American Revolution. Although he was then only thi1'ty yea1's old， he was 

the most distinguished of fou1' physicians who signed the Decla1'ation of 

Independence. 

After the Wa1' of Independence， in which he had tempora1'ily participated 

as Su1'geon Gene1'al of the A1'my， he 1'eturned to Philadelphia to resume his 

medical caree1'. When hostilities ceased， his f1'eshly aroused political and 

social conscience drove him to lend his pen and his fe1'vo1' to eve1'y 1'efo1'm 
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V 

Health conditions in the American Continental army were deplorable. 

Clothing， housing， and food supplies were poor， and there were no hygienic 

measures， because their importance for disease prevention was not known. 

Of the many illnesse5 that attacked the troops， typhus was the deadliest. As 

typhus germs are carried by the body louse， the disease became an epidemic， 

with a high mortality rate wherever people were crowded together in dirty 

surroundings as in camps， jails， or on ships. Serious as it was， typhus was 

but one of a number of illnesses that wasted the strength and took the 

lives of the officers and men in the Continental army. 

One bright note was the partial control of smallpox. 1noculation was very 

widely used. 1n fact， Commander in Chief George Washington ordered that 

all Continental troops be inoculated. There are no accurate statistics on the 

results of this measure， but in the northern campaign smallpox was “perfectly 

removed from the Army". 

The story of American colonial medicine is that of the gradual acquisition 

of enough doctors to meet th巴 desperate need. Only limited training 

facilities were available; and with the overwhelming pressure of practical 

duties， it was not to be expected that outstanding personalities could 

develop， or that important medical discoveries could be made. 1n the postwar 

period， however， matters were different. The American people became 

a nation and advanced in various professional fields. Very soon medical 

history began to be made in the United States of America. 

VI 

Certainly the most important medical 日gure in the young country was 

Benjamin Rush. The first American to attain medical prominence， he pionee-

red in medical education in the New World and fought for reforms in 

teaching， and in treatment of the insane. He was a productive medical 

writer and a master of clear， graceful expression. 

Dr. Rush wrote a number of important books， including his Account of 

the Bilious Remitting Yellow Fever as It Appeared in the City of Philadelphia in 

the Year 1793， outstanding for its graphic description of the disease. 
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IV 

The growing hostilities between the American colonies and their mother 

country resulted in the War of Independence which broke out in 1775. By 

that time the colonies， though still widely separated from each other had 

formed a loose organization， or confederation. These Americans， no matter 

what their individual national origins had been， were all subjects of England. 

During the 150 years of development， the colonies had grown in number and 

had gathered enough strength and confidence to challenge the authority of 

Britain， the most powerful nation of the world at that time. 

Medical care had also improved. Although there were still no medical 

schools， the number of competent， practicing physicians was su伍cientfor the 

peacetime needs of the people. In some colonies， laws had been passed， 

restricting the right to practice medicine to those who had been adequately 

trained and who had proved their competence by passing examinations. To 

prevent epidemics， quarantine regulations against contagious diseases had 

been established. As mentioned before， the first colonial hospital was opened 

in Philadelphia in 1752 with the support of Benjamin Franklin. 

Institutions of higher learning already existed in the American colonies. 

Harvard University had been founded in 1636， and there were others， 

including the College of Philadelphia， founded somewhat later. Here was 

established the first American medical school in 1765. 

Four years afterwards the versatile Benjamin Rush joined the medical 

faculty of Philadelphia College. In 1791， the college became connected with 

the University of Pennsylvania， which has since continued to play a very 

important part in Americ，an medical education. 

When the American Revolution broke out in 1775， the colonies were not 

prepared for war. The situation was particularly serious in the army's 

medical services. Large numbers of doctors volunteered for both medical and 

military duty， and many gave their lives to the cause of freedom. However， 

there was no organized medical department. 
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If the doctors in European centers of learning were powerless to cope with 

epidemics， what could be expected of the handful of poorIy trained and 

inadequateIy equipped doctors in the Ne.y WorId settIements ? 

III 

Of alI the dread diseases， smalIpox was the most widespread and deadly. 

Those who survived it were usualIy disfigured by permanent scars. Long 

before the settIement of America， however， the first steps in the prevention 

of this disease wer巴 takenin the countries of the Fal' East and the eastern 

Mediterrenean. 

In the tweIfth century A.D.， children in China and in Asia Minor were 

deIiberateIy infected with a smalI amount of pus from smalIpox patients. 

They usualIy deveIoped a mild attack of the disease， but recovered with a 

few pockmarks only and were afterward immune to the infection. This 

process of introducing a disease into the body to produce immunity， known 

as inoculation， was brought to England in 1721， by Lady Mary Wortley 

Montagu， the wife of the British ambassador to Turkey， and was gradualIy 

adopted in England. In the same year the famous Boston physician-clergyman， 

named Cotton Mather， read about the success of inoculation against 

smalIpox and persuaded a仕iendof his， Dr. ZabdieI Boylston， to try it. The 

experiment was a striking success， insofar as it immediateIy reduced the rate 

of mortality from that disease. 

Like most medical innovations， inoculation aroused a great deal of opposi-

tion from some physicians， but its value was confirmed in a number of 

epidemics. Thereafter it became widely used. 

The famous American statesman and philosopher， Benjamin Franklin， who 

was interested in many medical and public health problems， at first opposed， 
but later energeticalIy supported inoculation. His inftuence was important in 

overcoming resistance to inoculation. These e汀ortswere made more than a 

century before Edward Jenner， an English country doctor， performed the 

first vaccination， an inoculation with a relativeIy mild virus of a disease 

calIed cowpox ( or uaccinia， from the Latin uacca，“cow") which conferred 

immunity against smalIpox. This form of inoculation i.e.， vaccination， has 

almost entirely freed the world from the dreadful scourge of smallpox. 
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Benjamin Rush， who is the most famous of all early American physicians， is. 

so representative of the needs and successes of American medicine， because he 

encountered and described in his many writings nearly all the medical and 

social problems that existed in North America during that period. 

The trials and hazards of出ecolonists in the 17th and 18th centuries began 

long before their ships reached the shores of North America. 1n these days 

of jet travel， it is difficult to imagine what the crossing entailed when the 

English emigrants began their westward migration. Their small sailing vessels 

were crowded and dirty; the food was bad and unclean， and the sariitary 

conditions on board of those ships were most primitive. The journeys took 

as long as six months， and on every crossing many passengers became ill 

and died. They were so weakened by scurvy， from lack of fresh food， and by 

seasickness， that they could not resist infection. There was no way to isolate 

the sick on the small ships， and illness became rampant. On some voyages 

most of the passengers， officers， and the crew perished before land was 

reached. 

Those who survived the voyage arrived in America at least physically 

weakened， if not actual carriers of contagious disease that they brought from 

England and Holland. Even though their journey originated in the temperate 

zone of Europe， they often were literally carriers of tropical diseases， such 

as malaria or yellow fever， which they might have contracted on their stop-

over in the Azores where they landed in order to replenish their supply of 

citrus fruit and fresh water， and it was just these open waterbuckets into 

which the mosquitoes deposited their eggs that subsequently became carriers 

of the larvae of malaria and yellow fever. Neither one of these two diseases， 

malaria 01' yellow fever， was endemic in North America before the arrival 

of the colonists， hence it is evident that the immigrants brought the germs 

of their own destruction. Similarly， it was the colonists who brought the 

major medical scourges， smallpox and measles. While there existed some 

inherited immunity against measles in the European immigrants， it was 

immediately fatal to the native population: the American 1ndians who had 

never before been exposed to measles， fell victim to measles in large num-

bers， although the low density of the population did not lend as much fuel 

to the epidemics， as did the overcrowded European cities and rural dist1'icts. 
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conditions of health and disease of the new country 200 years ago. 

What was American medicine at the time when the colonies seceded from 

England ? This question is easy to answer. There was no American medicine， 

just as there was no American art 01' a1'chitecture， jnd just as ehere was 

then no United States of America. What medicine was practiced in America 

200 yea1's ago， was European and mostly English medicine， more or less 

adjusted to American needs and requirements. Even after independence was 

won， Americans continued to study medicine in England and Scotland， 

because no linguistic p1'oblems stood in the way of thei1' studies. 1n London 

and Edinburgh they could simply continue to speak and listen in English. 

So， while Ame1'ican political independence was won from England， the 

intellectual and medical dependence f1'om G1'eat B1'itain continued fo1' years 

to come. 

Today the world knows that New York is America's la1'gest city and 

Washington is its capital. Two hund1'ed yea1's ago， Philadelphia was the 

la1'gest city of No1'th Ame1'ica with as many as 43，000 inhabitants， and 

Philadelphia se1'ved as the cente1' of political and cultural activities. Hence， 

Ame1'ican medicine 200 yea1's ago， was in essence Philadelphia medicine. 1n 

fact， the fi1'st Ame1'ican hospital of note， the Pennsylvania Hospital， was 

founded in Philadelphia in 1751; 14 yea1's later， in 1765， it was incorpo-

1'ated into the medical depa1'tment of the Unive1'sity of Pennsylvania， that 

was second only in chronology to Ha1'vard CoIlege which had been founded 

in Massachusetts in 1636， at the ve1'y beginning of the American settlement. 

II 

When the War of 1ndependence b1'oke out in 1775， it was the physicians 

of Philadelphia who organized American medicine as best they could in their 

new country. Among the few well-trained Philadelphia physicians， Benjamin 

Rush stood out as the most able and colorful， who later became known as 

the “American Hippocratesヘorthe “Sydenham of Philadelphia". Rush also 

was the most inventive and devoted of all doctors of the first decades of the 

existence of the United States. The1'efore， in essence， by describing the life 

and wo1'k of Dr. Benjamin Rush of Philadelphia， we are also describing 

Ame1'ican medicine two hund1'ed years ago. 1 believe that this one physician， 
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AMERICAN MEDICINE TWO HUNDRED 

YEARS AGO* 
• 

Ilza Veith紳

I 

Since the second World War， the United States has acquired a striking 

pre-eminence in the development of the medical sciences. This sudden distin-

ction in the field of medicine is rather surprising， if we consider that until 

in the early decades of this century， America was still entirely dependent 

upon European science， and that most American doctors who could afford 

it， went to Europe to complete their medical studies or their postgraduate 

education. 

Whether they went to ScotIand， i.e.， to Edinburgh， to England， or to the 

continent， to Germany， Paris， or Vienna， depended upon their ability and 

skiU to learn foreign languages. 

The custom 01 Americans studying abroad was begun more than 200 years 

ago， even before the American colonies won their independence， and when 

they stiU relied on their mother country for the completion of their education. 

1 have chosen to speak about “American Medicine Two Hundred Years 

Agoヘbecausethe forthcoming Bicentenary celebration of American Indepen-

dence from England will take place next year， and the preparations for this 

event have given the American people a feeling of history， or rather histori-

city， which is normally not a striking feature in American life and thought. 

Now， at the time of this approaching two-hundredth anniversary of the 

creation of the United States， it is perhaps logical for us here to study the 

市 Thelecture presented to the japan Society of Medical History， on Octoher 
18， 1975. 

料 Professorand Vice-Chairman， Department of the History of Health Sciences 
University of California， San Francisco， California 
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⑥ 詩書町主

I適応症1

スムーズに
たゆみなく一一

血行改善剤

~・h 晶

メヲリ孟d
へプロニケー卜 〈健保適用〉

[作用]

血管拡張・血流増加作用，血清脂質低

下作用(コレステロール・トリグリセライド

.遊離脂肪酸など)，実験的動脈硬化

抑制作用，プラスミン活性化作用

・動脈硬化性末栴循環不全.閉塞性動脈硬化疲，

閉塞性血栓血管炎(パージャー病)， レイノー病.

その他。上肢しびれ感主どの末桐循環陣曹の怒訴Ijど・J車宿・凍傷

l用法 ・用量]

通常，成人には 1目3錠を 3回に分け，貴直後に経口役与するが.

必要に応じて 1日6錠とする.

なお，年令・疲状により適宜噌滅する.

I使用上の;主憲l
1)*剤は.篇主肝 腎疾患のある患者に対しては投与しないことが

望ましいが，将に必要とする場合には.慎重に扱与すること.

2)*剤の投与により，発赤・触感・鰻走感・ 111草惑が.またと曹に.

ロ渇.宜欲不振・胃部不快感・幅吐・下痢等の胃腸症状があらわ

れることがある.このような症状があらわれた場合に~，減量lW

休繋する等適当な処置を行なうこと.
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